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問題児たちが異世界から来るそうですよ？


降臨、蒼海の覇者









竜ノ湖太郎








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　───二一〇五三八〇外門・〝ノーネーム〟本ほん拠きよ。


　麗うららかな日が差し込む窓辺で、メイド姿のレティシアはキュッとリボンを結んだ。髪かみを梳すいていた櫛くしを鏡台に置き、側面を確かく認にんする。


「………これでよし。このメイド服も、それなりに着慣れてきたかな」


　金糸に見み間ま違ちがうほど流りゆう麗れいな金きん髪ぱつを、左右に振ふって確かめる。


　十二、三歳にしか見えない彼女が着ているメイド服は、使用人が着る物とは思えないほど清せい楚そで可愛かわいらしいフリルで着き飾かざられていた。決して機能的とはいえないが、抜ばつ群ぐんに似合っている。彼女の主人の趣しゆ味みの賜たま物ものだろう。


　身み嗜だしなみを整えたレティシアは鏡台に映る自分の瞳ひとみを見つめながら、気合を入れるつもりで腰こしに手を当てる。


　するとコンコン、と控ひかえめなノックとリリの声がした。


「レティシア様。年長組、全員揃そろいました」


「分かった。ペストには私から声をかけておくから、リリも広間で待っていてくれ」


　レティシアがそういうとリリはドア越ごしに元気な返事をしてパタパタと駆かけていく。今日も快活なリリを微笑ほほえましく思いながら、自室を後にした。


　───〝ノーネーム〟のコミュニティが住居にしているこの本拠は、十二階建ての大きな建造物である。上にある部屋に住む者ほど組織の地位が高く部屋も広く、コミュニティが用意した専用の家具も設けられている。


　しかし現在、三階より上は使われていない。しかしそれは地位に見合う者達がいない訳ではない。外出に不便という理由で、三階と二階の部屋以外が使われていないのだ。


　レティシアが以前使っていた部屋は十階だが、メイドである彼女が主人より上階にすむわけにもいかず、今は厨ちゆう房ぼうと食堂の二つ隣どなりにある個室を私室として使用していた。


「白しら雪ゆき殿どのは確か、十六夜いざよいたちに追従して行った筈はず。今日の仕切りは私とペストだけだな」


　本拠の広間に繫つながる廊ろう下かを素す通どおりし、真っ直すぐ進む。目指すのはペストの自室だ。


　しかしその途と中ちゆう、廊下に設置されている巨きよ大だいな姿鏡を横切り、ふと足を止めた。鏡に映るメイド姿の自分を見たレティシアは、


「………ふむ」


　いい事を思い付いた、とばかりにレティシアはスカートの裾すそを軽く持ち上げ、フサァと少女の様に大きく靡なびかせ一回転。


　白く清楚なスカートが靡く様は、可か憐れんな華はなが咲さいた様だった。


　そのまま更さらにもう一回転。レティシアは満足したように鏡に映るメイドの自分に笑いかけた。


「初めはこのメイド服にも戸と惑まどったものだが………ふふ。こうしてみると、私もまだまだ捨てたものじゃな───」


「───レティシア？　鏡の前で何しているの？」
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　ガチン！　と、レティシアの動きがぎこちなく止まった。しまったと思った時には既すでに遅おそく、背後の気配に後こう悔かいと冷や汗あせが一いつ斉せいに背筋から流れ落ちていく。


　…………痛つう恨こんのミスだ。昨今の平和に気が緩ゆるんでいたのだろうか。


　しかし何時いつまでも硬こう直ちよくしている訳にもいかず、恐おそる恐るゆっくりと振り返った。


　其そ処こには自室から出てきたメイド仲間───〝黒死斑の御子ブラツク・パーチヤー〟・ペストがさも奇き妙みようなものを見たとばかりに視線を向けて首を傾かしげていた。


　初うい々ういしい少女の様にロンドを踏ふんでいたレティシアは、気まずそうにその視線から逃にげる。ペストは本当に不思議そうな顔で小首を傾げて問う。


「ねえ、レティシア？　何をしていたの？　顔が赤いけど、大だい丈じよう夫ぶ？」


「………いや、いいんだ。見てないならそれでいい」


「耳まで赤いわよ？」


「だから何でもないっ！」


「首も真っ赤よ？」


「ああそうだった！　今日は特別血圧が高い日だったッ!!　私は吸きゆう血けつ鬼きだからなッ!!　稀まれに朝から顔面真っ赤という日が、」


「別に年とし甲が斐いも無なくメイド姿ではしゃいでいたからって、そんな恥はずかしがることないと思うわ。貴女あなたのメイド姿は、今日も素敵よ」


　さながら勝利宣言のように、悠ゆう々ゆうと告げて広間に向かうペスト。


　レティシアはその背を見つめながら、脱だつ力りよくしたように肩かたを落とした。





　　　　＊





　───巨きよ龍りゆうとの戦いから半月が経過した。


〝ノーネーム〟の面々も穏おだやかな日々の中で個々の活動に専念し始めている。


　魔ま王おうとしてギフトゲームの渦か中ちゆうに居たレティシアも正式に従僕となり、今はメイド三人で年長組を仕切っていた。


　巨龍の襲しゆう撃げきによって延期となった〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭だったが、有志の援えん助じよと〝サウザンドアイズ〟の手広い広報により再開の目め途ども早い段階でたてることが出来た。


　南側に新たな〝階層支配者フロアマスター〟が誕生することを正式に発表することで、多くのコミュニティへ集客を図はかったのだ。魔王の撃げき退たいという実績と功績を得た〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟は、多くのコミュニティに着任を歓かん迎げいされるだろう。


　それと同時に〝ウィル・オ・ウィスプ〟・〝ノーネーム〟の二つのコミュニティもまた、魔ま王おう撃げき退たいの名めい誉よと社会的な信しん頼らいを得ることに成功していた。


（サラには感謝せねばならんな。〝名無しノーネーム〟の我らに気を遣つかって、広報に手を貸してくれたのだから）


〝ノーネーム〟には組織の存在を記す象徴シンボルがない。どんなに大きな功績をあげようとも、その存在が認知されにくい立場にある。連盟の議長であるサラはそれを気き遣づかい、招待状の文面に〝ノーネーム〟の功績を載のせてくれたのだ。


　そんな彼らの義理深さと誠実さに沈しずんでいた気持ちを奮起させ、本拠の入り口の広間に向かう。広間ではレティシアを待っていた子供達が列を作って待っていた。皆みなを並ばせて待っていたリリがひょコン！　と狐きつね耳みみを立たせ、割かつ烹ぽう着ぎを揺ゆらしながら駆け寄ってくる。


「レティシア様！　おはようございます！　年長組、全員揃ってます！」


「そうか。皆もおはよう。朝食は済ませたか？」


「はい、美味おいしかったです！」


「今日はご飯と目玉焼きでした!!」


「昼食が待ち遠しいですッ!!!」


「それはまだ早すぎるな」


　元気すぎる子供たちを苦く笑しようしながら窘たしなめる。


　その数、総員二十名。平均十歳の彼らは年長組と呼ばれ、コミュニティの衣食住を任されている。朝から健けな気げに頑がん張ばる彼らを微笑ましく見つめたレティシアは、全員の顔を見て小さく笑った。


「それでは今日の割り振りだが………その前に、皆に報告がある」


　そういって彼女が取り出したのは、一枚の招待状。〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の印いん璽じで封ふう蠟ろうを押されたそれを手に、真しん剣けんみを帯びた瞳で子供たちを見み据すえる。


「〝アンダーウッドの大だい瀑ばく布ふ〟で執とり行われる収穫祭。それに〝ノーネーム〟全員が招待された。………言っている意味は分かるな？　この全員とは、年長組・年少組を含ふくめた全員が参加するということだ」


　わっ、と年長組から歓かん声せいが上がった。それも当然だろう。


　魔王に襲おそわれた三年前を境に、彼らはほとんど本拠から出てはいない。水を汲くむために箱庭外の大河まで足を運ぶのが唯ゆい一いつの外出だっただろう。〝ノーネーム〟である彼らは、人ひと攫さらいなどがあった時に身元を証明することが難しいからだ。


　たった一人の保護者である黒ウサギに負担と心配を掛かけないため、この荒こう廃はいした領地から決して出ないように細々と暮らしていたのだ。


　そんな彼らにやってきた、収穫祭の招待状。心躍おどらないわけがない。


　年長組筆頭であるリリも、レティシアの隣となりで真面まじ目めな顔を取り繕つくろっているが、自じ慢まんの二尾びはパタパタパタッ！　と忙せわしなく動き続けている。


　そんな浮うわついた空気を察したレティシアは、


　パンッ！　と両手を叩たたいて全員の注目を集めて子供達を諌いさめる。


「当然ながら、これは破格の待たい遇ぐうだ。………しかし、勘かん違ちがいするな。この招待状は一ひと重えに主あるじ殿どの───十六夜や飛鳥あすか、耀ようたちが成した偉い業ぎようが評価された故ゆえのもの。彼らの功績が一つの結果として結びついたからこそ、コミュニティの全員に招待状が届いたのだ」


　レティシアが十六夜たちの名前を出すと、弛たるんでいた子供たちの空気が引き締しまった。


　───箱庭の外界から召しよう喚かんされた、三人の異い邦ほう人じん。


　逆さか廻まき十六夜・久く遠どう飛鳥・春日かすか部べ耀の三人がコミュニティに籍せきを置いて以降、〝ノーネーム〟の生活は劇的に変わった。


　貯水池に水樹の苗なえを寄き与よし、荒廃し枯かれた土地に肥ひ沃よくな息吹いぶきを蘇よみがえらせ、夜の帳とばりを暖かく照らす硝子ガラスの灯ともし火びまで勝ち取ってきた。


　十六夜達三人は───子供たちの羨せん望ぼうの対象であり、ヒーローのようなものだった。


「この招待は彼らが勝ち取った信用の証あかし。それを失しつ墜ついさせぬよう、〝アンダーウッド〟では最低限の節度と品位を以もつて行動すること。いいな？」





「「「「「わかりましたッ!!!」」」」」





　キーン、と耳鳴りするほどの返事。


　レティシアは苦笑しながらも微笑ましく一同を見つめ、今日の仕事を言い渡わたした。


「お前たちが留守にしている間、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟から警備に数人を回してくれるらしい。客人を招くため、今日は一日使って本拠の大おお掃そう除じをしてしまおう。年長組は歳下の子供達とグループを作って掃そう除じを開始。居なくなった個人の荷物は私たちメイド組が後ほど運ぶから、皆は水みず拭ぶきや埃ほこり落とし等をメインに進めてくれ。───以上」


　パンパン、とレティシアが手を叩く。


　年長組は元気に返事をしてドタバタ一斉に走り出した。その場に残ったのは、メイドのレティシアとペスト、年長組の筆頭であるリリの三人だけである。


　傍そばに控えていたペストは半ば呆あきれながら彼らの背を見送った。


「毎朝毎朝、よくあんなに元気に働けるわね」


「それが彼らのコミュニティにおける役割だからな。今日は〝ウィル・オ・ウィスプ〟から例のキャンドルスタンドが到とう着ちやくする予定だし、私たちも準備を」


「あの、レティシア様っ」


　リリは二本の尻しつ尾ぽを忙しなく振ふりながら、困ったようにレティシアに問う。


「お忙いそがしいところすいません。少々御お時じ間かんをいただいてもいいですか？」


「構わないが、どうしたんだリリ？」


「じ、実は………最近、地下工こう房ぼうの調子がおかしくて。へんな物音とかもしちゃって、」


「それはいかんな。何番の工房だ？」


「三六〇番です」


　レティシアは意外そうに首を傾げた。


「………三六〇番？　どうしてそんな辺へん鄙ぴな場所が？　家事に関かかわるのは一番から二〇番までのはずだろう？　それ以降の番号は使っていないはずだが」


　むっとレティシアは眉まゆを顰ひそめる。リリも分からないですと答え、狐耳を伏ふせた。


　───工房とは、ギフトゲームによって得た〝恩恵ギフト〟の保存や生活に運用する施し設せつの事である。厨房の火や熱、浄じよう水すいは勿もち論ろんのこと、ギフトを用いた儀ぎ式しきなどもこの地下工房で行われる。炎ほのおを蓄ちく積せきして供給するという〝ウィル・オ・ウィスプ〟のキャンドルスタンドも此こ処こに安置される予定の代しろ物ものだ。


　その搬はん入にゆうを除けば、儀式を行ったという話は黒ウサギから聞いていない。何かの間ま違ちがいだろうと思ったレティシアだが、リリの顔は深刻そうに陰かげっている。


「三六〇番工房は、私達が住居にしている別館の裏側に入口があります。物音が別館まで届いて年少組も怖こわがってます。だからレティシア様がお暇ひまな時にでも確かめて欲しいなあ………って」


　袖そでを握にぎり、懇こん願がんするリリ。


　ふむ、と腕うでを組む。確かに、年少組にはまだ幼い少年少女も多い。不気味な物音がするだけでも恐きよう怖ふを感じてしまう者も多いだろう。


「そうだな………では皆が本ほん拠きよを空けている間にでも、確かめておこうか」


「あ、ありがとうございます！」


「構わないよ。さ、まずは掃除だ。主達や黒ウサギが留守の今、私達が働かないと」


「はい！」


　パタパタと二尾を振るリリは、他ほかの子供達に負けず劣おとらず快活な返事をして厨ちゆう房ぼうに向かっていった。


　隣で二人のやり取りを聞いていたペストだったが、ふとレティシアに視線を向ける。


「レティシア。貴女、収穫祭には出ないの？」


「………出られる筈はずがないだろう？」


　そう言って苦笑するレティシア。


　彼女は何者かの陰いん謀ぼうによって巨龍と同化していた。


　主犯は他に居るのだと説明しても、戦いの当事者の一人が素知らぬ顔で収穫祭に出ては、主しゆ催さい者しやや他の参加者たちも気を悪くするだろう。


「この収穫祭は、主たちの休息だと思っている。何者に気を遣うこと無く、心行くまで楽しんできて欲しいのだ」


　少し困ったように苦笑するレティシアだが、その瞳ひとみには憂うれいの様なものは感じられない。正式に隷れい属ぞく関係となった今、彼女の胸にある願いは唯ただ一つ。


　主人である十六夜たちに、多くの幸さちと恩恵が与あたえられる事だけだった。


「………魔王と為なった者は、何かしらの形で過去の罪を清算せねばならん。命を散らす者や、宗派の門下となる者。罪ざい業ごうの償つぐないは様々だが………無自覚とはいえ、私はそれを放ほう棄きしてきた。だから今度は、主たちと共に魔王と戦うことで罪の禊みそぎとしていこうと思う」


　そう言って小さく両手を握るレティシア。


　何ど処こか晴れ晴れとした横顔を見せる彼女を、つまらなそうに見つめるペスト。同じ元・魔ま王おうとしてはレティシアの決意は耳が痛いものに違ちがいない。


　気持ちも新たに気合いを入れるレティシアはしかし、ふと憂ゆう鬱うつ気味に瞳ひとみを細め、


「それに………金糸雀カナリアについて、少し調べたい事もあるしな」


「………ふうん？」


　聞いたことの無い名前に小首を傾かしげるペスト。けど彼女の興味は別のところにあった。


「そういえば、さっきの話。ジンたちが〝アンダーウッド〟に滞たい在ざいしているのは聞いていたけど、黒ウサギについては初耳よ。昨日までは本ほん拠きよにいたでしょ？」


「ん？　ああ、黒ウサギは………」


　一度言葉を切る。不自然なその仕草を訝いぶかしげに見つめるが、レティシアからの返答はない。彼女は黙だまり込んだまま只ただゆっくりと窓から降り注ぐ陽光を見つめ、


「黒ウサギは………白しろ夜や叉しやに、拉ら致ちされていった」


「………は？」


「昨晩、白夜叉と連れの者が来て───『平天の旗本へスカウトに行くから、黒ウサギも付いて来るのだっ！』───と言って、半ば無理やりに」


　そう告げて遠い目をするレティシア。


　ペストは呆れ半分、納なつ得とく半分といったように肩かたを竦すくめ皮肉そうに笑った。


「〝階層支配者〟って、本当に暇なの？」


「そんなはずない。巨きよ龍りゆうが暴れている間、東には魔王アジ＝ダカーハの分隊が暴れていたんだぞ。この近辺は無事だったらしいが、白雪殿どのを祀まつる神しん殿でん建設は延期になったほどだ」


　神しん妙みような顔で告げるレティシア。神殿建設とは例の水路を引く一件のことだろう。しかしペストの驚おどろきは被ひ害がい状じよう況きようよりも、むしろ魔王の名のほうだった。


「………ちょっと待って。魔王アジ＝ダカーハって、〝拝火教ゾロアスター〟の魔ま龍りゆうのこと？」


「そうだが？」


　即そく答とうするレティシア。ペストはやや口元をひきつらせた。


「………何？　箱庭って、そんな大物が首輪もないまま徘はい徊かいしてるの？」


「まさか。アジ＝ダカーハはちょっと特とく殊しゆでな。本体が二百年前に解放されて以来、分身体とも呼べる群れを構築して無む作さく為いに暴れ続けているんだよ」


「何それ怖い。本気で怖い。増えないうちに本体を倒たおせばよかったのに」


「馬ば鹿かを言うな。本体は叩けば叩くほど分身を増やす上に、第一世代は全すべて神しん霊れい級だぞ。一いつ匹ぴきで神群を築く魔王なんて、馬ば鹿か馬ば鹿かしくて相手してられるか」


　珍めずらしく語調を荒あらげるレティシア。どうやら苦い思い出でもあるらしい。


　───魔王アジ＝ダカーハとは〝拝火教〟に記された五大魔王の龍である。


　帝たい釈しやく天てんと同一の起源を持つこの龍は三つの頭と巨きよ軀くを誇ほこり、千の魔ま術じゆつを駆く使しすると伝えられている。しかし真に恐おそろしいのはそんなことではない。


　魔王アジ＝ダカーハの恐怖は、傷口から次々に分身を産み落とす性質にある。加えて強力な不死性を持ち、斬ざん撃げき・打だ突とつを幾いく多た数多あまた振りかざしても死ぬことが無いという。


　唯ゆい一いつの打だ倒とう方法が『封ふう印いん』という手段だったのだが、それを何者かが解いてしまい現在に至るのだ。


「とはいえ、その分ぶん裂れつを食い止めたことを考えると………流石さすがは最強の〝階層支配者〟。仏門に神格を返上するや否いなや、一いち撃げきで五体の第一世代を葬ほうむったとか。彼女が居なければ、東の下層は夥おびただしい犠ぎ牲せい者しやで血の海に染まっていたことだろう」


「………ふうん」


　気のない返事をするペスト。しかし内心では浅からず冷や汗あせを搔かいていた。


　アジ＝ダカーハの第一世代───神霊級五体を一撃など、最も早はや人じん智ちの及およばぬ実力である。白夜叉に戦いを挑いどみながらも、こうして存在することを許されているペストは、本当に運がよかったのだろう。


「ま、最強の〝階層支配者〟というのは結構だけど。遊び呆ほうけるのはどうかと思うわ」


「ああ、うん。それを言われると私も返す言葉がない」


　困ったように苦く笑しようする。ペストは呆れたまま持ち場へと去っていった。


　その背を静かに見送るレティシア。しかし彼女の胸には、一いち抹まつの不安があった。


　白夜叉と共に行動している以上、黒ウサギの無事は確約されているようなものだが、それを差し引いても尚なお、不ふ吉きつな予感があった。


　白夜叉が口にしていた言葉は、それほどの不吉を感じさせるものだったのだ。


（しかし、〝平天〟の旗本とは。箱庭広しといえどそのように呼こ称しようされるコミュニティは………かの魔王を置いて、他にはいないはず）


　それも元・魔王ではなく、仏門を毛け嫌ぎらいしている現げん役えきの魔王を指す呼称。一体何を考えているのやらと、思考を奔はしらせてみたが………


　白夜叉のことだからきっと、深い考えはないだろうと結論付けた。


（だがまあ、白夜叉は仮にも最強の〝階層支配者〟。彼女が一いつ緒しよなのだから、最悪の事態にはなるまい）


　レティシアは思考と心配を振り払はらうように金の頭を左右に振りつつ、哀あわれな黒ウサギの為に合がつ掌しようするのだった。
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　───紗しや蘭らん、と怜れい悧りな鈴すずの音を響ひびかせて彼女の銀ぎん髪ぱつが揺ゆれた。


　紅塗の瓦かわら屋根が目立つ市街地に吹ふき抜ぬけの風が通過すると、桃とう源げん郷きようを彷ほう彿ふつさせる甘い花の薫かおりが鼻孔をくすぐった。喧けん騒そうで賑にぎわう大通りを抜けた先の大だい楼ろう閣かくには、外門を治めるコミュニティの旗印が猛たけ々だけしく聳そびえ立っている。


　此処は箱庭第四桁けた───六二四三外門。


〝平へい天てん大たい聖せい〟の旗印が靡なびく上層階。


　その本拠である大楼閣の門前に、陽光と見間違うほど美び麗れいな銀髪の女性が、二人の御お伴ともを連れて仁に王おう立だちしていた。


「いやあ、平天の旗本へ来るのは何年ぶりだったかの？」


　銀髪に鈴の付いた簪かんざしを挿さし、紫むらさきの着物を来た美女。


　清せい楚そに佇たたずんでいればそれだけで絵になりそうな容姿だが、それを取り巻く雰ふん囲い気きだけが異質なものを漂ただよわせている。


　………なんというか、婆ばば臭くさい。口悪く言うのであればそんなところであろう。


　人ひと懐なつっこく笑う銀髪の美女の隣となりには、二一〇五三八〇外門の〝サウザンドアイズ〟支店に勤める女性店員と、ウサ耳を萎しおれさせて怯おびえ竦んでいる黒ウサギが同どう伴はんしている。


　主あるじに問われた女性店員は、半ば自棄やけっぱちになって答えた。


「………白夜叉様が〝平天大聖〟の本拠に足を運んだのは、五十年ぶりと聞きました」


「おお、そうであったか。月日が流れるのは速いものだの！」


　呵か々かと軽快且かつ人懐っこく笑う銀髪の美女───白夜叉は、御伴の女性店員に向き直って告げた。


　その表情は旧来の友人の家に足を運んできたかのような晴れやかな笑え顔がおだが、黒ウサギと女性店員にとってこの来訪は畏い怖ふと極度の緊きん張ちようをもたらす物に他ならない。


　箱庭の上層に本拠を構え、尚も魔王と名乗り続ける古ふる強つわ者もの。


　大楼閣の頂点に靡く旗印を見上げ、覚かく悟ごを決める様に息を呑のむ。


（〝平天大聖〟・牛ぎゆう魔ま王おう───かの美び猴こう王おう、孫そん悟ご空くうと並び立ったとされる七大妖よう王おうの長おさ）


　箱庭に居を構えた者ならば、一度はこの名を聞いたことがあるだろう。


　かの西遊記に記述された、七人の魔王。


　中でも絶大な力を誇っている四王は未いまだ存命し、この箱庭の世界でその名を轟とどろかせている。





〝斉天大聖天に斉しき者〟───美猴王・孫悟空。


〝平天大聖天を平定せし者〟───牛魔王。


〝覆海大聖海を覆いし者〟───蛟こう魔ま王おう。


〝混天大聖天を混沌せし者〟───鵬ほう魔ま王おう。





　後に玄げん奘じよう三さん蔵ぞうとの旅路を経へて仏門に下った美猴王・孫悟空を除けば、彼らは魔王の烙らく印いんを受けたままコミュニティを継けい続ぞくさせている。


　神かみ代よの時代に行われた、七大妖王と天てん帝ていの大戦以後、然さしたる悪事は働いていないが、その名は箱庭の魔王の代名詞の一つに数えられるほどである。


　とはいえ、魔王としての格でいえば白夜叉も最古参の一人。


　臆おくすることなく平天の旗を見上げ、憮ぶ然ぜんと周囲を見回した。


「しっかしまあ、迎むかえの使いも寄よ越こさぬどころか………門前でさえ無人ではないか。酒しゆ宴えんを用意しておけと一報を入れておいたというのに、気の利きかん奴やつだ」


　フン、と少し不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。


　一方の黒ウサギはウサ耳をへにょり、と萎れさせ、おっかなびっくり彼女へ告げた。


「し、白夜叉様………その、当然ではないでしょうか？　牛魔王の仏門嫌ぎらいはウサ耳に挟はさむまでも無く有名なお話。帝釈天の眷けん属ぞくであるこの黒ウサギは勿もち論ろんのこと、白夜叉様の来訪も快く思わないかと………」


　ピクンピクン、とウサ耳を揺らして怯える黒ウサギ。


　───牛魔王は仏門に義ぎ兄きよう弟だいである孫悟空を奪うばわれ、斉天の旗を破られ、更さらには実子である紅こう孩がい児じまでも仏門に下されている。故ゆえに牛魔王を筆頭とした残りの妖王たちと仏門とは、尋じん常じようならぬ溝みぞがあると巷ちまたでは囁ささやかれていた。


　しかしその溝を承知して尚、白夜叉は首を横に振ふる。


「違うな。だからこそ今なのだよ、黒ウサギ。御ご覧らんの通り、今の私は仏門に神格を返上しておる。アヤツと腹を割って話すには今しかないのだ」


　そう言って銀の髪かみを靡かせる白夜叉。


　───〝白夜叉〟とは本来、仏門における彼女の神格を指す名である。


〝白びやく夜や〟の精である彼女は太陽の運行を司つかさどる星せい霊れいの一人であり、太陽神と並ならび称しようされる最高位の存在の一角である。どこの宗派にも属する必要のない絶大な霊格を持つ彼女だが、〝階層支配者〟として下層に干かん渉しようする条件として仏門に帰き依えし、その力を抑おさえてきた。


　しかし先の魔ま王おう強きよう襲しゆうで神格を返上し、今は少女の姿ではなく女性の姿で顕けん現げんしている。


　夜明けの陽光を彷彿とさせる燦さん爛らんとした銀髪は、絶大な霊格を誇る彼女に相応ふさわしい風ふう貌ぼうといえるだろう。


　白夜叉が平天の旗本を見上げると、横よこ薙なぎに吹く風で鈴が怜悧に響いた。


「下層では今、未知の脅きよう威いが迫せまっておる。平安を守るためには、上層の実力者………牛魔王の力が必要となるであろう。その身一つで六人もの魔王を纏まとめ上げた、〝平天大聖〟の力が。───その為ためにも、黒ウサギ。おんしの身を貸してほしい」


　普ふ段だんの彼女からは信じられないほどの真しん摯しな眼まな差ざしで、黒ウサギを見つめる。


　徒ただならぬ気き迫はくに黒ウサギも姿勢を正し、ウサ耳を立てて頷うなずいた。


「わ、分かりました。箱庭の平安の為と聞いては退ひけません。この〝月の兎うさぎ〟、一ひと肌はだ脱ぬぐつもりで臨のぞませていただきます」


「ふふ。その心意気で臨んでくれると助かるぞ」


「ＹＥＳ♪　して、黒ウサギはどのようなことをすればよろしいのですか？」


「おお、そういえばまだ説明しとらなんだな！　それでは───この衣装に着き替がえよ！」


　パンパン、と柏かしわ手でを打つ。すると黒ウサギの目の間に、極きわめつけに布の表面積が少ない───今の衣装よりも、更に卑ひ猥わいな衣類の数々がずらりと並んだ。


　途と端たん、黒ウサギの思考とウサ耳が真っ白になる。


「し………白夜叉様？　こ、この衣装は？」


「うむ！　そろそろ審しん判ぱんの専属契けい約やくの更こう新しん日が近いからな！　それに先さき駆がけて用意した品々である！　この衣装の中から一着選び、黒ウサギのエロ可愛かわいさで、牛魔王を籠ろう絡らくするッ！　まずは手始めに、一度は諦あきらめたシースルーのビスチェスカートとガーター網あみタイ


「ツは穿はかないと言ったでしょうこの駄神様ッ!!」


　───スパァーンッッ!!　と、黒ウサギの愛用のハリセンが奔った。


「も、もう！　こんな場所まで来てお馬鹿なことを言っている場合ではございませんっ！　黒ウサギを連れてきた本当の理由をお聞かせくださいっ！」


「ええい、それこそ馬ば鹿かを言うな！　私は最強の〝階層支配者〟である白夜叉だぞッ！　天地神明に誓ちかい、何時いつ如何いかなる時も本気だ!!　全力だ!!!　悪ふざけにも、渾こん身しんだッ!!!」


「お馬鹿ですかあああああああッ!!!」


　ズドパァァァアアンンッ!!!　と、かつてない気迫でハリセンを叩たたきこむ黒ウサギ。避よけ損そこなった白夜叉は爆ばく音おんと共に外がい壁へきに叩きつけられ、側頭部からメリ込むのだった。
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「うう………私のコレクションの中でも選えりすぐりにエロ可愛い衣装を持ってきたというのに。何がそんなに気に食わんのだ？」


「………知りませんっ！」


　プイ、と頰ほおとウサ耳を紅潮させてそっぽを向く黒ウサギ。二人のやり取りに呆あきれていた女性店員だったが、大楼閣を進むにつれ徐じよ々じよに緊張の色を出し始めた。


（如何に神格を返上しているとはいえ、牛魔王の仏門嫌いは常じよう軌きを逸いつしているという噂うわさもある。万一にも白夜叉様に狼ろう藉ぜきを働かぬよう、私がしっかりしないと………！）


　大楼閣の中で女性店員は着物の袖そでにギフトカードを隠かくし、緊きん迫ぱくした表情を浮うかべる。


　白夜叉は堂々と無人の大楼閣を突つき進む。それに追従する黒ウサギと女性店員は背中に冷や汗あせを搔かきながら、慎つつましく歩を進め始める。


「しかし、本当に無人だの。此こ処こまで徹てつ底ていして人ひと払ばらいをすることなかろうに」


　むっと口を尖とがらせる白夜叉。


　普段なら牛魔王の士官が慌あわただしく走り回っているはずの大楼閣の広大な空間は、無人となったことでより一層の広大さを感じさせている。


　閑かん散さんとしながらも生活の名残なごりがあちらこちらで見て取れる辺り、急きゆう遽きよとして退去したのだろう。如何に白夜叉の来訪を警けい戒かいしているのかが、この不気味な静せい寂じやくで感じ取れた。


　外壁の廊ろうを抜け、やがて雅みやびな薫りと共に視界が開ける。


　中庭に出たのだ。此処を抜ければ牛魔王の玉座へ着く。


　黒ウサギは謁えつ見けんが迫っていることに一層の緊張と共に、青天を仰あおぎ───


　───異変は、その青天の空から降り立った。


「………っ、日差しが………？」


　仰いだ青天の陽ひ射ざしが、急激に強くなる。


　暖かな陽光は突とつ如じよとして肌はだを焦こがすほどの熱線へと変わり、三人に降り注いだ。


　眩まばゆい天上からは熱源と思われる人ひと影かげが見え隠れするが、太陽の光を背に受けている為、はっきりと姿形が分からない。


　しかし姿形、術法は分からずとも───彼女たちは今、明らかに襲しゆう撃げきを受けていた。


「っ、やはり待ち伏ぶせを!?」


「白夜叉様、御お下さがり下さい！」


　黒ウサギと女性店員はすかさず白夜叉を背後に庇かばう。しかし当の彼女は腰こしに手を当てたまま警戒する素そ振ぶりも無く襲撃者を見上げている。陽炎かげろうを放つ人影から一枚、二枚、三枚と、金色の輝かがやきを放つ羽う毛もうのようなものがヒラヒラと舞まい落ちる。


　白夜叉はその羽で何者かを悟さとり、彼女の表情は見る見るうちに驚おどろきへと変わった。


「………驚いたぞ。おんしに来訪の書簡を届けた覚えはなかったのだが。義ぎ兄けいが仏門の関係者と会うことがそれほど気に食わんか、鵬魔王よ」


　え、と黒ウサギと女性店員が同時に声を上げる。


　刹せつ那な、陽光が霞かすむほどの熱線と閃せん光こうが一帯を包みこんだ。


「───白びやく夜や王おう。来客が貴女あなた一人だったなら、私もこのような無ぶ粋すいはしなくてよ」


　響ひびいたのは、女性の声だった。


　閃熱はやがて中庭一帯を包み込み、金色の炎ほのおとなって白夜叉たちを包囲する。ヒラヒラと舞う羽毛───否いな、炎で形成された金こん翅じを吹雪ふぶかせ、襲撃者は舞い降りた。


　黒い髪を結ゆい上げ、肩かたから背中にかけて大だい胆たんに開いた雅な柄がらの衣服を着こんだ襲撃者は、その背から炎の金翅を顕現させている。


　黒ウサギと女性店員は、襲撃者の全ぜん貌ぼうを見て一いつ斉せいに血の気が引くのを感じた。


「人の姿に、金翅の炎………まさか、大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちよう!?」


「そんな!?　護法十二天にさえ匹ひつ敵てきする最高位の神鳥が、魔王に落ちたと………!?」


　炎に周囲を囲まれた二人は瞳ひとみを見開かせて襲撃者───鵬魔王を刮目する。


　冷や汗を搔きながら臨戦態勢を維い持じする二人だったが、そんな二人の緊張を和やわらげるかのように白夜叉がパンパンと肩を叩いた。


「これ、二人とも落ち着け。確かにアヤツは金翅鳥ガールダだが、純血というわけではない。アレはただ、家出中の姫ひめ君ぎみでしかないよ」


「………は？」


「い、家出中の………姫？」


　鵬魔王が？　と、二人が素すっ頓とん狂きような声をあげてその姿を見る。


　華か美びな装そう飾しよくと雅な柄、背中を肌はだ蹴けた大胆な衣装とは裏腹に、鵬魔王の顔立ちはやや幼く見れなくもない。化け粧しようで誤ご魔ま化かしてはいるが、その下には童顔な素顔があるのだろう。


　幼い素顔に着き飾かざった、雅な装飾。


　気品の上に被かぶせた、妖よう艶えんな素振り。


　相反する魅み力りよくは魔ま的てきであり、蠱こ惑わく的であり、背徳心にも似た劣れつ情じようを誘ゆう発はつする。


　魔王としては異質な気品を放つ鵬魔王はしかし、〝姫〟という呼び名が気に食わぬと、苛いら立だたしげに踏ふみ出して白夜叉を睨にらんだ。
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「いい加減に、その気の抜ぬける呼び方は止やめて下さらないかしら、白夜王。千年も経てば娘むすめは女に、姫は女王になるものよ」


「ならばおんしも呼び名を改めよ。今の私は魔王ではない。それでも改めぬというのなら………ふむ。千年前と同様、大衆の前で〝迦か陵りようちゃん♪〟と愛情を込めて、」


　刹那、囲んでいた金翅の炎が白夜叉たちを一斉に襲おそった。


　対神・対龍りゆうという最上位の恩おん恵けいを誇ほこる金翅の炎えん熱ねつに触ふれれば、魂こん魄ぱくも残しはしない。


　骨はおろか存在すら残さない金翅の炎はしかし───白夜叉の掌てのひらの上へと収束され、陽炎すら残さず吸収された。


（き………金翅の炎を、苦も無く………！）


　煉れん獄ごくもかくやという金翅の炎は、白夜叉の双そう掌しようで縮小してそのまま握にぎり潰つぶされる。神格を返上し、星霊の側面が強く出ている白夜叉が相手では、金翅の炎も分が悪いのだろう。


　熱波で倒たおれていた黒ウサギは、眼前で起きたやり取りに息を呑のんだ。


　己おのれの力では触れることすらままならないだろう炎熱を、さして苦も無く搔き消す白夜叉。魔王の格を持つ者が顔を合わせれば、戯たわむれ一つで命を落としかねない。


　全く以もつてとんでもないところに連れてこられたと、今いま更さらになってウサ耳を萎しおれさせた。


　一方の鵬魔王は、美び麗れいな眉まゆを歪ゆがませて青筋を立てているが、それでも威い厳げんを保ったまま三人に吐はき捨てた。


「………ふんっ。相変わらず化け物ですね、白夜王」


「そういうおんしもお転てん婆ばなままだの、迦陵ちゃん」


　フフン、と小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮かべる白夜叉。


　ますます青筋を浮かばせた鵬魔王だったが、これ以上繰くり返すのも無意味かと諦める。炎で編み上げた金翅は燐りんの様に熱を霧む散さんさせていった。


　一連のやり取りで腰が抜けたようにへたり込んでいた御お伴とも二人だったが、我に返った途端に紅潮しながら立ち上がって姿勢を正した。


（し、しかし、よもや金翅鳥の一族の姫とは。鵬魔王は七大妖よう王おうの中でも中ちゆう堅けん程度と聞いていたのですが………）


　では果たして、残りの六人の魔王はどれほどの怪かい物ぶつだったというのか。


　これから会合する七大妖王の長おさ───〝平天大聖〟とは、如何ほどの実力者だというのか。それを想像するだけで背筋が凍こおったように震ふるえた。


　鵬魔王は横おう柄へいな視線で黒ウサギを確かく認にんし、白夜叉へと視線を移す。


「それで、長ちよう兄けいに如何なご用件でしょうか。神格を返上している貴女だけならともかく、平天の旗本に帝たい釈しやく天てんの玩がん具ぐを連れてくるなんて………宣戦布告と取られても、仕方ない暴挙ですよ？」


「あーすまんすまん。しかし此方こちらも諸事情があってのことなのだ。理由は奥で話すから、玉座の間まで通してはくれんか？」


　白夜叉は和なごやかに笑いながら、黒ウサギを庇うように歩み出る。強きよう硬こう姿勢を取るかと思われた鵬魔王だったが、彼女の表情はむしろ少し戸と惑まどいの色を浮かべ、


「………悪いけど、長兄は不在よ」


「何だと？」


　これは白夜叉としても予想外の返答だった。


　鵬魔王は腕うでを組んで着衣を正しつつ、事情を伝える。


「半月前に〝鬼おに姫ひめ〟連盟へ救きゆう援えんに行って以来、一度も帰ってきてないわ。まあ長兄の事だから、何処いずこの土地で遊興に励はげんでいるかもしれないけれど」


「な、なんと」


　白夜叉も呆れ返ったように声を漏もらす。


　───半月前の魔ま王おう強きよう襲しゆう事件、当時。牛魔王が北の〝階層支配者〟である〝鬼姫〟連盟へと助力に向かったのは彼女も聞いていた。しかし魔王を撃げき退たいした後、すぐに連盟から出て行ったとも報告を受けていた。なので本ほん拠きよに戻っているものとばかり思っていたのだ。


「ではおんしが平天の旗本へ足を運んだのは、」


「ええ。長兄に代わって貴女を歓かん待たいして欲しいと、此処の宰さい相しように頼たのまれたからよ。一応、酒席も用意してあったのだけど………仏門の畜ちく生しようを連れてきた所為せいで、無む駄だになってしまいました」


「………む、」


　鵬魔王は袖で口元を隠しながら、黒ウサギに侮ぶ蔑べつの視線を向ける。


　愛あい嬌きようの塊かたまりで出来ている黒ウサギだが、先ほどから向けられる謂いわれなき侮ぶ辱じよくには流石さすがにムッと眉を顰ひそめた。これでも彼女は由ゆい緒しよある〝箱庭の貴族〟の一族である。無む闇やみに権けん威いを振ふりかざすことはしないが、その胸には誇りも自負もある。


　一歩前に出て、言い返そうと睨にら───





「ほう？　やるのか、〝月の兎うさぎ〟？」





　───み返され、ウサ耳をへにょらせて三歩下がる。


　その絵は正に蛇へびに睨まれた蛙かえるならぬ、鷲わしに睨まれたウサギである。


　この後退には流石の白夜叉も、女性店員と共に冷ややかな視線を向けた。


「黒ウサギよ。今のは流石にちとカッコ悪いぞ」


「全くです。そんなだから、同士に〝箱庭の貴族（恥はじ）〟とか呼ばれるのよ」


「い、今のは違ちがうのですよっ！　今の後退は帝釈天と金翅鳥の種族的な相あい性しよう差であって、って何でその呼び名を貴女が知ってるのですかあああああああ!?」


　魂の叫びを上げる黒ウサギ。しかし女性店員はキョトンと、


「………え？　まさか本当に、〝箱庭の貴族（恥）〟と呼ばれているのですか？」


　───え？　と黒ウサギがより一層固まる。


　女性店員の純じゆん粋すいな驚きには、打算的な意思は感じられない。


　つまり今の言葉は、〝偶ぐう然ぜんの一いつ致ち〟というものだったのだろう。


　伝統と由緒ある〝月の兎〟が、まさか（恥）付きで呼ばれるはずなどないだろうという───そんな本心が、言葉にせずとも伝わった。


　しかしそんな無む垢くの瞳だからこそ、黒ウサギの自尊心をより根深くグッサリと貫つらぬいた。


「………っ、ぐぅ………う、うなああああああああああッ───!!!」


　慎ましく守ってきた誇りに、かつてないほどの致ち命めい傷しようを負った黒ウサギは、最も早はやよく分からない奇き声せいを上げて割と本気の涙なみだを浮うかべたまま来た道を爆ばく走そうしていく。


　そこまで激しく傷つけるつもりのなかった女性店員は珍めずらしくオロオロしてその背を見送った。白夜叉もまた珍しく頭が痛いとばかりに右手をヒラヒラと振り、


「ああ私はよいから、黒ウサギを追ってやれ。きっと日ひ頃ごろの心労が爆ばく発はつしたのだろう」


「わ、分かりました」


　女性店員は鵬魔王に目礼し、爆走して行った黒ウサギを小走りで追う。


　一方、蚊帳かやの外とばかりに放心していた鵬魔王だったが、二人の姿が見えなくなってようやく我に返った。


「………これはまた、随ずい分ぶんと変わり種を連れてきたわね」


「そうか？　私の知っとるウサギは大体あんなのだぞ？」


　そうだったかしら？　と小首を捻ひねる。


　白夜叉もやれやれと脱だつ力りよくし、平天の旗を見上げ、


「しかし参ったなあ。第一候補の牛魔王に謁えつ見けんできぬとなれば………いっそあの小こ僧ぞうたちに任せても………いやいやしかし、アヤツらには流石にまだ早いしの………」


　うーむ、と考え込む。


　鵬魔王は黒ウサギを追い払はらえたことで一息ついたのか、幾いく分ぶん棘とげの抜けた声で問う。


「何にせよ、長兄の不在については謝りましょう。言こと伝づてがあるなら預かりますが」


「いや、これは直接話さねば意味がない。時間もないしの。何時いつ帰って来るかも分からぬ以上、他ほかの候補者を探すしか………」


「候補者？」


　うむ、と重々しく頷うなずく。


　話して良いものかと一瞬考えた白夜叉だったが、問題ないだろうと結論付け、


「私は暫しばらく………東の〝階層支配者〟を退ひく事となった」


「………なっ、」


　鵬魔王の表情が驚きよう愕がくの色に染まった。


　しかし考えてみれば当然だ。彼女は過去に魔王の烙らく印いんを受けた身である。それを仏門に帰き依えすることでようやく善神として保証され、下層への干かん渉しようを認められてきた。


　即すなわち今の彼女は、後ろ盾だてを失っているに等しいのだ。


　神格を返上した今、活動が制限されるのは当然の流れだろう。


「だから必要なのだ。私の後あと釜がまを任せられる、実力ある〝階層支配者〟が」


　そう告げる白夜叉の言葉には、断固たる決意と気き迫はく、そして責任と重圧が籠こもっていた。その気迫に息を呑んだ鵬魔王は、白夜叉の言葉の裏に徒ただならぬ事情があるのだと察する。


「では〝階層支配者〟を解任されて………今の四桁けたではなく、本来の階層に戻るというの？」


「すまぬがそれは教えられん。………それに私の進退を問わず、優すぐれた〝階層支配者〟が必要だとも思っておる」


「というと？」


「うむ………今の〝階層支配者〟は私を除き〝サラマンドラ〟・〝鬼姫〟連盟・〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の三つしか活動しとらん。しかもその頭首たちは、何いずれも魔王との実戦経験が浅い者たちばかり。此これでは最悪の事態が起きた時、私でも手が回らん」


　いずれも五桁出身の大型コミュニティ・連盟だ。中層では屈くつ指しの実力者であり、魔王とも互ご角かくに戦える組織力がある。しかし魔王との戦いは想像を絶する激戦。


　今回のように一度に数体の魔王が現れた場合に対処できる下地が、彼らにはないのだ。


　この惨さん状じようで最強の〝階層支配者〟である白夜叉が抜けるのは、余りに危険だった。


「故ゆえに経験豊富で魔王とのゲームを熟知した古ふる強つわ者もの………おんしの義ぎ兄けい、牛魔王に白羽の矢を立てたのだ」


　しかし、その最有力候補は不在だった。


〝鬼姫〟連盟の危機に逸いち早はやく立ち上がってくれた彼奴きやつならば………という希望を抱いだいてきたのだが、それらは時間の無駄に終わってしまった。


　仕方なく次の候補者を決める為ために思考を奔はしらせる白夜叉。


　だがしかし、その思考は次の一言で断たち切られた。


「………そう。其そ処こまでの事情があるなら、隠かくし立ては不義理なのでしょうね」


「何だと？」


　反射的に問い返す。鵬魔王は応こたえぬまま、観念したかのように一枚の封ふう書しよを取り出し、白夜叉へ投げて寄よ越こした。


「宰相からの伝言よ。


『その手紙は牛王陛下が、助勢に発つ前に白夜叉へ宛てたもの』ですって」


「な…………!!?」


　今度は白夜叉が絶句する番だった。


　その言葉を信じるならば、牛魔王は白夜叉が訪ねてくることを予見していたことになる。しかもその封書の封ふう蠟ろうには、平天の旗が刻まれていた。


　ならば疑う余地など微み塵じんもない。此れは牛魔王本人が、白夜叉へ宛てた手紙だった。


（私の来訪を………先読みしていたというのか………？）


　眉まゆを顰め、怪け訝げんな気持ちで封ふうを切る。


　中には只一文、走り書きの様な字で───





『南の大樹にて、後こう継けいの芽在り。心躍おどらせて参加されたし』





　───と。これ以上ない程ほどに明確かつ簡潔に記されていた。


　二度、三度と短い文面を読み直した白夜叉は、先ほどまでの鬱うつ屈くつとした表情を何ど処こぞへと追いやり───心底、愉ゆ快かいだとばかりに哄こう笑しようを上げた。


「クッ、ククク………！　いやはや、千里より彼方かなたから未来を読むか、〝平天大聖天を平定せし者〟よ！　あの悪童め、二つ名も悪わる知ぢ恵えも錆さびついておらんようだの！」


　呵か々か大笑を上げ、腹を抱かかえてくの字に折る。


　………やはり、己おのれの慧けい眼がんは正しかった。その確信を今いま更さらに嚙かみ締しめる。


　白夜叉は嬉き々きとして踵きびすを返し、銀の髪かみを扇おうぎの様に軽かろやかに広げて背を向ける。


「助かったぞ迦陵ちゃん！　おかげで光明を得られた！　後にお礼の品でも送ろう！」


「………感謝するなら、とりあえずその〝迦陵ちゃん〟を止やめて欲しいわ」


　肩かたを落として抗こう議ぎするが、白夜叉は笑って誤ご魔ま化かすだけに留とどまった。


　紗しや蘭らん、と怜れい悧りな鈴すずの音の残ざん響きようだけをその場に、白夜叉は平天の旗本を去るのだった。




　第一章







　───〝アンダーウッド〟の麓ふもと・収しゆう穫かく祭受付。


　黒ウサギが白しろ夜や叉しやに解放されたのは、三日後のことだった。


　日が沈しずみ始め、夜の帳とばりが大樹の都市の景観を覆おおい尽つくそうとする時分。


　夕暮れの太陽を背に、黒ウサギは一息ついたと背筋を伸のばす。


「くあー………やっと解放されたのですよ」


　シャキン！　とウサ耳を伸ばしてから、へにょり、とウサ耳を脱力する。


　白夜叉の御お伴ともという時点で覚かく悟ごは決めていたが、まさかあんないい加減な理由で拉ら致ちされたとは思わなかった。


（まあ………白夜叉様が何かを隠すために、誤魔化したという可能性もありますが）


　彼女は〝階層支配者〟である。不用意に口にできない秘密というものがあるのだろう。………というか、本当に籠ろう絡らくさせる為とは思いたくない。いやいや、そんなまさか。


　何にせよ、白夜叉の目的は解消されたらしい。最さい後ごまでシースルーのビスチェスカートを着せようと躍やつ起きになっていた彼女の魔まの手から逃のがれ、ホッと一息つく。


　収穫祭の受付に着いた黒ウサギは、樹霊コダマのキリノと鉢はち合あわせた。


「〝ノーネーム〟の黒ウサギです。主しゆ賓ひん室へ通してもらってもよろしいでしょうか？」


「受け付けました。………あ、でも〝ノーネーム〟の皆みなさんは部屋にいませんよ？」


　おや？　と首を傾かしげる。


　キリノは収穫祭の地図と進行予定をしるした羊皮紙のパンフレットを手て渡わたし、


「ええと、お聞きした予定では───


　逆さか廻まき十六夜いざよい様は地下書庫の閲えつ覧らん予約を。


　久く遠どう飛鳥あすか様・春日かすか部べ耀よう様は狩しゆ猟りよう祭へ。


　ジン＝ラッセル様は御伴を連れて〝六本傷〟の代表と会合に。


　リリちゃ………リ、リリ様と年長組の方々は、開会式の手伝いをして頂いております」


「あやや。見事に皆さんバラバラですね」


　ウサ耳を搔かきながら〝アンダーウッド〟を見上げる黒ウサギ。


「手短な所で、十六夜さんに会いに行きましょうか。どちらの通路から行けます？」


「ええと………地下書庫には水路を渡わたし船ぶねで向かうので、水先案内が必要です。けれど収穫祭でただいま全員不在───」


「なんや、そういうことなら僕がやろか？」


　え？　と黒ウサギとキリノが受付の奥に視線を向ける。


　受付の奥から出てきたのは───隻せき眼がんに眼帯をした、細身に細目の胡う散さん臭くさい笑え顔がおとエセっぽい関西弁の男だった。


「蛟こう劉りゆう様………よろしいのですか？　貴方あなたは〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の客分なんですから、無理に仕事をしなくても」


「ええよええよ、気にせんで。人手不足の時ぐらいは助け合うもんやで」


　キリノの頭を二度三度と撫なでて受付から出てくる男。


　黒ウサギはふと小首を傾げる。


（あれ………この方、）


　───強いな、と。男に害意が無いにも拘かかわらず、反射的に身構えていた。


　自然体で振ふる舞まっているにも拘らず、緩ゆるやかな足捌さばきと隙すきのない立ち姿。何時如何いかなる時にでも臨戦態勢を取れるようにという心構えから来るものだろう。


　一見して華きや奢しやな細身の体も、全身が想像を絶する修練で練り上げられている。


　強しいて違い和わ感かんを挙げるならば………覇は気きらしい物が一いつ切さい感じられないことだろう。


（キリノさんに気を遣つかって隠しているのなら、大したものです。自然体で此こ処こまで覇気を抑おさえられる者は少ないでしょうに）


　才能ではなく修練によって己を磨みがく者は、その厳格さが気配として滲にじみ出てしまう。本来なら棒立ちしているだけでもこの樹霊の少女を威い圧あつさせてしまうだろう。


　しかし目の前の男───蛟劉は、それだけのポテンシャルを完全に隠しきっていた。


「どうも初めまして、〝箱庭の貴族〟殿どの。僕は蛟劉といいます。姓は特にない風来人なんで、お好きにお呼び下さいな」


　黒ウサギの前に立つと、胡散臭い笑顔のまま一礼する。


　全体的に胡散臭い雰ふん囲い気きの男ではあるが………悪意のようなものは感じられない。信用しても問題はないだろうと黒ウサギは判断した。


「ＹＥＳ[image: ]よろしくお願いするのですよ！」


「はは、元気やね。それじゃまずは地下水路に向かおか」


　二人は受付から離はなれ、地下書庫に向かうための渡し船に同席した。


　向かう先は大樹の根によって支えられる、〝アンダーウッド〟の洞ほら穴あな。道中に地下水路があるため渡し船が必ひつ須すとなる。泳いで渡ることもできなくはないが、もし間ま違ちがって滝たき側の断だん崖がいに出てしまえばそのまま真っ逆さまである。


　やがて岸辺に辿たどり着く渡し船。河か川せんが近く風通しも悪いこの場所は、湿しつ気けがこもりやすい。書庫としては最悪の環かん境きようと言っても過言ではないだろう。


「こ、こんなところに書庫があるのですか？」


「いやあ僕も初めはそう思ったんやけどね。とりあえず扉とびらを開けてみ」


　蛟劉に促うながされるまま扉に手をかける。


　黒ウサギが書庫の扉を開くと、中から乾かわいた空気が溢あふれた。


（わっ………！）


　ブワッ、と乾かん燥そうした風が頰ほおを撫でる。油断していた黒ウサギは胸むね一いつ杯ぱいに乾燥した空気を吸い込んでしまい、ケホケホとせき込みながら扉を閉めた。


「な、なるほど。水樹の根が大気中の水分を吸収して、ドライルームを作り出しているのですね」


「そういうこと。僕は渡し船で待ってるから、お友達を呼んどいで」


　ヒラヒラと手を振り、愛用の煙管キセルに火を点つける蛟劉。


　黒ウサギは十六夜を捜さがしに奥へと進む。快適とは言いにくいこの環境、こんなところに引きこもるのは衛生上よろしくない。さっさと連れ出さねばと気合いを入れて探たん索さくする。


　古ふる臭くさい木造の書しよ棚だなの陰かげを見回りつつ、書庫の中心にまで辿り着いた。


　ランプの灯ともし火びでユラユラと揺ゆれる人ひと影かげを見つけた黒ウサギは、


「………十六夜さん？」


「ん？　ああ、黒ウサギか」


　気配に気が付かないほどに読書に没ぼつ頭とうしていたらしく、その声には僅わずかな驚おどろきの色があった。しかし黒ウサギの驚きのほうがより顕けん著ちよだった。


　何故なぜなら、十六夜が普ふ段だんつけていない装そう飾しよく品が───


「ど、どうされたのですか？　その………その、眼鏡」


「ジャックが売ってくれた。乾燥はともかくとして、此処は薄うす暗ぐらいからな。光の屈くつ折せつ率を調整して、暗視できる硝子ガラスで作ったものなんだってよ」


　そう言って眼鏡を掛かけなおす。


　細長く作られた眼鏡は普段の十六夜よりも何ど処こか理知的な雰囲気を醸かもし出している。本質的に博識な十六夜にはむしろ、素す顔がおよりも似合っているように見て取れた。


「お、驚きです。十六夜さんってば眼鏡がよく似合うのですね」


「………うん？　別にお世辞を言っても何も出ねえぞ？」


「いえいえ、本心なのですよ！　普段よりも大人っぽく見えるというか………其方そちらのほうがずっと、理知的に見えて素敵でございます！」


　ブンブンと両手を振ってはしゃぐ黒ウサギ。


　むっ、と本から視線を上げる十六夜。


　普段の彼ならば、此処で皮肉や自意識過か剰じような台詞せりふの一つや二つや三つや四つぐらい口にしていたのだろうが、残念なことにその日は寝ね不ぶ足そくだった。


　十六夜に見つめられた黒ウサギはそこでようやく、自分が恥はずかしいことを言ったことに気が付き、ウサ耳を紅潮させパタパタと揺らす。


　眠ねむたい頭を起こして大きく欠伸あくびをした十六夜は、背せ伸のびと共に立ち上がった。


「まっ、そこまで褒ほめられて悪い気はしないな」


「そ………そう、ですか」


「ああ。ところで、外は今何時ぐらいだ？」


「日が沈み始めた頃ころ合あいでございますね」


「そうか。なら狩猟祭が終わるのもそろそろだな。リリと今晩の話をしてから、お嬢じよう様さまと春日部と合流する。御おチビもそろそろ同盟を締てい結けつさせてる頃ころだしな」


　へ？　と声を上げる黒ウサギ。十六夜も意外そうな視線で返す。


「なんだ、聞いてないのか？　〝六本傷〟と同盟の交こう渉しようをする話」


「い、何時いつの間にそんなお話が!?」


「二日前だな。初めはガロロのおっさんに話を持ちかけたんだが、話を保留にされた。何でも〝六本傷〟は世代交代間ま際ぎわらしい。だから収穫祭にやってくる次期頭首と話した上で、今後の話を取り決めて欲しいってよ」


　そうでございますか、と少し不安そうに頷うなずく黒ウサギ。


　───〝ノーネーム〟は前回の巨龍との戦いで、六桁けたへの昇しよう格かくと土地・施し設せつの返へん還かんを確約されている。しかし六桁への昇格は領地の外門に〝旗〟を飾かざることが最低条件に含ふくまれていた。魔ま王おうに〝旗〟と〝名〟を奪うばわれている身分では、六桁への昇格は承しよう認にんされない。


　其そ処こで彼らはコミュニティの同盟の証あかし───〝連盟旗〟を制作することで、その欠点を埋うめようとしているのだ。


「〝六本傷〟とは昔からコミュニティとしても交流があったみたいだし、安あん牌ぱいだと思ってたんだがな。まあ、御チビがよっぽど馬ば鹿かな失敗をしない限りは大だい丈じよう夫ぶだろ」


「そ、そうでしょうか？」


　不安そうにウサ耳を萎しおれさせる。〝六本傷〟のガロロならば、無理難題を押し付けられることもなく交渉を進めることが出来ただろう。しかし面識の無い相手との突とつ然ぜんの会談、しかも此方こちらは〝名無しノーネーム〟である。相手も足元を見て交渉を進めるのではないだろうか。


　しかし十六夜はやはり眠たそうに欠伸をしたまま、


「そんな不安そうにするなよ。それとも、そんなに御チビが信用できないか？」


「そ、そういうわけではございませんっ。しかし収穫祭のタイミングで世代交代を公表するということは………その〝六本傷〟の新頭首にとってこの交渉は初の大仕事のはず。己おのれの手て柄がらを焦あせる者は、如何なる手管を用いてくるかわかったものではありません」


「まあ、一理あるな」


「ならばこそ、十六夜さんが同どう伴はんして知ち恵えをお貸しになるのが───」


　───ペチン！　と、黒ウサギのデコがピンされた。


　さほど強く弾はじかれたわけではないが、突然のことに口を閉ざしてデコを押さえる黒ウサギ。そんな彼女を眠たそうに見つめた十六夜は、スゥッと瞳ひとみを細め、


「安心しろ、黒ウサギ。御チビの交渉は絶対に───絶対に成功する」


　虚うつろげな瞳に、普段の眼光を取り戻もどして断言する。


　まるで確定事じ項こうのように断言する十六夜に怯ひるみ、言葉を呑のむ黒ウサギ。


　こういう言い方をする時の十六夜は己の中で確たる解答を得ている。それは信しん頼らいできる事こと柄がらではあるのだが………それでも、信頼の対象がジンだと思うと、不安が残った。


　十六夜はやや呆あきれながらも、理解を示すような笑みでデコをピンし続けた。


「ま、黒ウサギの不安も分からんではない。年の離れた弟分を信頼するっていうのは、それなりに精神力を消費するもんだからな」


　ペチンペチン。


「けど今回に限っては信頼してやれ。相手にとっても初の大仕事なんだろうが、それは御チビにとっても同じだ。土俵が同じなら尚なお更さらだろ？」


「は、はぁ」


　ペチンペチンペチン！


「それに御チビの交渉戦略には目を通した。あれだけの〝切り札〟を用意して負けるような鍛きたえ方はしてない。大船に乗ったつもりでいろ」


　ペチンペチンペチンペチンペチンペチンペチンペチンッ！


「わ、分か、分かりましたからちょっと！　ちょっと十六夜さん!?」


　───ペチン！　と、総計一五発もデコをピンされる黒ウサギ。


　十六夜は一五発目を撃うった刹せつ那な、ハッ！　と息を呑み驚きよう愕がくの瞳で黒ウサギを見つめる。さながら世界の真実に気が付いたかのような真しん摯しな眼まな差ざしで、


「………〝箱庭の貴族（デコ）〟」


「やかましいのですッ！」


　スパァーンッ!!　と爽そう快かいな音が、〝アンダーウッド〟の書庫に響ひびき渡わたった。





　　　　＊





　黒ウサギが引っぱたく音を聞きつけた蛟劉は、慌あわてた様子で叫さけび声を上げた。


「おーい、どうしたん？　今凄すごい爆ばく音おんが響いたけど」


「な、何でもないのですよ！」


　愛用のハリセンを隠かくして下がる黒ウサギ。


　十六夜は聞きなれない声の主に小首を傾かしげた。


「今のは？　知らない声だが」


「〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の客分、蛟劉さんです。渡し船ぶねでお待たせしてるので、早く向かいましょう」


　そう言って十六夜の首根っこを捕つかまえる。書庫の外までそのまま引っ張られていった十六夜は、蛟劉と視線を交かわすや否いなや顔を顰しかめて、


「………随ずい分ぶんと胡う散さん臭くさい笑え顔がおだな」


「ちょ、」


「いやあ、よく言われるんや。妹からも胡散臭い胡散臭いとよく馬鹿にされたもんや」


　ケラケラと腹を抱かかえて笑う蛟劉。本人も自覚があったのだろう。特に気を悪くした様子もなく渡し船を漕こぎ始めた。


　煙管を咥くわえながらのんびりと漕ぐ蛟劉を見て、十六夜は不思議そうに問う。


「………アンタ、収しゆう穫かく祭のゲームには参加しないのか？」


「まさか。僕は風来人って奴やつでな。世情に流されるまま、箱庭をうろついとる流れ者よ」


「ふうん。そりゃ勿もつ体たい無い話だ。その実力なら引く手数多あまただろうに」


　おっ？　と黒ウサギが反応する。十六夜と同じことを思っていたのだろう。しかし蛟劉は苦笑しながら首を振った。


「はは、そりゃ買い被かぶりすぎやで。手前の旗本一つも守れんかった男なんて、どのコミュニティもいらんやろうさ」


　ケラケラと笑い煙管を吹ふかす蛟劉。


　十六夜はそっと眉まゆを顰ひそめ、黒ウサギは咄とつ嗟さに口を押さえた。


「………そうかい。野や暮ぼなこと聞いたな」


「構わんよ。ガロロ君からは面と向かって〝枯かれ木の流木〟とか言われとるしな」


「そりゃいい得てる。その覇は気きの無さ、正にそれだ」


　ヤハハと笑って便乗する十六夜と、苦く笑しようする蛟劉。


　黒ウサギは困こん惑わくしながらも、少しだけ納なつ得とくしたように視線を下げた。


（そっか………覇気を隠しているのではなく、本当に覇気が無かったのですね………）


〝枯れ木の流木〟───夢破れて世情に流される姿を言い表したのだろう。


　蛟劉が何を理由にコミュニティを失ったのかは二人の与あずかり知らぬことだが、落日の傷はそう容易たやすく癒いえるものではない。


　十六夜は話題を変えようとして黒ウサギに問う。


「そういえば黒ウサギ。お前、何処まで拉ら致ちされてたんだ？」


「あー………それを話し出すと長いのですが。実は北側の、平天の旗本まで、」


　───ガコン！　と渡し船が大きく揺ゆれた。


「わ、きゃ………!?」


　突然の揺れで黒ウサギは体勢を崩くずし、十六夜の上に覆おおいかぶさる形で倒たおれこんだ。


「っとと、すまんな！　大丈夫か二人とも！」


　蛟劉は慌てて舵かじを取りなおす。


　同じように面めん食くらった十六夜だったが、此方は対応が早かった。


（おお？　これまた、役得だな）
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　黒ウサギの豊満で肉付きの良い身体からだが船の揺れに応じて全身に押し付けられる感かん触しよくは悪くない。豊かな胸の柔やわらかさは勿もち論ろんのこと、上質な生き地じのように手に吸い付く素す肌はだは触ふれるだけで蠱こ惑わく的な甘さを感じられた。並みの男だったら太ふと股ももに指が触れただけで理性を失い、初雪のような柔やわ肌はだに爪つめを立てて押し倒していただろう。


　───流石さすがは神々の愛あい玩がん種。魅了チヤームの恩おん恵けいがなくとも、触れ合うだけで十分にエロい。


「あ、や、す、すいませんっ！」


　黒ウサギは思わずウサ耳と髪かみを緋ひ色いろに変へん幻げんさせてしまうほど赤面し、十六夜から距きよ離りを取る。純情な黒ウサギには今のハプニングは少々衝しよう撃げきが強かったのだろう。


　ウサ耳と尻しつ尾ぽをパタパタと揺らし、紅潮したまま俯うつむいてしまった。


（いやあ………あんなエロい身体で、よくこんな風に育ったもんだな）


　心の底から感心したように、しみじみと頷く。


　時間にして十秒にも満たない時間だったが、眠ねむ気けを払はらうには十分すぎる衝撃だった。これも日ひ頃ごろの行いがいいからだな、と結論を出し。


　先ほど黒ウサギが口にしかけたことを思い出す。


「………待て、エ黒ウサギ」


「ちょっとお待ちを。エって言いかけました今？　エなんて言おうとしたんですか今!?」


「………待て、エロウサギ」


「だからって言い直さないでくださいこのお馬鹿様ッ！」


　スパァーン！　とハリセン一いつ閃せん。十六夜はむっと顔を顰め、


「………〝箱庭の貴族（エ」


「言わせるかこのお馬鹿様あああああああッ!!!」


　ズドパァァァアアンンッ!!!　と全身全ぜん霊れいの一いち撃げきで叩たたく黒ウサギ。


　渡し船は先ほどより一層激しく揺れた結果、黒ウサギはまたも十六夜の胸むな板いたに倒れこむこととなるのだった。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟・東南の高原とアラサノ樹海・境界線。


　十六夜と黒ウサギが会うより半刻前。


　夕焼けで朱しゆ色いろに染まる高原に、ザァと旋せん風ぷうが砂さ塵じんを巻き上げて竜たつ巻まいた。


　突とつ如じよとして発生した強風に、異形の鳥の群れ───鹿しかの角と鳥の翼つばさを所持する幻げん獣じゆう・ペリュドンが、一いつ斉せいに羽ばたく。


「───今だ！」


　風上の丘きゆう陵りようから少女の声───春日部耀の合図が響く。


　高原から森の上空へと追いやられた鳥の群れは、真下の樹海から放たれる弓矢の一いつ斉せい掃そう射しやに撃たれ、七羽が転落した。


「仕留めた！」


「大たい猟りようだ！」


「いや、まだだ！」


　樹海からは矢を射いった狩人かりゆうどたちの歓かん声せいと警けい戒かいの声があがる。墜つい落らくしたペリュドンは翼を射られただけだ。すぐに上半身を起こして鋭するどい角の切っ先を向ける。


　獰どう猛もうな本ほん性しようを剝むき出しに臨戦態勢を取るペリュドン。


　しかし、もう一人の少女───久遠飛鳥の一いつ喝かつが、彼らに追つい撃げきを掛かけた。


「今よ、メルン！　足場を崩して！」


「はい！」


　幼く拙つたない返事と共に、ペリュドンの足場が一いつ瞬しゆんでぬかるんだ。


　翼と足場を奪うばわれたペリュドンはそのまま横転し、動きを奪われる。その隙すきを逃のがさずに放たれた二射目がペリュドンを絶命させた。


　丘陵から駆かけ付けた耀は狩かりの成功を確かく認にんし、ホッとしたように肩かたから力を抜ぬいた。


「………飛鳥、無事？」


「ええ。春日部さんもお疲つかれ様」


「ありがと。これで狩しゆ猟りよう祭の上位かな？」


「それはまだわからないけど、角付きの獣けものは高得点というルールだもの。期待していいはずよ」


　二人は勝利に向けて、自信ありげに頷うなずき合った。


　───二人が参加しているこの狩猟は、収穫祭で開かれたギフトゲームの一つである。


　ペリュドンを始めとした殺人種と呼ばれる幻獣は巨龍の戦い後も〝アンダーウッド〟の近きん隣りんに居座っていた。


　復興の為ために支し援えんしてくれるコミュニティまで襲おそい始めた彼らを放置するわけにも行かず、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟は害がい獣じゆうを駆く逐ちくする事を決定。そこで、


「折せつ角かくだから、参加者を募つのってゲームにしちまえばいいんじゃね？　収穫祭なんだから、狩猟のゲームを組み込んでも問題はないだろ？」


　───という十六夜の提案に乗っかり、現在に至る。二人は羊皮紙の〝契約書類ギアスロール〟に記された内容を確認するため、ルール規定に視線を落とした。





『ギフトゲーム　─　〝アンダーウッド〟の収穫祭・狩猟部門　─







　　・参加者




　　　　　自由参加（前日までに要申しん請せい）。




　　・ルール規定




　　　　一、コミュニティごとに戦果を競きそう（ゲーム内での同盟は可）。


　　　　二、亜人を含ふくむ人類は狩猟用の武具を着用すること。


　　　　三、勝敗は獲え物ものの総重量をポイントにして決する。


　　　　四、角付きの戦果には加点有り（奉ほう納のう・祭具としての寄付を認めた場合に限り）。


　　　　五、期間は前夜祭の正午から夕暮れ迄までとする。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、各コミュニティはギフトゲームに参加します。




〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟　印』　







　一通りルールに目を通した二人は、顔を見合わせて頷き合う。


「ペリュドンは体も大きいし、角もある。大量得点ゲット」


「ふふ、そうね。半分は〝六本傷〟の人たちの得点だけれど、それでも高得点よ」


「うん。でもギフトの使用回数も使い切ったし………そろそろ、戻もどる？」


　二人は仕留めたペリュドンを運ぶ一団へと視線を向ける。


　その中から一人、元気な声を上げて二人に近づく者がいた。


「うわあ、定連さんたちってば凄すごいですねー！　こんなに豊ほう猟りようなら、収穫祭も盛り上がること間ま違ちがいなしです！」


　鉤かぎ尻しつ尾ぽをユラユラと揺らす〝六本傷〟の猫ねこ娘むすめ、キャロロ＝ガンダック。


　彼女もまた狩猟のための胸当てと弓具をつけて参加していた。


「ペリュドンは獰猛な上に群れで活動してましたからねー。私たちだけじゃ厳しかったところです。それをこんなあっさり狩ることが出来るなんて！　やっぱり定連さんたちは凄いですねー！」


　キャーキャーという黄色い歓声を受けて微笑ほほえむ二人だが、ふと飛鳥が疑問を口にする。


「でもこのペリュドンって、食べられるの？」


「勿論ですよ！　ペリュドンの肉は鹿肉に近くてとっても美味おいしいんですから！　焼いて良し、塩しお漬づけにして良し、燻くん製せいにして良し！　今晩の開かい催さい式ではきっと、それはそれは美味しく芳こうばしい姿焼きでずらり！　と並ぶこと間違いないです！」


　ブンブンと両手を振ふりながらはしゃぐキャロロ。


　しかしふと、遠く夕日を見つめ、


「それに………巨きよ龍りゆうとの戦いで収しゆう穫かく祭に使われる筈はずだった食材の半数が、使えなくなってしまいましたから。コミュニティが持ち寄った獲物や収穫を振る舞まうことのできない収穫祭なんて、殺風景にも程ほどがあるってもんです。この狩猟祭の成果は、収穫祭の成功につながります。………ふふ、定連さんたちにはとびっきり美味しいのを御ご馳ち走そうしますね！」


　ビシッ！　と親指を立てるキャロロ。よほど嬉うれしかったのだろう。


　キャロロの話を聞いた耀も、指を咥くわえながら開催式の御馳走を思い浮うかべていた。


「そっか………今日の開催式って、食べ放題だものね」


「そうだけど、春日部さん。涎よだれが垂れてはしたないわよ？」


　ハッと我に返って口元を拭ぬぐう。そんな彼女に苦く笑しようを浮かべていると、ペリュドンを荷馬車に乗せた老ろう猫ねこ───ガロロ＝ガンダックが、三人に声をかけた。


「おーい、積み終わったぞ！　全員乗れ！」


　はーい、と三人は声を上げて荷馬車に乗り込む。


　しかしその直後───近隣の森から、甲かん高だかい獣の断だん末まつ魔まが響ひびいた。


「………お？　こりゃ誰だれかが大物を狩ったかな？」


　陽気に言いながら、馬に鞭むちを入れた。


　樹海から出た一同は街かい道どうから高原を横断し、獲物を納める舞ぶ台たい会場まで足を進めて行く。普ふ段だんは余り使われていない街道は舗ほ装そうもされずに荒あれており、僅わずかな段差で荷馬車を揺らす。しかし初めて馬車を経験する飛鳥は、その激しい揺れの中で楽しそうに笑った。


「こういう前時代的な乗り物も情じよう緒ちよがあって素す敵てきね」


「うん。〝ノーネーム〟でも作らないか考えてみようか」


　耀が頷くと、途と端たんにキャロロが瞳ひとみを輝かがやかせた。


「そういうことでしたら、何時いつでも〝六本傷〟にご相談してください！　お友達価格であれやこれや揃そろえますよ！　今なら貸し出しレンタルで〝海馬ヒツポカンプ〟の馬車もありますし！」


「そ、そう。それも素敵ね」


　突とつ然ぜんの商談に苦笑いする飛鳥。しかし水上を走る馬車というのは悪くない。近々行われるギフトゲーム〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟が面おも白しろいようなら、みんなで遠乗りに出るのも良いかもしれない。


「………黒ウサギも喜ぶかしら？　春日部さんはどう思う？」


「いいと思うな。プランⅤぐらいに考えておこう」


　うん、と力強く頷き合う。


　しかしキャロロは小首を傾かしげ、


「黒ウサギさんがどうかしたんですか？」


「ええ。実は───」


　飛鳥が言いかけると、地じ響ひびきとともに馬車の車輪が大きく跳はねた。


　荷が宙に浮かび上がり、二度三度とバウンドする。


　突然の事に後頭部を二度ぶつけた飛鳥とキャロロは、頭を押さえながら勢いよく立ち上がる。


「痛っ………！　な、何よ今の揺ゆれ」


「何だろう。凄く大きなものが落ちてきたみたいだけど」


　三人の中で唯ゆい一いつ臨戦態勢を取っていた耀が隙すき間まからそっと外を覗のぞく。しかし彼女が確認するまでも無く、馬車の運転をしていたガロロが歓声を上げた。


「うおおお、すげえなアンタ！　こりゃ狩猟祭の優勝は決まりだな！」


　───何っ？　と飛鳥と耀が顔を見合わせる。


　聞き捨てならないとばかりに二人は馬車から飛び降りて外に出る。


　高原の中腹に位置するその風景は───三〇匹ぴきを超こえるペリュドンと、十二体の魔ま獣じゆうの残党が一いち撃げきで絶命させられていた。


「………貴女あなたたちも参加していたのですね」


　静せい謐ひつな女性の声が飛鳥たちに届く。


　二人は同時に声のする高台へ視線を向けた。陽ひの光を背負う様に高台から現れたのは、仮面の騎き士し・フェイス・レスだった。


　飛鳥は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で彼女を見上げる。


「それは此方こちらの台詞せりふよ、仮面の騎士様。貴女はこの手の野や蛮ばんなゲームには参加しないものだと思っていたわ」


「ええ。当初は参加する予定は無かったのですが………私にも、人並みの付き合いというものがありますので」


　言い捨てて、軽くため息。あまり乗り気ではなかったのだろう。


　しかしその仕草を、飛鳥は意外に感じた。初対面の時から超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きと圧あつ倒とう的な絶技を見せつけた彼女に、そんな人間らしい一面があるとは思ってなかった。


　飛鳥がマジマジとフェイス・レスを見ると、彼女も不思議そうに小首を傾げる。


「………何か？」


「い、いえ別に」


　慌あわてて否定し、視線を逸そらす。


　しかし飛鳥はその時初めて疑問に思った。


　あの純白の鎧よろい姿と冷たい鉄仮面の下には───一体、どんな素す顔がおがあるのだろうかと。


　そんな空気の中、間を読まずにキャロロが声を上げた。


「あいやー凄いですね！　私たちの収しゆう獲かく量の五倍くらいあるんじゃないですか？」


「………五倍？」


　フェイス・レスはもう一度、不思議そうに小首を傾げて飛鳥たちの荷馬車を見る。しかし荷の量を見るや否いなや一転、不ふ機き嫌げんそうにハッキリとため息を吐ついた。


　此れには流石さすがにカチンときた。飛鳥が挑いどむように一歩前に出る。


「ちょっとお待ちなさい。人の戦果を見て、その態度は失礼でしょう？」


「………失礼。貴女たちならもっと収獲を上げていると思っていたので」


　ぐぬっ、と黙だまり込む飛鳥と耀。


　フェイス・レスはギフトカードを取り出して狩った獲物たちを瞬しゆん時じに収納し、高台の対岸へ消えて行く。


　その際………一度だけ振り向いた彼女は、やはり億おつ劫くうそうにもう一度だけため息を吐いて行った。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟地下都市・収穫祭の露ろ店てん通り。


　飛鳥・耀・ガロロの三人はその後、獲物の収集所に荷物を置いて〝アンダーウッドの地下都市〟に足を運んでいた。


　壊こわれた家屋は一いつ切さい合がつ財さい全すべて取とり払はらわれ、露ろ店てんや展示物を中心に都市が埋うめ尽つくされている。他ほかは辛かろうじて雨風を防ぐための急造の小屋がある程度だろう。


　夜を過ごすのが大変ではないかと飛鳥が首を傾げると、ガロロは豪ごう快かいに笑い飛ばした。


「なぁに、南側じゃ良くあることさ。それに収穫祭が始まれば、昼夜問わず飲み明かす連中が大半だ。そんな細かいことは気にしねえよ」


「………そう」


　不機嫌そうな声で返す飛鳥。


　ガロロは冷や汗あせを搔かきながら、先ほどの狩しゆ猟りよう祭の総そう括かつをした。


「そ、そういえばお嬢じようちゃんたち。さっきの狩猟は中々悪くなかったぞ。〝六本傷〟も上位入賞できたし、俺も鼻が高くなるってもんだ」


　気分良く笑いながら、露天で焼き鳥を買うガロロ。二人も一本ずつ焼き鳥を渡わたされる。


　しかし飛鳥と耀は少し不機嫌そうに顔を見合わせた。


「でも………優勝は出来なかった」


　むすっ、と不満そうに口を尖とがらせる二人。


　結果はやはり、〝ウィル・オ・ウィスプ〟が圧倒的な点数で勝利を収めた。


　どうやらアーシャも狩猟祭に参加していたらしいが、獲かく得とく点数の九分九厘りんがフェイス・レスの物だったらしい。億劫そうに参加してこれとは、やはり恐おそろしい相手である。


　ガロロは一本目の焼き鳥を始末してから、複雑そうに頷うなずいた。


「〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者………確か、フェイス・レスって言ったな。でも別に悔くやしがることねえだろ。二人はきっちり結果を出したし、アイツは本当に格が違ちがう」


「そんなことない。ガロロさんの制約がなければ、絶対に優勝できた」


　珍めずらしく語調を強く訴うつたえる耀。しかし此れには訳があった。


　本来の二人なら、ペリュドンぐらいの幻げん獣じゆうなら何十体と相手にしても問題にはならなかっただろう。


　あんな回りくどい戦い方をせずとも、一いつ匹ぴき残らず狩かり取ることが出来た。


　それが出来なかったのは、ゲームルールとは別の制約をガロロから受けていたからだ。


「春日部さんはグリフォンのギフト限定。私はメルンとの連係に限定。まあ、ディーンは修理中だから無理としても………本当なら、この何倍も豊ほう猟りようだったはずよ」


　飛鳥は不満そうな瞳をガロロに向ける。


　それというのも二人は巨龍との戦い以後、新たに得た力を使いこなす為ためにガロロへ師事していた。元は耀が言い出したことだが、そこに飛鳥も願い出たのだ。


　ガロロは〝階層支配者〟だったドラコ＝グライフの参さん謀ぼうだった男である。その経験を見込んでの申し出である。その結果がこれでは不満もあるだろう。


　しかし当のガロロは焼き鳥を頰ほお張ばりながら、呆あきれたような視線を向けた。


「あのな、お嬢ちゃんたち。コミュニティの主力っていうのはそう簡単にテメェの底を見せちゃいけねえんだよ。もしも手の内を知られて対策を立てられたら、それはコミュニティの損失だ。本ほん拠きよの防衛力だって見切られる。違うか？」


「………それは、」


「第一、どんなゲームにも全力を出すなんて言うのは三流プレイヤーのすることだぞ。与あたえられる恩おん恵けいと自分が所持する実力じようほうを秤はかりにかけ、その上で戦うのが真の一流ってもんだ。特に今回の狩猟祭はほとんどボランティアみたいなもんなんだから、主力なら二、三割の力で結果を出すのがお嬢ちゃんたちの仕事だ」


　ぐぬ、と押し黙る二人。納なつ得とくは出来ないが一理あると思ったのだろう。


　ガロロは二人の肩かたをポンポンと叩たたきながら諭さとす。


「いいか。二人の本命ゲームは〝ヒッポカンプの騎手〟だ。それまでは気力を蓄たくわえとけ。じゃないと、あの仮面の騎士様には到とう底てい太刀たち打うちできないぞ」


「………っ……分かってるわ、そんなこと」


　不機嫌そうにそっぽを向く飛鳥。


　ガロロは肩を竦すくめてから二人に背を向けた。


「俺は開会式の準備があるからもう行くが………何にせよ、狩猟祭ではよく頑がん張ばったよ。〝六本傷〟の露店に来てくれたら埋め合わせはするから、それで勘かん弁べんしてくれ」


　苦笑いと共に去っていくガロロ。


　その背中が見えなくなるまで二人は見送り、小さくため息を吐いた。


「………ガロロさんの言ってることも分かるのだけどね。私が本気でギフトを使うと、あっさり壊れてしまうし」


「あ、うん。飛鳥は仕方がない。これ以上の無む償しよう提供はいいですって断っちゃったし」


　苦々しく頷く飛鳥。彼女の右手には、〝六本傷〟が用意してくれたアンティーク型のガントレットが装そう飾しよくされている。


　簡素ながらも綺き麗れいな宝石で飾かざられた手の甲こうを空に翳かざし、もう一度ため息。


「折せつ角かく、春日部さんや十六夜君に負けない力を手に入れたと思ったのに………財力をつぎ込まないと全力で戦えないだなんて。とんでもない皮肉だわ」


　頰ほおに手を当て、憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやく飛鳥。


　飛鳥は鍛たん練れんと称しようして、既すでに何十個ものギフトを破は壊かいしてしまっていた。


〝六本傷〟は下層では有数の商業コミュニティということもあって、簡易ギフトの類たぐいを無償で提供してくれていたが、飛鳥の力に耐たえきれずに次々と壊れてしまった。飛鳥はそれが申し訳なく、今の手持ちを最後にして無償提供を断ったのだ。


　───〝家族を、友人を、財産を、世界の全てを捨てて箱庭に来い〟


　その捨ててきた財産が今いま更さらになって惜おしいなんて、これ以上ない皮肉だろう。


「自己責任とはいえ、流石に少し情けないわ。………でも今後は無む駄だな散財を避さける為にも、よく考えてギフトゲームに参加しないと。発火の宝珠だって、一セットで銅貨一枚もするみたいだし」


「うん、そうだね。今夜は節約の第一歩の為に………レッツゴー、食べ歩き？」


　え？　と虚きよを突つかれたように耀へ視線を移す。


　何時いつの間に買ったのか、耀の手の中には焼きたての林檎りんごパイが二つあった。甘い香かおりを漂ただよわす林檎パイをホクホクと幸せそうに頰張る耀。


　飛鳥も毒気を抜ぬかれたように苦笑いして手を伸のばす。


「そうね。折角だから、一つ御ご馳ち走そうになるわ」


「え？」


「え？」


「え？　あげないよ？」


　パクッ！　と二つ目を口に詰つめ込み、幸せ一いつ杯ぱいな耀。


　飛鳥は紅潮した頰を膨ふくらませ、大おお股またで露店まで歩き、その場の勢いでチェリーパイを三つ注文し、上品且かつ投げやりに齧かじり付く。


　チェリーパイ特有の酸味と甘味が舌に広がっていく感かん触しよくを楽しみ、少し機き嫌げんを直した飛鳥は、唐とう突とつに思い出したように問う。


「そう言えば春日部さん。例のヘッドホンはもう渡したの？」


　ゲホン！　と勢いよく耀はせき込んだ。


　その仕草で察した飛鳥は、少し責める様に眉まゆを顰ひそめる。


「まさか、まだ渡してないの？」


「………うん」


「ヘッドホンを壊したことは？」


「それは謝った。拍ひよう子し抜ぬけするぐらい簡単に許してくれた。………けど、」


　歯切れ悪く言葉を切る。


　耀は壊してしまったヘッドホンの代わりに、父が所有していたヘッドホンを召しよう喚かんして渡すつもりだった。一度は落として無くしてしまったが、瓦が礫れきの上に転がっていたところを見つけて回収することが出来た。


　同じメーカーロゴである炎ほのおのトレードマークが付いたヘッドホン。お詫わびとしてこれを渡し、許してもらおうと思っていた。───しかし、


「あのヘッドホン………市し販はんのものじゃなくて、友達の作品だったらしくて………」


「………それは、」


　飛鳥も、そこでようやく察した。


　あの十六夜の事だから、素す直なおに謝った相手を深く咎とがめることは無かったのだろう。しかしヘッドホンの過去を聞いて、渡すに渡せなくなってしまったのだ。


　手製の物と市販の物とでは、送り主が込めていた想おもいが違う。代だい替がえ品を渡すのは逆に相手の気持ちを逆さか撫なでるかもしれない。


（………あれ？　でも………それ、おかしくないかしら？　オリジナルの作品だったというなら、どうして同じトレードマークが？）


　飛鳥の脳のう裏りに何かが引っかかる。


　しかしそんな飛鳥とは裏腹に、耀は両手をグッと力強く握にぎりしめ、


「あのヘッドホンは父さんの持ち物として保管して、お詫びは他にする。十六夜には、収しゆう穫かく祭で手に入れたものをプレゼントするって約束したし」


「そ、そうなの」


「だから尚なお更さら、狩猟祭では優勝したかったのに。ガロロさんは空気読めない人だ」


　膨れながら更さらにパイを詰め込む耀。しかし突とつ如じよ、その手が止まった。パイを半はん齧かじりにしたまま手を固め、瞳ひとみを丸くして露店の脇わきに視線を釘くぎ付つける。


　不思議に思った飛鳥は小首を傾かしげた。


「春日部さん？　手が止まってるけど、どうしたの？」


「………飛鳥。アレ、何？」


　空いた手で指を差す耀。促うながされるままに視線を向ける飛鳥に、


　バチィン！　と、拳こぶしほどの何かが高速でデコに激げき突とつした。


「きゃ!?」


「ぴゃあ!!?」


「あ、飛鳥！」


　パイを放ほうり投げ、慌あわてて駆かけ寄る耀。


　幸いな事に大事には至らなかったが、不意を突かれたショックと衝しよう撃げきで前のめりになる飛鳥。赤く腫はれたデコを押さえながら、衝しよう突とつした犯人の不自然な声が気になり顔を上げる。


　飛鳥に衝突したそれは───目を回した、拳ほどの大きさの精せい霊れいだった。


「こ、この子って………精霊？」


「メルンより小さいね。このサイズなら、一口で食べれそう」


「そうね。………食べる？」


「食べる！」


「たべちゃダメ！」


　身の危険を察知した精霊は、シルクで編まれた赤紫マゼンダの服を正して立ち上がった。飛鳥は何ど処こか既き視し感かんのある出会いに苦笑し───


　バチィン！　と、第二第三の衝撃がデコを襲おそった。


「きゃぁあ!!?」


「ぴぎゃあ!!?」


「ふぎゃあ!!?」


「ざまぁあ♪」


　ズビシッ！　と最後の一声は悪意を込めた飛び蹴げりで襲い掛かかる。飛鳥は堪たまらず後ろにひっくり返って天を仰あおいだ。


「お、同じ精霊が、四人………？」


　耀は事態が把は握あくできないまま、とりあえずその場で浮ふ遊ゆうしている精霊の数を数える。


　数は全部で四体。シルクの上質な赤紫マゼンダのワンピースを揺ゆらす彼女たちは、メルンと同じ群体精霊の一種だろう。浮遊したまま姦かしましく騒さわいだ精霊たちは、まるで何事も無かったかのように飛び去っていった。


　耀は一連の騒そう動どうを、半口を開いたまま見送る。すると人込みの向こうから、聞きなれた女性の声───〝サウザンドアイズ〟の女性店員の声がした。人込みを搔かき分け、小走りで此方こちらに向かってきた女性店員は、耀たちを見てはたと足を止める。


「はぁ、はぁ………そ、其そ処この〝ノーネーム〟の貴女あなた！　この辺りに五人組の小さな群体霊れいを見ませんでしたか!?　赤紫のワンピースを着た少女型の！」


「え、えーっと………うん。見ましたけど。アレって〝サウザンドアイズ〟の精霊？」


「いえ、アレは精霊ではなく………と、そんなことはどうでもいいのです！　どちらに飛んで行きましたか!?」


「そ、其処の崖がけを降りて広場に」


　耀は崖下の大広場を指差す。


　キッ！　と崖下を睨にらんだ女性店員は、耀の袖そでを強ごう引いんに摑つかんで寄せた。


「貴女、飛べましたね？　すぐ追いかけて下さい！」


「ちょ、ちょっと待っ」


「春日部さん」


　───ガシッ！　と突如後ろから肩を摑まれる。


　恐おそる恐る振ふり返ると、デコを真っ赤にした飛鳥が有う無むを言わさぬ表情で睨んでいた。


「あ、飛鳥………？」


「………全員、捕つかまえましょう。一人残さず」


　平時より一層高圧的な声こわ音ねで宣言する飛鳥。プライドの高い彼女のことだから、デコを何度も蹴り飛ばされたことがよほど腹に据すえかねたのだろう。


　こうなった以上は追いかけるしかないなと腹を括くくり、耀は飛鳥と女性店員の手を握って、崖から飛び降りるのだった。





　　　　＊





　───〝アンダーウッドの大樹〟会談室・深緑の間。


　狩しゆ猟りよう祭が終わって間もなく、ジン＝ラッセルは〝六本傷〟との同盟を締てい結けつさせるための会談に臨のぞんでいた。


　深緑の間には交こう渉しよう相手の姿はまだなく、左右にはメイド姿のペストと、同じくメイド服を着た白しら雪ゆき姫ひめが気落ちしながら控ひかえていた。


「な、何故なぜこの白雪が、使用人の服装で付き人をせねばならんのだ………！」


「いい加減に諦あきらめたら？　〝サウザンドアイズ〟が用意しただけあって生き地じは上質だし、慣れれば着き心地ごこちも悪くないでしょ？」


　すっかりメイド服が板についたペストが、悠ゆう々ゆうと白雪姫をからかう。


　───白雪姫は例の水源の開かい拓たくに貸し出されていたのだが、神しん殿でんの建設を当初より延期するということで、一時的に〝ノーネーム〟の傘さん下かに戻もどっていた。


　彼女も初めは「メイド服なんぞ誰だれが着るかッ！」と恫どう喝かつしていたのだが、十六夜と普ふ段だん着ぎを賭かけたゲームをして、百戦して百敗した挙句、形容しがたい卑ひ猥わいなコスチュームを押し付けられそうになり、泣く泣くメイド服の着用を義務付けられたのだ。


　黒ウサギの配はい慮りよで比ひ較かく的に露ろ出しゆつの少ないものを配給されたが、そもそもスカートを着るのが初めての経験である白雪姫にとって、この服装が既に未知のものだった。


「………着物が恋こいしい」


「なら着ればいいじゃない。配給された中にもあったでしょ、着物」


「あ、あんな肩かたも背も胸も足も露出させたもの、着物と言わぬわ戯たわけッ！」


「ふうん？　そんなの今さら恥はずかしがるの？　棲すみ家かでは蛇へびの姿で素すっ裸ぱだかだったのに？」


「ええい、種族的文化の違ちがいを理解せぬ奴やつだなッ！　それに私は元来の蛇ではなく、元は人ひと身み御ご供くうの───」


　───コンコン、と深緑の間のドアにノックの音が響ひびく。


　ジンは姿勢を正し、左右の二人を諌いさめた。


「二人とも、静かにっ」


　二人が黙だまると、木造のドアがゆっくりと開いた。


　正装をしたキャロロが先導し、〝六本傷〟の新しい頭首に道を譲ゆずる。


　ドアの向こうから現れたのは───ジンと同年ねん齢れいに見える、猫ねこの獣じゆう人じんだった。


「………アンタがジン＝ラッセル？」


「はい。貴方あなたがガロロ＝ガンダックさんの御ご子し息そく、ポロロ＝ガンダックですか？」


　ぶっきら棒な挨あい拶さつをして眼鏡を押さえてかけ直す、ポロロ＝ガンダック。


　ジンに付き添そった二人は拍子抜けしたように肩の力を抜いた。


（………子供？）


（これはまた若い………いや、幼い長おさ殿どのだな）


　ボサボサの髪かみに丸い眼鏡。年ねん齢れい以上にやんちゃそうな三白眼。服装だけは儀ぎ礼れい的なものを着用しているが、一いつ般ぱん的に反はん抗こう期真っ盛りなただの少年に見える。


（同年代での交渉なら、ジンが大負けすることは無いかな。………つまんない）


（しかしコミュニティの今後を担になうテーブルに、十歳やそこらの童わらべを遣つかわすとは。世も末というやつだな）


　二人は同じような結論を胸に思い描えがきながら、ジンに紹しよう介かいを受けていた。


「此方の二人は、コミュニティに仕える従者。右がペスト、左が白雪姫です」


「知ってる。蛇の水神と、病びよう魔まの化け身しんだろ。水源施し設せつの建築には〝六本傷〟も一口嚙かませてもらってるし」


「何だと？」


　白雪姫が意外な声を上げる。
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　ポロロはドサッと向かいの席に座ると、八や重え歯ばを見せながら獰どう猛もうに笑った。


「〝六本傷〟は商業コミュニティだぜ？　大規模な都市開発の情報を逃のがすはずがねえだろ。ましてや〝階層支配者〟の中でも最強とされる白夜叉が、自ら手て掛がける下層への支し援えんだぞ。未知の魔ま王おうの活性化で情勢が危あやぶまれている中、〝治安の良い土地〟ってのはそれだけで価値が上がるからな。俺は今後、東へ流れるコミュニティも多くなると見込んでる。それに先さき駆がけて東に本ほん拠きよを構えるコミュニティと、恙つつが無なく商談を進めている最中さ。………お前も、それを見み越こした上でウチに交渉を持ちかけに来たんだろ？」


　ニヤリ、と三白眼の瞳がジンを見つめる。ジンは答えぬまま姿勢を正し、無言を貫つらぬく。


　一方、ポロロの意外な切り口に、ペストと白雪姫は顔を見合わせていた。


　不利な条件を付きつけられると身構えていたが、このポロロ少年は初めから〝ノーネーム〟の価値を一つ提示してきた。これは今後の交渉の指標となるだろう。


（才と器うつわを見込まれたが故ゆえの新頭首、というわけか）


（ふうん。面おも白しろくなってきたじゃない）


　この少年は、間ま違ちがっても手て柄がらを焦あせるような未熟者ではない。そんな確信を得る。面白くなってきたと、外野二人は内心でほくそ笑えみながら二人の動向を見守る。


　ジンはしばし会話を切った後、普ふ段だん通りの頼たよりなさ気な笑みで対応した。


「ええと、その通りです。やっぱり見み抜ぬかれてましたか？」


「見抜くも何も、このぐらいうちのボンクラ兄貴でも分かるぞ」


「お兄さんがいるんですか？」


「いるともよ。俺は二十五番目で末っ子さ。キャロ姉以外は年が離はなれた兄きよう姉だいがいるぞ」


　なっ？　とキャロロに振り返る。


　彼女は慣れない交渉の場での随ずい伴はんにガチガチに緊きん張ちようしたまま、辛かろうじて頷うなずいて返す。


　それを聞いたジンは笑顔のまま、内心で気を引き締しめた。


「凄すごいですね。二十四人も御兄弟がいるのに………末っ子の君が、新頭首だなんて」


　笑みのまま含ふくみを持たせる。


　ポロロもそれに気が付き、物ぶつ騒そうに牙きばを剝むいて笑った。


「まあな。ウチは代々、実力主義でさ。頭首が決めた時期に試練ゲームを開かい催さいして、最も戦果を挙げたものが頭首になる。………ホント、ギフトゲームってのは怖こわいよなあ。本当なら内部抗こう争そう・分ぶん裂れつに発展してもおかしくないような勝ち方をしても、敗者にはその権利すらなくなるんだからよ」


「─────」


　内乱・分裂の危険性がありながらも、危機に発展させず、組織内で跡あと目めを競争させる。


　尚なお且かつ、有力な跡目候補から反乱の権利を剝はく奪だつさせる。


　その二つから、ジンはゲームの内容を連想していく。


「コミュニティ内の支持を競きそい合い………敗者は、勝者に絶対服従の契けい約やくを背負うゲーム。その勝者が弟や妹であっても、」


「妾の子であっても、だ」


　鋭するどさを増した声で告げる。しかしその声に憂うれいや後ろめたさの色は無い。


　末っ子で、妾の子で、年とし端はもいかぬ幼少の身で、新頭首となってコミュニティを率いている立場になった。劣れつ悪あくな環かん境きようで得た勝利を誇ほこりに、この少年は交渉の席についている。


　ペストと白雪姫の瞳ひとみからは自然に油断が消え、難敵を前にした心構えを取る。


　ジンも二度三度とかみ砕くだく様に頷き、感心したように笑った。


「す、凄いですね。それだけコミュニティの支持を得るとなると、やっぱり交渉の手管も慣れたものなのでは？」


「さあ？　それは今からお前が評価するんだな、ジン＝ラッセル」


　少年らしい生意気そうな笑みを浮うかべるポロロ。これ以上探さぐりは入れられそうにないと判断したジンは机に向かって前ぜん傾けいになり、本題を切り出した。


「………御お父ちち上うえから聞いていると思いますが。我々〝ノーネーム〟は現在、連盟旗を作る為ために同盟相手を探しています」


「その辺りの事情は把握してる。六桁けたの昇しよう格かくには旗が必要不可欠だからな。要するに形だけの連盟を作る為に名前を貸して欲しいってことなんだろう？　なら名を貸す代わりに、お前たちはどんな利益をくれる？」


　不敵に笑うポロロ。数少ない同世代の長との交渉を、彼は心底楽しんでいる。


　ジンはしばし間を置くと、ポロロの応答とは全く違う切り口を返した。


「少し話は変わりますが………僕は近々〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟が、統合されると思っています」


　途と端たん、ポロロの表情から笑みが消えた。


「………面白い冗じよう談だんだな。何故そう思う？」


「連盟のメリットが無いからです。〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟はそれぞれの種族が各コミュニティに分かれて所属しているという、だけではありません。其そ処こから更さらに種族ごとに特化した分野へ再さい分ぶん割かつされています。戦せん闘とうに特化したコミュ、防衛に特化したコミュ、運輸に特化したコミュ………という風に、それぞれが役割に応じて振り分けられている。しかし特化といえば聞こえはいいですが、他ほかのコミュニティと切り離された時のダメージは壊かい滅めつ的です。ギフトゲームは、戦闘力だけを競うものではありませんから」


「……………」


「今までは独立したコミュニティが連れん絡らくを取り合っていたのでしょうけど、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟はこれから五桁───それも〝階層支配者〟になる。なら独立した特化型コミュニティの集合体ではなく、より緻ち密みつな連れん携けいを取るために万ばん能のう・大型コミュニティへ舵かじを切る必要が出てくる。………違いますか？」


　そこでポロロに話を振る。


　ジンの推論を神しん妙みような顔で聞いていた彼は、少し感心していた。


（へえ………他の頭首から情報を得ていた、というわけでもなさそうだな）


　───そう。ジンの推論は、七割は当たっていた。


〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟は間もなく統合される。この件に関しては箝かん口こう令れいが出されているので真実は話せないが、かと言って完全にとぼけるつもりもない。


　統合を交渉の主しゆ軸じくに持って来た瞬しゆん間かん、ポロロは話の落とし所を見切っていた。それを踏ふまえた上で、少しだけとぼけてみる。


「おいおい、言ってることが支し離り滅めつ裂れつだぜ？　もしも連盟の統合が真実だと仮定して、〝六本傷〟に同盟の話を持ってくるのはなんでさ？」


「〝六本傷〟だけは、統合されないからです」


　核かく心しんを突つくように話を進めるジン。


「〝六本傷〟は他のコミュニティとは事情が違う。〝六本傷〟は〝経済力に特化〟したコミュニティ。経済力というのは、どの分野でも一定以上の活かつ躍やくができる。それに何より、『商業コミュニティが、〝旗印シンボル〟と〝名ブランド〟を変える』というのは大だい打だ撃げきです。なら〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟とは統合せず、今まで通り金庫番としての役割をこなしつつ、持ちつ持たれつの関係を築くのが、メリットとデメリットの帳ちよう尻じりが合う………ですよね？」


（うわお、マーベラス）


　ちょっと自信なさげに締めた点を除けば、ジンの推論はほぼ満点だった。この前提を踏まえた上で〝ノーネーム〟が持ち出す交こう渉しようは一つしかない。


　ポロロは態度を軟なん化かさせてニヤリと笑う。


「なるほどな。いや、そう言うことなら話が早い。つまり〝ノーネーム〟は〝六本傷〟が連盟を失う事による損失───〝連盟権限ゲストマスター〟を用いた、対魔王の武力介かい入にゆうを確約する。………そういうことでいいんだな？」


「はい」


　即そく答とうするジン。それまで静観していた白雪姫が慌あわてて割って入った。


「ま、待て小こ僧ぞう！　おぬし今の話を聞いていたか!?　対魔王の武力介入の確約だぞッ!?　魔王が修しゆ羅ら神仏・有利不利を問わぬ契約だッ！　名を借りるだけにしては暴利過ぎる！」


「おっ？　俺らの名と旗はそんなに安いのかい？」


　ここぞとばかりに煽あおるポロロ。


　白雪姫は睨にらみながらも口を噤つぐんだ。


　───〝連盟権限ゲストマスター〟とは、連盟相手のコミュニティが魔王に襲おそわれた時、参加条件をクリアせずにゲームへ介入できる権限のことである。


　しかし本来なら、連盟を組んだところで必ず支援をする義務は発生しない。世せ間けん体ていは悪いだろうが、他のコミュニティを守る為に己おのれのコミュニティを危険に晒さらすのは、長おさとして失格である。故に戦せん況きようと敵勢力、勝利条件を鑑かんがみて参加するのが常道だろう。魔王とはそれほどまでに絶大な力を誇る天災だと、箱庭では恐おそれられていた。


　だがこの同盟では、〝魔王の強大さを加味せず援えん助じよせよ〟という契約になる。


　ジンは身み振ぶりで白雪姫を諌いさめ、前傾に身を乗り出し、


「ただ、魔王との戦いは苛か烈れつを極きわめます。僕らの同士は一いつ騎き当とう千せんの実力者ですが、やはり消しよう耗もうは激しくなるでしょう。なので〝六本傷〟には他の面での支援をお願いしたいです」


「おおし、分かった。必要なものがあれば何でも注文しろ」


　大きく仰け反って承しよう諾だくするポロロ。彼は〝ノーネーム〟が保有するプレイヤーの実力は非常に高く評価していた。その彼らに払はらう魔王への保険料と思えば安いものである。


〝六本傷〟は物品・金銭を支し払はらう。


〝ノーネーム〟は血と命を流して戦う。


　………しかしこれではまるで、傭よう兵へいか奴ど隷れいの契約だ。メイド二人は落らく胆たんと憤ふん怒ぬを込めた視線でジンの背中を睨みつけた。


（………今の流れなら、もっといい条件を付けられたでしょうに）


（所しよ詮せん、幼子の浅あさ知ぢ恵えだったか）


　血を流すのは長のジンではなく、問題児三人を筆頭にした彼女たちである。この同盟内容を聞けば確実に彼らとの亀き裂れつが生じてしまうだろう。


　どうしたものかと内心で頭を抱かかえる二人。


　しかしジンはそんな二人を尻しり目めに、更に交渉を続けた。


「では、支し援えん内容の確かく認にんをしてもいいですか？」


「ハハッ、気が早いな。………いいぜ。欲しいものが決まってるなら言ってみろよ。金か？　武具か？　戦闘用のギフトか？」


「人材を派は遣けんして欲しい」


　───何？　とポロロの声のトーンが一変した。


　ジンは慌てて補足する。


「ああいえ、別にプレイヤーとして人材が欲しいわけではありません。コミュニティを運営していく上で、これから大人数の同士が必要となる予定なので。労働力としての人材を回して欲しいのです」


「………労働力？　どれくらいだ？」


「少なくとも、二百人は」


　今度こそ怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。


　彼の知る限り、〝ノーネーム〟は主力の戦闘力が売りのコミュニティである。農園を手て掛がけているという情報もあるが、それも別べつ途との労働力が必要な規模ではない。


　では何に対しての労働力なのか───ポロロは思考を奔はしらせ、ふと思い出す。


（そういえば………確か〝ノーネーム〟が六桁に昇格する際に、土地と施し設せつも返へん還かんされるはず。………狙ねらいはそれか？）


　答えに行き着くがしかし、同時に痛つう烈れつな舌打ちをした。


　彼の率いる〝ノーネーム〟は、東でも屈くつ指しのコミュニティだった。その遺産を取り戻もどすのが狙いで六桁けた昇しよう格かくを願い出たのだとすれば、それは如何いかほどの価値に相当するのか。


（それも個人レベルの小さな話じゃねえ。大規模な労働力を欲しがるほど………いいや。魔王との戦いを引き受けるほど、価値があるものだとしたら………!!?）


　安く買い叩たたかれたのは、果たしてどちらのコミュニティか。口くち惜おしいことに、天てん秤びんにかけられる材料をポロロは持ち合わせていない。今は少しでも情報が必要だった。


「………労働力として、同士を派遣することに異論はない。だがコミュニティの長として、目的が不ふ明めい瞭りような派遣は出来ない」


　それがギリギリの探り入れだった。今の交渉内容でも決して分の悪いものではない。


　此こ処こでジンが話すのであれば良し。もし『ならば余所よそへ話を持って行く』というのであればすぐに頭を下げて、互たがいの落とし所とすればいい。


　妥だ協きようできる互いの線引きを見誤らないよう、注意深く探る。


　しかしジンは意外なほどあっさりと承諾し、ペストへ振ふり返った。


「………ペスト。鞄かばんとってくれる？」


「え？　え、ええ」


　二人のやり取りに聞き入っていたペストは、突とつ然ぜん話を振られて驚おどろく。


　ジンは鞄を手て渡わたされると、厳重に封印をされた箱を取り出して、人の頭ほどの大きさの煌きらめく鉄てつ塊かいと、古ふる惚ぼけた大量の羊皮紙を手渡した。


　ペストと白雪姫はそれが何か分からずに顔を見合わせている。


　しかしその価値を理解したポロロは一いつ瞬しゆんにして蒼そう白はくになり、羊皮紙を持ったまま勢い余って立ち上がった。


「………待て。ちょっと待て、コレは………コレは、幾いくらなんでもあり得ないだろう!?」


　無意識のうちに叫さけびながら、高速で羊皮紙の文面を読み漁あさる。


　古惚けた羊皮紙に書かれていたのは───鉱山の見取り図と、推定採さい掘くつ量だった。


　それも鉄や銅、金や銀のような、陳腐な俗物ではない。


　天地魔ま境きようと場所を問わず、この羊皮紙に書かれた鉱石は絶大な価値を誇るだろう。


　ジンはポロロがその価値を十分に理解したことを確認した上で、それを口にした。


「───〝金剛鉄アダマンテイウム〟の鉱脈。〝星の恩恵テラ・マテリアル〟が結集した領地の採掘が、僕らの目的です」




　第二章







　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭・七番厨ちゆう房ぼう。


　収穫祭に持ち寄られた食材は本祭を行う広場の脇わきに高々と積み上げられていた。調理を望む者は食材置き場から好きなものを手に取り、独自のレシピで腕うでを振るっている。


　外に出た十六夜いざよいと黒ウサギも、広場に立ち込める芳かんばしい匂においに釣つられるまま、フラフラと足を運んでいた。


「くっ………全ぜん制せい覇はが目的だったが、流石さすがに数が多い。だが数の暴力に屈くつするのは許し難がたい屈くつ辱じよく………！」


「え、えーと。別に無理して食べなくてもいいのですよ？」


「いいや、駄だ目めだなッ！　古き日に〝縁えん日にち荒あらし〟の二つ名を勝ち取った俺が、異世界の露ろ店てんを前にして屈するわけにはいかないッ！　初日制覇は諦あきらめざるを得ないが、三日以内にコンプリートしてみせる………！」


　と、十六夜が挑いどみかかるように露店を睨んでいると。


　広場の隅すみ、七番厨房からリリの声が聞こえてきた。


「この声………リリ？」


　そういえば、年長組は収穫祭の手伝いをしているとキリノは言っていた。黒ウサギと十六夜は会話を一度切り、声のする方へと足を進める。


　調理場からは肉と野菜を煮に込こんだ芳こうばしい匂いが漂ただよってくる。


　何かを調理している最中なのだろう。調理場のすぐ傍そばまで近づくと、リリの調子はずれな歌が聞こえてきた。


「───シチュ～、シチュ～、美味おいしい、シチュー♪　混ぜればぁー、混ぜるほどぉー、美味しくなるとぉー、うっれしいなあ♪」


「そうだな」


　ひゃあ!?　と驚きの声を上げ、慌てて振り返るリリ。


　その姿をニヤニヤと見つめる十六夜と、微笑ほほえましいと見守る黒ウサギ。


　リリは恥はずかしさからパタパタと二尾びを振り、狐きつね耳みみを紅潮させて怒おこった。


「も、もう！　盗ぬすみ聞きしちゃ駄目なんですよっ！」


「そうだな。堂々と聞いていたから問題ないな」


「そうですねー♪」


　二人がからかうと、リリは頰ほおを膨ふくらませてむくれる。


　彼女が混ぜていた鍋なべの中身が気になった十六夜は、一ひと掬すくい小皿にとって勝手に味見する。


「………珍めずらしい味だな。なんか匂い付けに入れてるのか？」


「え？　あ、はい。先ほど狩しゆ猟りよう祭から流れてきた肉から臭くさみを取るために香こう草そうを使ってます。鹿しか肉に近いものだと聞いたので、柔やわらかくなるまで煮込み、シチューにして配ろうかなって。特に南側では、鹿は御ご利り益やくがある人気の獣けものですから」


「へえ。鹿がねえ」


「ＹＥＳ！　南の収穫祭では角を持つ獣が神聖視される風潮があります。収穫祭以外の祭事でも羊、水牛、鹿といった獣は貴重なんですよ」


　黒ウサギが人差し指を立てて補足する。


　広場の中心で演奏が始まったのは、その直後のこと。


　弦げん楽がつ器きを中心とした楽想に加えて横笛、太たい鼓こといった響ひびきが広がっていく。音の圧に気付いた十六夜は鍋と広場を二度見つめ、得心が言ったように頷うなずいた。


「角付きの獣を神聖視する風潮と、この楽想………なるほど。つまり南側のこの近辺は、アイリッシュ系が強いんだな」


「ＹＥＳ！　地域にもよりますが、〝アンダーウッド〟や〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟は特にそうですね。神道でも角は力ある者の証あかしでもありますし」


「東の収穫祭だと稲荷いなりの神様が取り仕切る物もあります。母はは様さまも毎年招かれてました」


「へえ？　南側では開かい催さいしてないのか？」


「えーと、はい。南側で主流の穀物は米じゃなくて、麦と玉蜀黍とうもろこしですから。祀まつる方法も違ちがうし、開催しても人が集まらないって聞きました」


　なるほど、と得心がいったように頷く十六夜。


　───穀物で最も広く栽さい培ばいされているのは米・麦・玉蜀黍の三つである。


　これらは地域の気象によって収穫量が変わってくるため、信しん仰こうされる神仏達も自然と棲すみ分けてきたのだろう。この棲み分けを無視して開催すれば、主祭神が赤っ恥ぱじをかくことは目に見えて明らかだった。


「しっかし、箱庭はレパートリーが豊富だな。この収穫祭を楽しんだら、是ぜ非ひとも稲荷の神のゲームにも参加したいもんだ」


　ヤハハと軽快に笑う十六夜。しかし理由は娯ご楽らくの為ためだけではない。以前にリリと交かわした約束を実行するには丁度いいという考えもあるのだろう。


　十六夜は食材が山積みにされているテーブルに視線を移し、思い出したように問う。


「あ、そうだ。あそこの食材は調理目的以外でも持ち出していいのか？」


「え？」


「と、言いますと？」


「こないだの戦いの怪け我がで、収穫祭に出られなくなった馬ば鹿かを思い出してな。差し入れに一頭もらっていこうと思ってよ」


　ヤハハと軽けい薄はくそうに笑う十六夜。


　しかし黒ウサギは、対照的に視線を落とした。


「それはもしや………グリーさんのことですか？」


「ああ。鹿や馬が好物だと言っていたからな。収穫祭に出られなかったことを、精々悔くやしがらせてやるさ」


　そう言って食材置き場に足を向ける十六夜。


　黒ウサギは一度だけリリに目配せして、その背を追った。


「グリーさんの容体はやはりよくないのですか？」


「いや、命に別状は無いらしい。もう歩き回ることも出来るぐらい回復してる」


「そ、それは何よりです」


「ああ。本来、グリフォンの翼つばさってのは進化の過程で不要な部分らしいからな。所謂いわゆる、人間に生えた尻しつ尾ぽぐらい無意味なものだ。欠損したところで空が飛べなくなるわけでもないから、気にするなってさ」


「……………、」


　ヤハハと笑う十六夜。普ふ段だん通り笑う彼の言うことは、紛まぎれもない真実だろう。旋せん風ぷうを操あやつり、大気を踏ふみ締しめて走る鷲獅子にとって、翼は無用の長物でしかない。


　しかし翼を失ったというのは鷲獅子という種にとって致ち命めい的てきな欠けつ陥かんである。


　大地の王者である獅し子しと、空の王者である鷲わし。


　二つの雄ゆう姿しを兼かね備そなえているが故ゆえの誇ほこりである。その誇りを欠いた今の姿で往来の場に出る気にはなれなかったに違いない。


　互たがいに気を遣つかい合っている二人にどう言葉をかけるべきかと悩なやむ黒ウサギだったが、当の十六夜はそんな陰かげりなど見せることなく振り返り、


「………変な気を遣うなよ。別に治す手が全くないってわけじゃねえんだからな」


「へ？」


「具体的な方法はまだ見つからないが、此こ処こは神々の箱庭だろう？　なら不治の傷を癒いやす神仏の一人や二人いてもおかしくない。………まあ、棲すみ家かは皆かい目もく見当もつかない状じよう況きようではあるが。責任を取ると言ったのは俺だからな。精々気張って探すさ」


　軽い物言いとは裏腹に、その瞳ひとみには誓ちかいを立てるような力強ささえ感じた。


　こういう顔をしている者に同情は無用である。


　黒ウサギもまた、快活な返事で応じた。


「そういうことでしたら、黒ウサギも協力するのですよっ！」


「へえ？　心当たりがあるのか？」


「ＹＥＳ！　黒ウサギは由ゆい緒しよ正ただしき〝箱庭の貴族〟でございます！　有名な医術師の一人や二人顔が利きくというものです！」


　ここぞとばかりに胸を張る黒ウサギ。十六夜も茶ちや化かさずに頷く。


　二人は食材を置いている特大のテーブルの前に着くと、麻あさ袋ぶくろを取り出し、袖そでを捲まくって気合いを入れた。


「うーしッ、それじゃ景気よくガバッと持って行くか！」


「ＹＥＳ！　グリーさんの快気を願って、沢たく山さん持って行くのですよ！」


「とりあえずこの鹿………鹿？」


「って十六夜さん、危ないッ！」


　捌さばかれた肉を手に取り、ん？　と首だけで振ふり返る。すると拳こぶしよりやや小さいぐらいの精せい霊れいが顔面に突つっ込んできたので、


　パンッ！　と叩たたき潰つぶした。


「って潰した!?　叩き潰した!!?　十六夜さん今、何を潰したのですかああああぁぁぁ!??」


「何も見なかったことにしよう」





「そうですね」


「おーしッ、それじゃ景気よくガバッと持って行くか！」


「ＹＥＳ！　グリーさんの快気を願って、沢山持って行くのですよ！」


「とりあえずこの鹿………鹿？」


「って十六夜さん、危ないッ！」


　捌かれた肉を手に取り、ん？　と首だけで振り返る。すると拳よりやや小さいぐらいの精霊が顔面に突っ込んできたので、


　パンパンパンッ！　と連続して叩き潰した。


「って潰した!?　今度こそいっぱい叩き潰した!!?　十六夜さん本当に、一体何を潰したのですかああああぁぁぁ!??」


「何も見なかったことにしよう」





「そうですね。って二度も同じネタが許される筈はずがないでしょうこのお馬鹿様ッ!!!」


　スパァーン！　とハリセンが奔はしる。流石さすがに無理があったと十六夜も思ったのか、渋しぶ々しぶながら捕とらえた精霊を黒ウサギに見せた。


「ったく、本当に潰す筈ねえだろ。両手で摑つかんで麻袋の中に叩き込んだだけだ」


「そ、それくらい分かってます！」


　肉を詰つめ込んだ麻袋の中を覗のぞき見る。中では四匹ひきの精霊が「きゅぅ」と声を上げて目を回し気絶していた。その中の一匹を拾い上げた黒ウサギは突とつ然ぜん、真しん剣けんな眼まな差ざしになる。


「………あれ？　この子たち、精霊じゃありません」


「へえ？」


「これ………まさか〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟!?　噓うそ、ラプラスの端たん末まつがこんな下層に」


　いるはずない、と告げる前に。


　楽想が一いつ斉せいに止やみ、雑ざつ踏とうの喧けん騒そうも鳴りやんだ。それで開会式の準備が整ったのだと気づき、断だん崖がいの中腹に設けられた壇だん上じようへと視線を上げる。


　其そ処こには折れた龍角に包帯を巻いた連盟の長おさ───サラ＝ドルトレイクが立っていた。


　黒ウサギは星を見上げ、慌あわてて時間を確かく認にんする。


「ま、まずいのです！　サラ様と白しろ夜や叉しや様から開会式の進行を任されていたのでした！」


「うん？　白夜叉も来るのか？」


「ＹＥＳ！　急きゆう遽きよ足を運ぶことに………と、とにかく！　その小悪魔たちは、十六夜さんが保護していてください！」


　あいよ、と承しよう諾だくして手を振る。


　黒ウサギはウサ耳を逆立たせ、大急ぎで開会式場へと走るのだった。




　第三章







　───〝アンダーウッドの大樹〟会談室・深緑の間。


　ポロロは三度、文面を読み直した。其処に書かれていた推定採さい掘くつ量の総量は、彼が見聞きした知識と照らし合わせても尋じん常じよう外の規模だった。


（〝星の恩恵テラ・マテリアル〟………〝エーテル結けつ晶しよう体〟や〝神造貴金属オリハルコン〟を代表とした最高位の鉱物。神しん佑ゆう地や一等指定の霊れい地ちが、幾いく百年に一度産み落とすか否いなかという、極少数しか存在しないレアメタル………！）


　ジン＝ラッセルが提示した〝星の恩恵〟───〝金剛鉄アダマンテイウム〟は、その中でも最高硬こう度どを誇る物質である。しかし真に驚きよう異いなのは硬度だけではない。


　その最高硬度を保持したまま、他ほかの〝恩恵ギフト〟と融ゆう和わしやすいという特性があるのだ。


　例を挙げるのであれば、以前〝ノーネーム〟が対たい峙じした〝ペルセウス〟の武具も、この〝金剛鉄アダマンテイウム〟によって生成された武具の一つである。


　蒼そう白はくになるポロロを心配したキャロロは、同じように冷や汗あせを搔かきながら問いかけた。


「で、でもポロロ君。この書類だけで信じるのは早計じゃないかな………？」


「キャロ姉………確かに、この図面と書類だけじゃ信しん憑ぴよう性せいに欠ける。………だけど近年、〝ペルセウス〟がコミュニティの象しよう徴ちようでもある武具を、レプリカとして大量に製造したって話があっただろ？　当時はそんな量産方法があるはずないと思われていたみたいだけど………その背景にこの鉱山があったからと考えれば、むしろ納なつ得とくできる………！」





　───死の国の加護を持つ、不可視の兜かぶと。


　───ヘルメス神の加護を持つ、飛ひ翔しようする具足。


　二十年前にこの二つのギフトをレプリカとして量産に成功したことが、〝サウザンドアイズ〟の幹部に昇しよう級きゆうする切っ掛かけになったと巷ちまたでは噂うわさになっていた。


　星せい霊れいを封ふうじていた鎌かま・ハルパーも〝金剛鉄〟製ではあるが、此方こちらは何らかの理由で量産できなかったのだろう。





　ポロロは背筋が凍こおるほどの戦せん慄りつを感じていた。


　この鉱山は、神話に息吹いぶく数々の武具を再現できる可能性があるのだ。


「もしも〝ノーネーム〟がそのまま存続していたのなら、取引相手の最大手は間ま違ちがいなく〝サウザンドアイズ〟だ。其処から組織内で流通していたに違ちがいねえ………！」


　そもそも、〝神仏の加護を得た武具のレプリカ〟というのが出来過ぎだったのだ。


　そんな神かみ憑がかった製造法が何の種も仕し掛かけも無いところから出てくるはずがない。レプリカとはいえ、その根本は奇き跡せきの御み業わざで編まれたギフトなのだから。


　鉱山の図面と採掘量を記した書類から手を離はなしたポロロは、睨にらむようにジンへ問う。


「だが一番不可解なのは其処じゃねえ。一体どうやったらこんな鉱山が産まれるんだ？　書面に書いてある採掘総量が確かなら───〝アンダーウッド〟を埋うめたてても、まだ残る量だ」


「それについては説明する義務はありません」


　ジンは即そく答とうした。絶対の拒きよ絶ぜつを含ふくんだ声こわ音ねに、ポロロも口を噤つぐむ。今やお互いの立場は逆転していた。


　此処までの交こう渉しようは〝ノーネームが、如何いかなる犠ぎ牲せいと対価を払はらうか〟が焦しよう点てんだった。


　しかし今は〝六本傷が、如何なる経済的支し援えんを行うか〟という焦点に変わっている。


　それほどまでにこの鉱山の利権は魅み力りよく的だった。もしも黙だまって見み逃のがせば、この影えい響きようは〝ノーネーム〟と〝六本傷〟の間の問題だけに留とどまらない。


　それこそ、東と南のパワーバランスが一いつ瞬しゆんにして崩くずれ去るほどの大金山なのだ。


（対魔ま王おう時の強制介かい入にゆう………これを白紙にして、互いが対等の立場であることを表明する………いや、駄だ目めだ！　先に俺が譲じよう歩ほしたら、今後の上下関係が決定的になる………！）


　無論、最終的には白紙になるだろう。


　しかしそれはあくまで『〝ノーネーム〟から提案された』という形でなければいけない。もしポロロ側から譲歩の提案をすれば、ジンはあの頼たよりない笑え顔がおでこう告げるだろう。


「───では、いくらまで出しますか？」、と。


　この一言に反論できる手て駒ごまを残しておかねば、今後の同盟でずっと顎あごで使われることになる。莫ばく大だいな利益が出せる前提があったとしても、主導権を奪うばわれることは何としても避さけねばならなかった。


「………なるほど。労働力に二百人ほど貸して欲しいって理由はよく分かった。でもそれだけじゃ此方も義理に欠く。もしよければ、〝金剛鉄〟を市場に卸おろすのを手伝って、」


「ご心配には及およびません。〝六本傷〟に求めるのは労働力だけで結構です」


「っ………いや、ジン＝ラッセル。アンタのその発言は鉱石の原価ってのを分かってないな。金にせよ銀にせよ宝石にせよ、現物をそのまま市場に卸したところで安く叩かれるだけだ。取引っていうのは信しん頼らいと実績が必要だからな。俺達なら確実に利益を上げられる流通ルートがあるぞ？　なんなら次期〝階層支配者〟である〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟に、契けい約やくを申し込んでも、」


「いえ、現物をそのまま流すつもりはありません。………っと、すいませんでした。先に話しておくべきでしたね」


　そう言ってジンは鞄かばんの中から一枚の封ふう書しよを取り出す。


　封ふう蠟ろうに刻まれた印を見て、ポロロの表情が固まった。


「ウィ、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の旗印………!!」


「はい。僕らは彼らと既すでに同盟の盟約を交かわしています。彼らは下層でも屈くつ指しの錬れん成せい技術を持つコミュニティ。〝火龍誕生祭〟に出展された白銀の燭しよく台だいセットは見ましたか？」


「い、いや………でも、最さい優ゆう秀しゆう賞を取ったのは聞いている」


「はい、それはもう素す晴ばらしい出で来き栄ばえでした。その腕うで前まえを見込んで、僕らは〝金剛鉄〟の精せい錬れんを彼らに任せ、武具に加工されたものを市場に卸そうと思ってます。北では今や、彼ら〝ウィル・オ・ウィスプ〟は一つのブランドになっているぐらいですし」


　そうだろうさ、と内心で愚ぐ痴ちを吐はく。


　最年少〝階層支配者〟として話題を呼んでいるサンドラ＝ドルトレイクが絶賛し、己おのれの身の回りの器具を一式彼らに注文したという話も彼の耳には入っていた。


　期待の新星・〝ウィル・オ・ウィスプ〟製の武具、というふれこみだけでも注文が殺さつ到とうすることは目に見えて明らかだ。


　そしてそのブランド価値は───悔くやしいことに、〝六本傷〟を上回っているだろう。


「……………、」


　もしも此こ処こで経済支援を申し込んだとしても、利益には繫つながらない。彼らは最初に全財産オールベツト───同士の命を交渉に差し出している。


　だからこそポロロも〝あらゆる金銭的支援に無む償しようで応こたえる〟と告げたのだ。此処で彼が『経済支援をしてやる。だから利益の数％を寄よ越こせ』と言えば、命を賭かける彼らの同士を軽かろんじたとして、交渉は決けつ裂れつとなる。


　同士の命に安値を付ける同盟に賛同するほど、この少年は甘くないだろう。


　ポロロは考え込んだ末にたっぷりと三分間黙り込み───諦あきらめた様に、溜ため息いきを吐いた。


「………だぁークソッ！　俺の負けだ、ジン＝ラッセル！　そっちの要求を全面的に呑のんでやるから、一口嚙かませやがれこの野や郎ろうっ！」


「ポ、ポロロ君………！」


「悪い、キャロ姉。相手の手札が強すぎる上に、メイキングも上手と来たもんだ。俺には打つ手が考え付かない。………せめて〝金剛鉄〟の情報を摑んでいれば、俺も初めっから吹ふっかけたんだけどな。このままじゃ美味うまいところ全部かっさわれて終しまいだ」


　ドサッと背せ凭もたれに身を預けるポロロ。ジンも少し肩かたの力を抜ぬいて応えた。


「そうは言っても、この情報は僕と腹心の二人しか知りません。後ろの二人にも教えていなかったので………正直な話、視線が痛いです」


　ジンは恐おそる恐る振ふり返る。後ろのメイド二人は半口を開いたまま事の成り行きを見守っていた。まさか彼が───否、己の所属するコミュニティに、そんな隠かくし財産が存在するなど想像してなかったのだろう。ペストは口元をヒクつかせ、辛かろうじて笑って見せた。


「………あのヘンテコ男が全面的に任せるわけね。パワーゲームにすらなってないわ。情報の隠いん匿とくに成功した時点で、ジンの勝利は確定だった」


「うむ。しかし何にせよ、お見事だったぞ頭首殿どの」


　肩の力が抜けたように安あん堵どする白しら雪ゆき姫ひめ。


　二人の言葉を聞いて、ジンも安堵したように苦く笑しようした。


　ポロロは前ぜん傾けいに身を乗り出し、緊きん張ちようを帯びたような声音で問う。


「………一つだけ教えてくれ。お前は何で、巨龍との戦いを焦点に持ってこなかった？」


「というと？」


「とぼけるなよ。お前ら〝ノーネーム〟が巨龍を倒たおしたことは〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の同士なら、誰だれもが知っていることだ。俺はてっきり、その功績を交渉の主しゆ軸じくに持ってくるものとばかり思っていたが」


　───〝魔王から助けてやったのだから、有利な同盟を結べ〟と。


　ポロロが警けい戒かいしていたのは唯ただ一つ、その一言だった。


　確かに魔王から救ってくれたことはコミュニティを挙げて感謝し、称しよう賛さんするべきことだ。しかしそれを笠かさに着て後々にまで恩義を押し付けられたのでは堪たまったものではない。


　かと言って無下に扱あつかえば、此方が不義理者として吹ふい聴ちようされて貶おとしめられる。


　戦せん闘とうに特化したコミュニティが、商業に特化したコミュニティを救った場合、大多数はこういった関係に陥おちいってしまうのだ。


「けどお前はそれをしようとしなかった。………何故なぜだ？　誇ほこりが邪じや魔まをしたか？」


　ポロロは他意なく問いかける。ジンの戦略が不快だったわけでは無い。


　純じゆん粋すいに、警戒していた敵の手札が切られなかったことが不思議だった。


　それを察したジンは腕うでを組み、逆に問い返す。


「えっと、ポロロって呼んでいい？」


「ん？　おお、いいぜ。俺もジンって呼ぶし」


「うん。ポロロは、僕が恩に着せることを警戒し、返し手を用意していたんだよね？」


「当ったり前だろ。四十八手用意していた───とは言わねえが、切り返す手はいくつかあったからな。それが何か？」


　見下されたと思ったのか、ポロロは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。


　しかしジンはむしろ明るく笑い、


「───だからだよ。切り返されると分かってる宝刀なんて意味ないじゃないか。だから初めから〝恩に着せずに君に勝つ〟というのが、今回の交渉ゲームの縛りルールだったんだよ」


　今度こそポロロは目を丸くして瞳ひとみを瞬またたかせた。


　そして弾はじけるような哄こう笑しようをあげ、膝ひざを叩たたいた。


「ハハッ、なるほどな！　つまりジンは、俺が十全の対策を練ってくると思った訳だ」


「違う。信じたんだよ。此これから同盟を組む相手なら、それぐらいの能力は持っているに違いないって」


　むしろそうでなければ困る、と。


　ジンのそんな口ぶりに、ポロロは一層の笑い声を上げた。


「おおっし、分かった！　其そ処こまで見込まれて退ひいたら〝六本傷〟の名折れだかんな！　全面的に協力してやるよ。ただ投資と派は遣けんについては一度現場を見てみないと何とも言えねえし、採算と見積もりを出さなきゃいけない。そろそろ開会式が始まるし、今日は同盟の合意を得たことで会談を終えたい。いいか、ジン？」


「わかった。よろしく、ポロロ」


　幼い長おさは互たがいに握あく手しゆを交わし合う。ポロロは席を立ち、その場で大きく背せ伸のびをした。


「よっしゃ、今日は同盟記念だ。よかったら収しゆう穫かく祭で何か奢おごるぜ？　後ろの二人も腹減っただろ？　特に小さい方は育ちざかりっぽいし」


　ポロロがからかうように言うが、しかしペストは悠ゆう々ゆうと聞き流した。


「おお、そうだ。後で〝ウィル・オ・ウィスプ〟も紹しよう介かいしてくれよ」


「いいけど、商談？」


「いや、個人的な謝礼。オヤジがジャックに世話になったらしいから───」


　ふっと、唐とう突とつに言葉を切る。


　ポロロは自分の言葉を反はん芻すうするように嚙みしめ、真しん剣けんな表情へと切り替かえる。


　ジンへと振り返った彼は、そのままメイド二人にも視線を向け、


「───クソ、負ける筈はずだ。交渉に専念しすぎて、俺は一番肝かん心じんな事を蔑ないがしろにした」


「え？」


　誰に宛あてたわけでもなく、己自身を戒いましめるかのような声音。


　ポロロは真っ直すぐに〝ノーネーム〟の同士を見つめ、





「───ジン＝ラッセル、及び従者の御お二人ふたり。この度たびは魔王から〝六本傷〟の同士を救ってくれて感謝します。この恩は〝六本傷〟が存続する限り、決して忘れはしない」





　少年とは思えない真しん摯しな瞳で、感謝を告げた。


「………悪い、どうかしてた。新頭首として初めに感謝を告げなきゃいけなかったのに」


「別にいいよ、そんな事。でも、どうしてもお礼を告げたいのなら、それは彼らに………僕の同士たちに告げて欲しい」


「分かった。必ず伝える。………ちなみにジンの同士って、やっぱり強いのか？」


　興味本位と、少年らしい強者への羨せん望ぼうを込めて問う。


　ジンもここぞとばかりに胸を張って返した。


「当然っ。僕ら〝ノーネーム〟が誇る、東側でも屈指の参加者プレイヤーさ」


「おお………！　なら、うちの師し匠しようとどっちが強いかな？」


「師匠？　ポロロの？」


「おう。収穫祭に遅おくれたのは修しゆ行ぎようの関係もあったからでさ。───ふふん、師匠の名前はジンも聞いたことぐらいあるはずだぜ。何と言っても師匠は、かの高名な蛟───」


　その時、息せき切ってドアを破る者がいた。


　ドアを蹴けり破った虎とら耳みみの少女は額から流れる汗あせを拭ぬぐい、深緑の間を見み渡わたす。


「し、失礼します！　此方こちらにジン＝ラッセル様はいらっしゃるでしょうか!?」


「え？　え、えっと、ジン＝ラッセルは僕ですが」


「では至急広場まで来てくださいッ！　我々では、彼らを抑おさえられません！　頭首であるジン様から止めるように言ってください！」


　………まさか、とジンは蒼そう白はくになる。


　白雪姫も嫌いやな予感がして後あと退ずさる。


　ペストは面おも白しろい予感に駆かられ、ニヤリと笑った。


「そ、その………広場で、一体何が？」


　戦せん々せん恐きよう々きようとした声こわ音ねで問う。


　伝令の虎耳少女はゴクリと息を呑み、


「収穫祭の最中、〝ノーネーム〟と〝二翼〟の長・ヒッポグリフのグリフィス様の間でいざこざがあったらしく───両者は今や一いつ触しよく即そく発はつ！　このままでは、両コミュニティが衝しよう突とつしかねない空気であります───!!!」




　第四章







　───〝アンダーウッド〟収穫祭・最下層の広場。


　開会式が開かい催さいされるより僅わずか前。


　夕焼けの空も沈しずみきり、夜の帳とばりが大樹の地下都市を包み込む。


　大樹の住人達はますます盛り上がり、宴うたげはこれからだと言わんばかりに篝かがり火びを焚たいて都市を照らしている。それは何も獣じゆう人じんたちが夜行性だからという理由だけではない。


　前夜祭で集めた肉や果実が振る舞まわれる時刻になったのが一番の原因だろう。


　芳こうばしい薫かおりの肉を焼き、瑞みず々みずしく実った果実を齧かじり、自前の蔵くらで酒造した酒を酌み交かわす。収穫祭の醍だい醐ご味みは正に、この瞬しゆん間かんの為ためにあると言っても過言ではない。


　コミュニティの垣かき根ねを越こえて、木き彫ぼりの杯さかずきにラム酒を注いで鳴らし合う参加者たち。


　春日かすか部べ耀ようは二人を担かついで飛ひ翔しようしつつ、眼下の盛り上がりを恨うらめしそうに見つめていた。


「ね、ねえ、飛鳥あすか。立食会も始まってるし………そろそろ、諦あきらめない？　下からはほら、焼き玉蜀黍とうもろこしの美味おいしそうな匂においが、」


「そんなのは後でも食べられるわ！　今はあの子達を見つけ出すのが先よ！」


「そうです！　あの子達がいないと白しろ夜や叉しや様に命令された人ひと捜さがしが………と、とにかく捜すのですッ！」


　蒼白になったり真っ赤になったりと姦かしましい飛鳥と女性店員。


　しかし捜すと言っても、上空からあんな小さな精せい霊れいを捜せるはずがない。


　其処で頼たのみの綱つなとなったのが耀の嗅きゆう覚かくなのだが………


（………お腹なかへった）


　キュゥ、となるお腹。誘ゆう惑わくに負けそうになりながらも律りち儀ぎに捜す耀。


　眼下では着々と開会式が進められており、宴えんも闌たけなわといったところだろう。


〝ノーネーム〟の中では立食会を人一倍楽しみにしていた耀にとって、これは軽い拷ごう問もんだろう。人付き合いの難しさとしがらみに項うな垂だれるが、ふと気になる匂いを嗅かぎ取る。


（この匂い………十六夜いざよい？）


　匂いのした場所に視線を向ける。其処では麻あさ袋ぶくろを持った十六夜とリリが、楽しそうに食事をしていた。


「───飛鳥」


「何？　見つけた？」


「もうやだ。降りる」


　………は？　と二人が疑ぎ問もん符ふを浮うかべると同時に───三人は、唐突に落下し始めた。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟食料置き場・第十三テーブル。


「ま、これだけ詰つめ込めば問題ないだろ」


　人間大にまで膨ふくれ上がった麻袋───もとい肉袋ぶくろを二つ作る。


　鷲獅子グリフオンは生肉が好きなのか、それとも調理した物が好きなのか、好みが分からなかったので手当たり次し第だいに詰め込んでしまった結果、こんな膨ぼう大だいな量になってしまった。


　二つの肉袋を担ごうとすると、後ろから元気に駆け寄るリリの声が聞こえた。


「十六夜様ー！」


「ん？　どうしたリリ。手伝いは終わったのか？」


「はい！　お小こ遣づかいも貰もらいました！」


「そうかい。目標額には届きそうか？」


「はい！　これなら全然大だい丈じよう夫ぶです！」


　ひょコン！　と狐きつね耳みみを立てるリリ。小皿に盛ってきた料理を十六夜に手て渡わたしたリリは、開会式場を見上げ、瞳を輝かがやかせる。


「実はこの収穫祭、白夜叉様も来られるそうなんです」


「ああ、そうらしいな」


「はい。収穫祭に祝いの品として、強大なギフトを授さずけるとか───」


　リリが言い終わる前に、広場の篝火が一いつ斉せいに消えた。


　壇だん上じようの周囲を照らすための演出だろう。いよいよ収穫祭が始まるのだと知り、騒さわいでいた参加者が静まりだす。


　舞ぶ台たい袖そでの篝火に火が灯ともされると、袖から出てきた黒ウサギは意い気き揚よう々ようと右手を掲かかげ、収穫祭の音おん頭どを取る。


「大変長らくお待たせしました！　此これより〝アンダーウッド〟の収穫祭を開催します！　進行は〝サウザンドアイズ〟の専属審しん判ぱんでお馴な染じみ、黒ウサギがさせていただきます♪」


　大樹の地下都市に、割れんばかりの歓かん声せいが上がる。


　まるでその合図を待っていたかのように突とつ然ぜん、肉袋の中から四体の精霊が一斉に飛び出した。


「お、」


「きゃ………!?」


　リリは爆ばく発はつした肉袋に驚おどろいて引っくり返る。


　周囲の人間も同様に驚きの声を上げて避ひ難なんした。


　キャー！　と赤紫マゼンダのワンピースを揺ゆらして飛翔する小こ悪あく魔またちは、並んで一言ずつ、


「ばかやろー！」


「あほやろー!!」


「タコやろー!!!」


「イカやろー!!!」


　ギャーギャー！　と、口々に罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てた彼女たちは、大樹の天てつ辺ぺんを目指して飛び去っていく。一連の騒そう動どうに呆あつ気けにとられた十六夜とリリだったが───


　ほんの数十秒後。二人はもっと馬ば鹿か馬ば鹿かしい光景を目まの当たりにした。





　　　　＊





　黒ウサギは壇上で、主しゆ催さい者しやと主しゆ賓ひんの入場を呼びかけた。


「それでは！　〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭・主催者代表であるサラ＝ドルトレイク様！　最高主賓である〝サウザンドアイズ〟の白夜叉様！　壇上にて、開会の言葉をお願いします！」


　それを合図に、壇上の篝火が燃え盛る。


　舞台袖から現れたサラは普ふ段だんの軽装ではなく、地域でも特有の染せん色しよくで彩いろどられた衣装を着こみ、長い髪かみを三つ編みにし、頭上で髪留めと装そう飾しよくで着き飾かざった姿だった。折れた龍りゆう角かくの傷が見えないようにという配はい慮りよだろう。褐かつ色しよくの肌はだで健康的な美しさを持つサラが正装で着飾ると、普段とは印象の違ちがった美しさが際きわ立だって見えた。


　壇上に立った彼女は凛りんとした眼まな差ざしで地下都市を見渡し、優やさしく微笑ほほえみかけている。


（………あ、あれ？　白夜叉様は？）


　予定では、サラと共に白夜叉も入場するはずだった。ハプニングがあったのではと一いつ瞬しゆん焦あせったが、曲がりなりにも進行を預かる身である。


　大樹の天辺に煌こう々こうと焚かれる火を見て、すぐに順序が変わったのだと察した。


（なるほど！　では其方そちらに注目を集めなければ………！）


　クルリと舞台袖でロンドを踏ふんだ黒ウサギは、参加者たちに天を仰あおぐように呼びかけた。


「それでは皆みなさん！　大樹の天辺にご注目下さい！」


　ザッと参加者が天を仰ぎ、会場は静まり返った。


　耳に届くのは夜風に揺れる大樹の葉が擦すれ合う音だけだ。


　参加者・主催者一同は開会の厳おごそかな一言を待ちわびる。


　皆が天を仰いで数秒後。大樹の天辺に、綺き羅らと輝く白銀の光が靡なびいた瞬間───


　黒ウサギは、壮そう絶ぜつに嫌な予感に駆られた。








「───天が呼ぶッ！


　　　　地が呼ぶッ!!


　　　　人が呼ぶッ!!!


　　　　少し落ち着けと人は言うッ!!!」








　その通りだッッッ!!!


　しかし黒ウサギの心の声は軽くスルー。声の主は掛かけ声とともに大樹の天辺から飛び降りる。燦さん然ぜんとした燐りん光こうを放出しながら飛翔する、神こう々ごうしいお馬ば鹿か。


　永遠の不落を司つかさどる、純白の太陽。地平と星空の境界を塗ぬり潰つぶす者。


　東が誇ほこる最強の問題児───〝白き夜の魔ま王おう〟・白夜叉の降臨である。


「大樹の子らよ！　十年という瞬またたきの間に過ぎる時の中での復興、誠まことに見事であった！」


　優ゆう雅がに着物の袖を振ふりながら壇上に降り立つ。


　白地に漆しつ黒こくの双そう女め神がみを描えがいた扇おうぎを勢いよく開いた白夜叉は、前座の奇き行こうからは考えられないほど荘そう厳ごんな存在感のある声で告げる。


　彼女は二枚の旗印を取り出して広げ、高らかに掲げた。


「そして〝アンダーウッド〟を支え、共に戦った〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の同士諸君！今こ宵よいはおんしらの栄えい誉よと功績を称たたえ！　南の〝階層支配者〟に与あたえられしこの恩おん恵けい───二千年の霊れい格かくを誇る、〝鷲わし龍りゆうの角〟を授じゆ与よする！」


　雄お々おオオオオオオオオオオオッ!!!　と、割れんばかりの歓声が地下都市を揺らす。


〝鷲龍の角〟とは、ドラコ＝グライフが授かっていた霊格をそのまま次代に寄き与よした恩恵である。連盟の同士たちにとっては至宝にも等しい品だった。


　その歓声の衝しよう撃げきは断だん崖がいを揺らすほどに響ひびき渡わたり、大樹の枝を盛大にざわつかせた。


「尚なお、この授与式は収穫祭の最終日に行わせてもらう予定だ。それまでは皆、この収穫祭を存分に楽しんでくれ。───私からは以上だ」


　壇上から下がり、右手でサラを前に促うながす。


　達観した瞳ひとみで壇上に登ったサラは、母のように温かい瞳で都市の隅すみ々ずみまで見み渡わたした。


「───宴えんも闌たけなわな所を申し訳ない。長々しい言葉で何時いつまでも祭りを中断させては無ぶ粋すいの極きわみ………では、あるのだが。今日この瞬しゆん間かんだけは、私に語る時間が欲しい」


　サラが話し始めると、先ほどまでの歓声が噓うそのように静まり返る。


　雄々しく靡く大樹の旗を細目で見上げ………一つの使命の終わりを胸に抱いだき、サラは語った。


「三年前………誰だれもが知っているとは思うが。私は跡あと継つぎの座を捨て、単身で故郷を飛び出してきた。家か督とくを継つぐ使命に背を向け、その責任から逃にげ出してきたのだ。そんな私を迎むかえ入れてくれたのが、この〝アンダーウッド〟と〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟だった」


「……………」


「家督に対する裏切り行こう為いは、如何いかなる世界でも許されることではない。にも拘かかわらず私を信しん頼らいし、〝一本角〟の頭首に推すい薦せんしてくれた先代や同士達には、感謝の言葉も無い。その信頼に応こたえたくて今日までがむしゃらにやってきたが………さて。私は期待に応えられたのだろうかと、この瞬間も迷い続けている」


　珍めずらしく、困ったような笑えみを浮かべるサラ。その気き恥はずかしそうな笑みでさえ、今は充じゆう足そく感で輝いて見えた。


　十六夜は広場からサラを見上げ、自分たち三人の立場と似ていることに気が付く。


　───〝家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い〟


　二百年の人生を捨て、故郷を捨て、飛び出した彼女は………自分たちと同等か、それ以上の覚かく悟ごを持って出しゆつ奔ぽんしていたのかもしれない。


　サラは雄々しく靡く旗を瞳に焼き付け、静かに言葉を締しめた。


「この収穫祭で覚えて帰って欲しいのは、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の就任だけではない。様々な苦難を乗り越こえた彼ら〝アンダーウッド〟再起もまた、広く覚えて帰って欲しい。………私からは以上だ。引き続き、収穫祭を楽しんで行ってくれ」


　彼女が壇上で一礼すると、万ばん雷らいの喝かつ采さいが地下都市を包んだ。


　割れんばかりの称しよう賛さんの最中───黒ウサギは瞳を潤うるませて二つの旗を仰いでいた。


（〝ノーネーム〟も何時いつかきっと………旗を取り戻もどすのですよ………！）


　ぐっ、と力強く拳こぶしを握にぎり、サラへ拍はく手しゆを送る。


　彼女への称賛と喝采は、舞ぶ台たいを降りた後も鳴りやむことは無かった。





　　　　＊





「………なるほど。此奴こいつは確かに強敵だ」


　万雷の喝采に、惜おしむ事無く倣ならう十六夜。この〝アンダーウッド〟の急速な復興は、彼女の持ち込んだ技術や知識によるものが少なからずあると聞いていた。


　ならば〝ノーネーム〟が初めに目標とするべきは、彼女たちの偉い業ぎようだろう。


「でもまあ、今はグリーに肉を届けに行くのが先だな。リリはどうする？」


「私は年長組を一度集めます。〝六本傷〟の名物料理がそろそろ焼きあがると聞きましたから」


「ああ、例の〝斬きる！〟〝焼く！〟〝齧かじる！〟の三工程で食べるアレか」


「はい。レティシア様曰いわく、『焼けた肉を食べる為ための肉料理』らしいです。一度食べてみたくて」


「そうか。ならリリとは此こ処こで───」


「それ、私も行く───!!」


　───ズブゥン！　と、落下の衝撃音としては柔やわらかい音。


　次いで聞きなれた人物の声が十六夜の背後で聞こえた。旋せん風ぷうと共に舞まい降りた耀は十六夜を無視し、ツカツカツカツカと一いつ瞬しゆんで詰つめ寄り、リリの肩かたを抱いた。


「それ、私も食べる。何ど処こにある？」


「え………え？　え、ええと、一つ上の断崖だと思いま」


「よし行こう飛鳥たちが目を覚ます前に行こうさあ行こうレッツ、立食！」


　狐きつね耳みみを跳はねさせて戸と惑まどうリリだが、耀の鬼き気き迫せまる形相に押し切られる。


　ひゃー、と悲鳴を上げるリリを担かついだ耀は、旋風を巻き上げて颯さつ爽そうと去って行った。


　………此これではまるで嵐あらしである。十六夜は一連の流れを呆あきれたように見ていた。が、そのすぐ傍そばに放置された飛鳥と女性店員に気が付いて手を差し伸のべる。


「………何やってんだ、お嬢じよう様さま」


「………十六夜君には関係ないわ」


　ぶすっ、と拗すねたように言いながら、十六夜の手を取る飛鳥。


　女性店員も埃ほこりを払はらいながら立ち上がり、今の失態が無かったかのような表情で問う。


「ところで其そ処この貴方あなた。つかぬことを聞きますが、」


「おい、着物が捲めくれて下着丸出しだぞ」


「拳ぐらいの小さな精せい霊れいを───え、噓!?」


「噓だよ」


　ズビシ！　と薙刀なぎなたを一いつ閃せんする女性店員。十六夜は白しら刃は取りで刃を受け止めた。


　薙刀の不自然な大きさからしてギフトカードから取り出したのだろう。ほぼノータイムで振りかぶった女性店員に、十六夜は感心の声を上げた。


「あれ、只ただの店番じゃなかったのか？」


「店番が武術の心得を持ってるのは当然です。貴方のような不ふ埒らち者を切り捨てるのが御お役やく目めなもので………！」


　ギリギリと鬩せめぎ合う二人。


　飛鳥も、ため息交じりに説明した。


「実は………本当に丸見えよ」


「噓!?」


「噓よ」


　ズビシッ！　と薙刀を離はなした手で手刀する女性店員。


「ば、馬鹿ばっかりですか貴方たちのコミュニティは!?」


「「否定はしない」」


「そこは噓でも否定なさい！」


　うがーッ！　と顔を真っ赤にして怒おこる女性店員。


　意外にからかいがいのある人だな、と二人は再さい認かく識にんし合うのだった。





　　　　＊





　───〝六本傷〟主しゆ催さい・立食会場。


　ガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツガツ！


　その音と光景は、何時いつしか観衆の的となっていた。


　耀の食べっぷりは、会場に居た全員が押し黙だまるほど圧あつ倒とう的なものだったのだ。


〝斬る！〟〝焼く！〟〝齧る！〟の三工程すらすっ飛ばして、〝食べる！〟という気き迫はくだけで、瞬きの間に口の中へと吸収されていく。


　誤解が無いように言うならば、決して品無く食べているわけでは無い。


　ナイフやフォークを使う作法はむしろきちんとしていたし、皿を口元に寄せて食べるようなことは一度もしていない。


　だというのに───気が付けば、皿から料理が消えているのだ。


　その異様な光景に、百ひやく戦せん錬れん磨まの料理人たちでさえ戦せん慄りつした。


「ば、馬鹿な!?　あの小さな口が、この速度で食べ続けられる筈はずがねえ………！」


「まさか口の中に、料理を収納する系統のギフトを!?」


「いいや、そんな小細工なんかじゃねえ！　この女は只ただ々ただ純じゆん粋すいに───嚙んで飲むのが早いんだッ!!!」


　なっ………と絶句する料理人たち。


　観衆たちも同様に息を呑のんだ。


　耀はその間も料理を飲み込んだ。


「目視すら出来ないほどの………高速の、大食漢だって………!!!」


「ハッ、おもしれぇじゃねえか！」


「応さ！　十年前の英えい雄ゆうを思い出させてくれる戦士だ！　おい、野や郎ろうども！　食しよく糧りよう庫からありったけ持って来い！　こうなったら、全面戦争だあああああああ!!!」


　雄々！　と雄お叫たけびを上げて食材を次々と捌さばいていく料理人たち。


　そのやり取りを辛かろうじて聞いていた耀は───ゆっくり食べることを止めた。


　遠えん慮りよを無くし、更さらに速度を加速させていく。


　速く速く速く、鍋なべに火が点つけられるより速く、熱が伝うよりも速く、刃が肉を裂さくよりも速く、一心不乱に加速していく───!!!





　　　　＊





「…………………………………………………………………………………………えっと、」


　リリは唯ただ一人。


　会場の熱と光景に付いていけないまま、ポカンと立ち尽つくしていた。


　此処で自分がツッコミを入れたら、きっと会場は冷めてしまうだろう。そうなってしまえば耀と料理人たちは只の痛い人である。


　リリは会場の空気を読んだ末───流されることを選んだ。


「よ、耀様！　頑がん張ばって！」


「おう、お嬢じようちゃん頑張れ！」


「だらしねえぞ料理人！　もう二皿しか残ってねえぞ！」


「うおおおおぉぉぉぉ！　負けるかああああああ!!!」


　ワーワーと異質な盛り上がりを見せる立食会場。


　リリは〝六本傷〟の名物料理を諦あきらめて、年長組を招しよう集しゆうしようと耀に背を向ける。


　しかし熱の高まる観衆の中でふと、冷めた声が聞こえた。


「………フン。何だ、この馬ば鹿か騒さわぎは。〝名無しノーネーム〟の屑くずが、意い地じ汚きたなく食事をしてるだけではないか」


　───え？　と足を止める。


　しかも声は一つではなかった。


「連中はアレですよ。巨きよ龍りゆうを倒たおして持もて囃はやされている猿さるの一人です」


「ああ、例の小こ僧ぞうのコミュニティか。………なるほど。普ふ段だんから残飯を漁あさっていそうな、貧相な身み形なりだ。碌ろくに食事も与あたえられていないのだろう」


「〝名無し〟である以上、一時の栄光ですからな。収しゆう穫かく祭が終わるころには皆みな、奴やつらの事など忘れております」


「違ちがいない。数日後にはまたゴミに塗まみれた残飯生活に逆ぎやく戻もどりです」


「ああ。所しよ詮せん、屑は屑。如何いかなる功績を積み上げても、〝名無し〟の旗に降り注ぐ栄光など、ありはしないのだから───」


「───そんなことありませんッ!!!」


　リリの叫さけびに、観衆の視線が一いつ斉せいに集まった。


〝ノーネーム〟を蔑さげすんだ男は、有ゆう翼よく人の類たぐいなのだろうか。人の姿に鷲わしと思われる翼つばさを生やしている。細身ながらも鍛きたえ抜ぬかれた体たい軀くを持ち、鬣たてがみのような髪かみと猛もう禽きん類るいのような瞳ひとみを持つ凶きよう暴ぼうそうな男は、鋭するどい眼光でリリを睨にらみつけた。


「………なんだ、この狐の娘むすめは」


「私は〝ノーネーム〟の同士です！　貴方の侮ぶ蔑べつの言葉、確かにこの耳で聞きました！　直ちに訂てい正せいと謝罪を申し入れます！」


　真っ赤に頰ほおを染めながら、ひょコン！　と狐耳を立てて怒るリリ。


　男の取り巻きは得心がいったように笑い、一歩前へ出る。


「なるほど。君が誰だれかはよく分かった。………でも君は、この御お方かたが誰かわかっていますか？　この方は〝二翼〟の長おさにして幻げん獣じゆう・ヒッポグリフのグリフィス様ですよ？」


　取り巻きの男たちの言葉に、今度はリリがたじろいだ。


「ヒ、ヒッポグリフ………？　でも、ヒッポグリフは鷲わし獅じ子しと馬の姿を持った幻獣で、」


「阿あ呆ほうか貴様。人化の術なんぞ珍めずらしくも無いだろうが。数が多い獣じゆう人じんどもの都合で変へん幻げんしてやってるだけだ。………それよりも、先ほどの放言のツケ。どう払うつもりだ？」


「ど………どうも何もありません！　謝罪を求めているのは此方こちらです！」


「ハッ、分を弁わきまえろ。グリフィス様は次期〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の長になられる御方。南の〝階層支配者〟だぞ。〝ノーネーム〟なんぞに下げる頭は無いわッ！」


「………待って。それ、どういうこと？」


　観衆の視線が、一斉に動く。


　取り巻きに強く反応したのはリリではなく、会場の中心にいた春日部耀だった。食事の手を止めた耀は訝いぶかしげな瞳でグリフィスを睨む。


　グリフィスは鬣のような髪を搔かき上げ、獰どう猛もうに笑った。


「何だ、あの女から聞かされてないのか？　あの女は龍角を折ったことで霊れい格かくが縮小し、力を上手うまく使いこなすことが出来なくなったのだ。実力を見込まれて議長に推すい薦せんされたのだから、失えば退たい陣じんするのが道理だろう？」


「………それ、本当？」


「狡こすい噓うそなど吐つかん。何なら本人にでも聞いてみるといい。龍種としての誇ほこりを無くし、栄光の未来を手た折おった、愚おろかな女にな」


　クックッと喉のどで笑うグリフィス。取り巻きもより品無く下げ卑びた声で嘲あざ笑わらった。彼の話す事実を知った観衆にも動どう揺ようが広がり、ちょっとした騒さわぎになっている。


　そんな最中、耀は無言で席を立ち、男たちへと近づいていく。


　鼻先三寸の距きよ離りにまで迫せまった耀は普段の口調のまま淡たん々たんと、


「………訂正して」


「何？」


「サラは、〝愚かな女〟じゃない。彼女が龍角を折ったのは、〝アンダーウッド〟を守るためで………私の、友達を守るためだ」


　耀は淡々と謝罪を求める。声こわ音ねの抑よく揚ようの無さは普段以上だろう。


　取り巻きの男たちはそれを鼻で笑い、グリフィスと耀の間に割って入る。


「おい小こ娘むすめ。いい加減に、」


　離れろ───という言葉は、その場では響ひびかなかった。


　取り巻きの男の言葉が紡つむがれたのは───地下都市から、二〇〇ｍも上空でのことだった。


「………え、……!?」


　ゴフッ、と吐と血けつして落下を始める取り巻きの男。一いつ瞬しゆんのことで何があったのか分からないまま、男は自由落下し、醜みにくく宙でもがきながら貯水池へと墜つい落らくした。


　一方の地上では、耀の見せた絶技に誰もが言葉を失っている。


　───時間にして、刹せつ那なより尚なお早く。


〝生命の目録ゲノム・ツリー〟を変幻させた耀は───〝光翼馬ペガサス〟を模したレッグアーマーを装着して、光の粒りゆう子しを含ふくんだ輝かがやく旋せん風ぷうを腹部に叩たたき付けて吹ふき飛ばしたのだ。


「ひ、光り輝く旋風………鷲獅子と、光翼馬のギフトだと………!?」


　もう一人いた取り巻きは意い気き消しよう沈ちんしたように蒼そう白はくとなって後あと退ずさりする。


　───翼を持つ幻獣は、それぞれが異なった恩おん恵けいを用いて飛ひ翔しようしている。鷲獅子の様に旋風を巻き上げる者もいれば、重量変化などで飛翔する者もいる。


〝光翼馬〟はその中でも特異な種である。彼らは光の様に輝くエネルギーを推進力として生み出して空を飛翔している。旋風で飛んでいるのではなく、力場のような物を作り出す事で、空中で停止することも可能だという。〝光翼馬〟の輝く推進エネルギーの本質は、〝サイコキネシス〟に近い性質を持つのだ。


「よ、耀様………凄すごい………！」


　リリは彼女が戦うところを初めて見て、その圧倒的な力に息を呑んでいる。


　耀はやはり無感情の瞳でグリフィスを見つめ、


「もう一度だけ言う。───訂正しろ」


　最さい後ご通つう牒ちようだと言わんばかりに、輝く旋風を掌てのひらの上で圧縮する。


　耀の抑揚の無い声は、むしろ怒いかりの表れだった。


　元来、本気で怒おこる事の無い少女である。人の陰かげ口ぐちなど意に介かいさず、自由奔ほん放ぽうに生きてきたのが春日部耀だ。その耀が本気で怒るほど、グリフィスは琴きん線せんに刃やいばを突つき付けた。


「………フン」


　圧縮される、閃せん光こうと暴風の渦うず。


　グリフィスはそれを前にしても余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべながら、


「そう言えば、もう一いつ匹ぴき───馬ば鹿かな真似まねをして誇りを手折った者がいたな」


「……………？」


「有翼の幻獣にとって、翼は空の支配者としての象しよう徴ちよう。王鳥である鷲ならば尚なお更さらのこと。───奴は元気にしているか？　〝名無し〟の猿を助けるために鷲獅子の翼を失い………愚かで陳ちん腐ぷな姿となった、我が愚ぐ弟ていはッ！」


　耀は愕がく然ぜんとした。あの高潔なグリーに、まさかこんな兄がいるとは予想だにしなかったのだろう。その隙すきを衝ついたグリフィスは距離を取って人化の術を解き、姿を激変させる。


　鷲の上半身と馬の下半身を持つ幻獣・ヒッポグリフ。しかし、その姿は───


『思い知るがいい、このまがい物の小娘が！　このグリフィス＝グライフこそ第三幻げん想そう種───〝鷲獅子グリフオン〟と〝龍馬ドラニコルホース〟の力を持つ、最高血統の混血だとッ!!!』


　雄叫びと共に、稲いな妻ずまと旋風が吹き乱れる。


　耀もまた臨戦態勢を取った。


　互たがいに退ひくことは無いと悟さとった観衆は悲鳴を上げてその場から逃にげ始めた。蜘蛛くもの子を散らすように我先に退たい避ひしていく。


　リリは一人、当事者として固かた唾ずを呑のんで動向を見守っていた。


（すみません、耀様………私が迂う闊かつな事を言ってしまったせいで………！）


　此これほどの騒ぎになってしまった以上、何らかの処しよ罰ばつが下されるだろう。


　その時に自分がこの場に居なければ、耀はより多くの罪を背負う事になる。だからリリは、その場から逃げずに踏ふん張っていた。


　閃光と暴風、そして荒あらぶる稲妻が、断だん崖がいに亀き裂れつが走るほど迸ほとばしる。


「………来る……！」


　両者は互いに必殺の瞬しゆん間かんを狙ねらって距離を測る。


　共に一足飛びで激げき突とつする位置に付き、いざ決戦を覚かく悟ごした刹那───








「はい、そこまで」








　───二人は、第三者によって同時に敗北した。




　第五章







　───〝アンダーウッド〟貴き賓ひん室。春日かすか部べ耀ようの個室。


　ふっと、耀は目が覚めた。


　水樹特有の水分を多量に含んだ空気が鼻び腔こうを擽くすぐる。どうやら大樹の中の一室らしい。ぼんやりと首を横にすると、三み毛け猫ねこが気付いたように走り寄ってきた。


『お、お嬢じよう！　大だい丈じよう夫ぶか!?』


「………三毛猫」


　巨きよ龍りゆうとの戦いで怪け我がをした三毛猫は、〝アンダーウッド〟で療りよう養よう中だった。腹に包帯を巻いたまま飛び乗ってきた三毛猫は大おお慌あわてで安否を問う。


『驚おどろいたでお嬢！　突とつ然ぜん運び込まれてきたと思ったら、気を失ったままやし！　喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいで一発殴なぐられたみたいやけど………痛くないか？』


　喧嘩の仲裁で殴られた───そう聞いて、耀はようやく現状を把は握あくした。


「………私、負けたの？」


『喧嘩か？　喧嘩は「喧けん嘩か両りよう成せい敗ばい！」ってことで収まったみたいやで』


「………？」


　いまいち、三毛猫の話が要領を得ない。耀は小首を傾かしげながら体を起こしてベッドから立ち上がる。すると腹部に鈍どん痛つうが走った。


「っ………!?」


　鈍にぶい痛みに少しよろめく。衝しよう撃げきの所為せいでよろめいたというよりは、驚きでよろめいたと言った方が正しい。痛みそのものは軽度だから、怪我も軽度だったのだろう。


　しかし、この痛みの原因が思い出せない。


　グリフィスは旋風と稲妻を操あやつって臨戦態勢を取っていた。ならばこの腹部の鈍痛はおかしい。何より、それ以外の外傷が全くないというのもおかしな話だ。


「………私は、」


　私は───一体、誰だれに負けたんだろう？





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭本ほん陣じん営えい。


　耀とグリフィスの騒そう動どうの後、十六夜いざよい、飛鳥あすか、黒ウサギ、そしてリーダーのジンは、揃そろって本陣営へと足を運んでいた。


〝二翼〟からはコミュニティの責任者にして頭首であるグリフィスが来ている。耀に殴られた取り巻きの男は重じゆう傷しようらしく、今も救護室で寝ね込こんでいるらしい。


　非常に険悪な雰ふん囲い気きの両者。テーブルを挟はさんで睨にらみ合っているが、一いつ触しよく即そく発はつの空気は変わりない。唯ゆい一いつ冷静なジンは、背中に止め処どなく流れる冷や汗あせを感じていた。


　報告書を読み終わったサラは、深い溜ため息いきを吐いて交こう互ごに視線を向け、


「………話はよく分かった。この一件は両者不問とする。しかし次に問題を起こしたら強制退去だ。───以上」


「ふざけるなッ!!!」


　怒ど声せいと共にテーブルを激しく叩いたのはグリフィスだった。


　その場にいた全員の視線が彼に集まる。


「サラ議長！　此奴こいつらは我らの同士を重傷に追い込んだんだぞ！　なのに処罰しないとはどういう了りよう見けんだ!?」


「それはお前たちにも非があるからだ。私に対する侮ぶ辱じよくは………まあ、目を瞑つぶってやるとしても、」


「馬鹿を言わないで！　それが一番重要でしょう!?」


　サラの言い草に怒りながら机を叩く飛鳥。


「私は貴女あなたが議長を退くなんて初耳よ。〝アンダーウッド〟を救った功労者である貴女が、どうして議長を退く必要があるの!?」


「それは連盟の事情だ。飛鳥に話せることは何もない」


　………なっ、と呟つぶやいて絶句する。


　まさかこんなにハッキリと拒きよ絶ぜつされるとは思っておらず、飛鳥は言葉を呑のんだまま歯を食いしばった。もしも龍角を失ったことが理由ならば、それは飛鳥に責任があると言っても過言ではないからだ。


　サラも申し訳なさそうに視線を逸そらし、先を続けた。


「………しかしグリフィス。彼らに対する侮辱は、行き過ぎた名めい誉よ毀き損そんだ。決けつ闘とうを申し込まれたとしても仕方のない行こう為いと言える。違ちがうか？」


　鋭するどい指し摘てきに、しかしグリフィスは食い下がる。


「確かに、決闘という形式ならば重傷を負っても仕方がない。しかしあの小こ娘むすめは問答無用で同士へ危害を加えたのだぞ！　過か剰じような暴力行為だろうがッ！」


　青筋を立てて怒り狂くるうグリフィス。しかしそれは同士の為ための怒りではない。公衆の面前で恥はじをかかされたという、利己的な理由でしかなかった。


　それを見み抜ぬいているサラだったが、敢あえてそれには言げん及きゆうせずに席を立つ。


　尚なおも食い下がろうとするグリフィスだったが、それを止めたのは別の人間だった。


「───君、その辺で止めときや。サラちゃん困ってるやんか」


　席に座らず、壁かべ際ぎわへと凭もたれ掛かかっていた男───喧嘩を止めた張本人である隻せき眼がんの蛟こう劉りゆうが、片割れしかない細い目でグリフィスに笑いかけた。


　サラもエセっぽい関西弁で〝サラちゃん〟などと呼ばれ、脱だつ力りよくしたように肩かたを落とす。


「蛟劉殿どの………その、二百歳にもなってサラちゃんというのは、」


「あっはっは！　僕の妹と同じこと言うねえ、サラちゃんは」


　愉ゆ快かいだとばかりにエセっぽい関西弁でエセっぽく笑う胡う散さん臭くさい蛟劉は、笑みのままグリフィスへ視線を向ける。


「まあ、ぶっちゃけた話をするとやな。君の言い分は一理ある。話を聞いた限りやと、〝名無し〟の子らはちょっと過剰防衛気味やなあ」


「な、何ですって………!!!」


　飛鳥は憤いきどおりを抑おさえながらも声を上げる。すぐに罵ば声せいを上げて立ち上がらなかっただけグリフィスよりは冷静だったが、それでも抑えきれない怒ど気きがあった。


「そもそも、貴方あなたは何者なの？　これは〝ノーネーム〟と〝二翼〟の問題でしょう？　だからこそ、〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟のサラが仲ちゆう介かいしているはずよ」


　敵意をたっぷり込めて告げる飛鳥。


　サラは大慌てで間に割って入った。


「ま、待ってくれ飛鳥！　この御お方かたは亡なきドラコ＝グライフの御ご友ゆう人じんで、連盟の御ご意い見けん番ばんでもある方なんだ！　決して怪あやしいものではない！」


「………御意見番だと？　そんな輩やからがいるとは初耳だが」


　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめるグリフィス。連盟の一角を担になう〝二翼〟の頭首が御意見番を知らないのはおかしい。


　彼の反応で一層の不信感を募つのらせる一同。


　蛟劉は軽けい薄はくな笑えみのまま困ったように頭を搔かき、袖そでから蒼そう海かいの色を持つギフトカードを取り出して見せた。


　其そ処こに記されたギフトネームを見て、皆みなの顔色が変わる。


　蒼海のギフトカードには───〝覆海大聖海を覆いし者〟の文字が記されていた。


「ふ………〝覆海大聖〟蛟こう魔ま王おうだと!?」


「こ、蛟劉さんが、七大妖よう王おうの一人だというのですか!?」


　グリフィスに続き、黒ウサギまでも声を荒げて驚く。


　蛟劉はバツが悪そうに頭を搔いてため息を吐ついた。


「昔はドラコ君やガロロ君をよく世話したったからなあ。その時の恩を今、一時の宿り木として返してもらってるんよ」


　悪意の欠片かけらも見せないような笑顔でケラケラと笑う蛟魔王。


　しかし黒ウサギの心情はそれどころではない。


　彼女はつい先日、白しろ夜や叉しやと共に彼の義ぎ兄きよう弟だいと会ったばかりなのだ。


（〝アンダーウッド〟の収穫祭に白夜叉様が来られたのは………まさかそれが理由!?）


　先日会った〝混天大聖〟・鵬ほう魔ま王おうは妖王の第四席。


　それに対し〝覆海大聖〟・蛟魔王は妖王の第三席。


　即すなわち───金翅鳥の王族に匹ひつ敵てきするか、もしくはそれ以上の実力者ということになる。


（信じられない………まさかこんな超ちよう大おお物ものが、下層で燻くすぶっているなんて。実力は最低でも五桁けたの魔王の筈はずなのに）


　実力者だと評価していたが、その更さらに上を行くとは思いもよらなかった。


　黒ウサギの視線に気づいた蛟劉も、にこやかに笑って返す。しかしこの笑顔、魔王と聞いてはより胡散臭い事この上ない。


「くっ………つまるところは穀ごく潰つぶしだろうが。巨龍との戦いにすら参加しなかったものが抜ぬけ抜けと御意見番を名乗りやがって。何の権限があって我らの戦いに割って入った」


「せやなあ。巨龍の件については申し開きも出来へんけど………今回の件は別や。無理やりにでもあの場で事を終える必要があったからな」


　何？　とグリフィスが牙きばを剝むいて睨む。


　蛟劉は細い瞳ひとみを僅わずかに開き、背筋が凍こおるような声こわ音ねで告げた。


「あのな、若いの。オマエ何ど処この誰に喧嘩を売ったと思ってるんや？」


「………？　何を今いま更さら。私は〝ノーネーム〟に」


「阿あ保ほ、この子らは問題ない。そしてサラちゃんにも問題ない。大きな問題があったのは、白夜王の同士を侮辱したことや」


　見開かれた朱あかの瞳に、グリフィスは言葉を呑み込んで蒼そう白はくになった。蛇へびに睨まれた蛙かえるとばかりに立ち竦すくんだグリフィスに、蛟劉は尚も追い打ちをかける。


「あの鷲獅子は〝サウザンドアイズ〟の同士やぞ。同士が負った名めい誉よの傷を侮辱されたと、身内贔屓びいきの白びやく夜や王おうが知ったら───〝二翼〟は、今日明日中に皆みな殺ごろしやで？」


「っ、………!!!」


「最強の〝階層支配者〟にして白びやく夜やの星せい霊れい。加えて恐おそろしい事に、太陽の主権を十四もそろえとる御方や。見も蓋ふたもないことを言えば───オマエ、十四体の巨龍と戦えるか？」


　此これにはグリフィスのみならずその場にいた全員が戦せん慄りつした。


　───巨龍は太陽の主権である〝蛇へび遣つかい座〟を媒ばい介かいに召しよう喚かんされていた。しかしこれは太陽主権の一つでしかない。


　太陽の主権者と呼び称しようされる白夜叉は、過半数である十四の主権を手にしているのだ。


「………ま、僕が君らを止めたのはそういう理由や。星霊とか仏様とか、敵に回すもんやないで？　敵に回したら最後、旗も残らず滅ほろぼされるだけなんやから。いやはや、アレは想像以上に辛つらいもんや。本当に………落日なんて、若いうちから経験するもんやないよ」


　皮肉を込めた口調で肩を叩たたく。


　その声音には、数多あまたの修しゆ羅ら神仏を敵に回した者だけが理解できる色を含ふくんでいた。


　グリフィスは不満そうな瞳を向けていたが………それでもこの場は押し黙だまった。蛟劉の意見は何もかもが正論だ。反論の余地などない。


　舌打ちしながら扉とびらに手を掛かけ、退出しようとするグリフィス。


　しかしその背を、納なつ得とくできない者の声が引き留めた。


「………おい、待てよ馬肉。何を勝手にまとめてやがる」


　なっ、とグリフィスは絶句しながら振ふり返った。


　それもそのはず、コミュニティの長おさである彼を〝馬肉〟呼ばわりする者など、今まで唯ただの一人もいなかったに違いない。しかし十六夜は一いつ切さい悪びれること無くユラリと立って、不ふ遜そんさと憤ふん怒ぬを込めた眼光を向けた。


「逃にげてんじゃねえよ。白夜叉の一件なんてそっちの都合だろうが。何で俺たちが譲じよう歩ほしなきゃいけない」


「い、十六夜さん………！」


　流石さすがに黒ウサギも焦あせった。


　彼女も憤りはあるが、無用な血が流れるのは望んでいない。皆殺しは言い過ぎだとしても、白夜叉は何らかの報復行為を取るに違いない。普ふ段だんはおちゃらけている白夜叉だが、牙が抜け落ちているわけでは無い。同士への侮辱を知った彼女は、万軍を蹴け散ちらす修羅神仏となって暴れるだろう。


　十六夜の発言を聞いた蛟劉も、半ば呆あきれたようにその肩を押さえた。


「あのなあ、ちょっと落ち着けよ少年。気持ちは分かるが、先に暴力振るったのは君らやで？　本来なら君らが裁かれる立場でもおかしくないんやから」


「ハッ、ふざけんな。じゃあ何か？　公衆の面前で、口こう舌ぜつで切りつけるのは無罪なのか？　口舌は刃やいばも無く、相手の身体からだに痣あざも残らなければ血も流さないが、代わりに魂たましいを傷つけ涙なみだを流させる。………俺に言わせれば、その方が悪あく辣らつで卑ひ劣れつだ。畜ちく生しよう以下のクソッタレだ。ましてや切られた相手が、十歳のガキとあっては尚なお更さらだ」


　憤怒の瞳で蛟劉を貫つらぬく。


　この剣けん幕まくにはむしろ同士である〝ノーネーム〟の方が驚おどろいた。普段から軽薄な笑みを浮うかべている十六夜が、同士の為に此こ処こまで怒いかりを露あらわにするとは思わなかったのだろう。


「白夜叉が牙を剝くとしたら、それは同じ口上の筈だ。………違うか？」


　十六夜に睨にらまれ、蛟劉も一考する。


「………なるほど。一理あるな」


「な、おいッ！」


「とはいえ、今は収しゆう穫かく祭の真っただ中。他ほかの参加者も楽しんどるし………どうやろ？　此処は一つ、箱庭らしくギフトゲームで決着を付けるというのは」


　蛟劉がにこやかに提案する。


　落とし所としては悪くない。十六夜も素す早ばやく頷うなずき、再度グリフィスを睨みつけた。


「二日後の〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟が、収穫祭で一番大きなゲームだったな。それで決着をつける。敗者は壇だん上じようで勝者に土下座だ。───異論はあるか？」


「………ふん。今から恥を搔く準備でもしておくのだな」


「俺の台詞せりふだ。覚えておけ、この馬肉。お前が抜いた刃は収める鞘さやの無い諸もろ刃はだ。お前が虚こ仮けにしたグリーの傷は、俺の手足の代だい償しようだ。その代償は必ず支し払はらわせるからな」


　十六夜の放つ強きよう烈れつな怒気に気け圧おされながらも、グリフィスは舌打ちしながら本ほん陣じん営えいを後にした。その背を見守った後、蛟劉は深い溜ため息いきを吐いて頭を下げた。


「すまんな、少年。君の言い分は一々尤もつともや。よう我が慢まんしてくれた」


「別に、アンタの為じゃない」


　フン、と鼻を鳴らして椅い子すに座り直す。


　しかし一転、十六夜は思い出したようにニヤリと笑って勢い良く問い返した。


「………けど驚いたぜ。強いとは思っていたが、まさか西遊記の蛟魔王とはな。アンタの記述はほとんど無いに等しいし、一度話を聞いてみたかった」


「あら、それを言うなら私もよ。西遊記ぐらい有名な物語だと、事実関係を検証してみたくなるわ」


「ＹＥＳ！　そういうことなら黒ウサギも聞いてみたいのですよ！」


〝ノーネーム〟一同、一いつ斉せいに瞳を輝かがやかせる。


　蛟劉は笑顔を引きつらせて後あと退ずさった。


「あーいやいや、そんな。年寄りの昔話なんてそんな、」


「美味うまい肴さかなはあるぞ」


「美味おいしい前菜もあるわ」


「美味しいお酒も………ありますけど、果か汁じゆうジュースで手を打って下さいな！」


　よし、準備完かん了りよう。そんな姿勢を見せる問題児二人とその代行。


　どうやら逃げられそうもないことを悟さとり、蛟魔王は観念したように笑って席に着くのだった。





　　　　＊





　───一方、その頃ころの壇上では。


　収穫祭の舞ぶ台たいを独どく占せんした白夜叉が、高らかに扇おうぎを掲かかげ、


「───というわけでッ！　収穫祭のメインゲーム・〝ヒッポカンプの騎手〟の水馬の貸し出しはッ!!!　全員、水着の着用を義務とするッ!!!」


「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!!」


「白夜叉様万ばん歳ざい!!!　白夜叉様万歳!!!　白夜叉様万歳!!!」


「〝サウザンドアイズ〟万歳!!!　〝サウザンドアイズ〟万歳!!!」


　熱い歓かん声せいで盛り上がる観衆たち。もとい酔よっ払ぱらい共。


　白夜叉は神こう々ごうしいまでに清すが々すがしい顔で両手を広げ、


「尚なおッ、専属審しん判ぱんの黒ウサギはッ!!!　審判中は常時・ビキニ水着だあああああぁぁぁ!!!」


「ッッシャオラアアアアアアアアアアアアアアア!!!」


「大正義白夜叉万歳ッ!!!　大正義白夜叉万歳ッ!!!」


「黒ウサギの水着万歳!!!　黒ウサギの水着万歳!!!」


「フハハハハハハッ!!!　諸もろ人びとよ、我を讃たたえよッ!!!　神仏よ、我を恐れよッ!!!　我こそは不落の太陽の具現ッ!!!　遥はるかな地平の支配者ッ!!!　〝白き夜の魔王〟・白夜王也なりッ!!!」





　───暴走していた。比ひ喩ゆではない。


　ツッコミ役の黒ウサギは不在。


〝主しゆ催さい者しや〟のサラも不在。


　ストッパーの女性店員は酔い潰つぶれている。


　枷かせを失った彼女を止められる者など何人もいるはずがない。むしろ参加者たちはノリノリで彼女の言葉を受け入れていた。


　収穫祭の初夜───暴走する白夜叉を止める者は無く。


　三日月の月明かりが、生ぬるく彼らを見つめていた。




　幕間







　───収穫祭の初日は大だい盛せい況きようで幕を閉じた。


　深夜を廻まわる頃には地下都市も静まり返り、静せい寂じやくが包み込んでいる。


　川辺の清せい涼りような風が大樹の葉を揺ゆらし、ザァッと吹ふき抜けて行く。篝かがり火びが消され、三日月から零こぼれる星光が水みな面もで揺れていた。


　大樹の天てつ辺ぺんで独り、杯さかずきを呷あおる人ひと影かげ。


　隻せき眼がんに眼帯を付けた男───蛟こう魔ま王おう・蛟こう劉りゆうは静まり返った水の都を見下ろして呟つぶやく。


「いやあ………昔話を語って聞かせたのは、さて。何年ぶりになるんかな………」


　蛟劉は結局、〝ノーネーム〟の彼らが寝ね付つくまで延々と昔話をさせられた。


　閻えん魔ま大だい王おうの元へ、七人の義ぎ兄妹きようだいと戦いを挑いどみに行ったこと。


　東とう海かい龍りゆう王おうの元へ、神しん珍ちん鉄てつの恩おん恵けいを搔かっ攫さらいにいったこと。


　[image: 〓]な[image: ]た太たい子しを下し、中ちゆう華か天てん帝ていへ宣戦布告をしたときのこと。


　そして七人の義兄妹の中心にいた人物───美び猴こう王おう・〝斉天大聖〟のこと。


「─────」


　スゥと細い瞳ひとみを見開いて三日月を見つめる。


　幾いく百幾千の月を見上げ、その度たびに記き憶おくの奥から浮ふ上じようする面おも影かげ。


　揺れる穂ほ波なみの如ごとき麗うるわしの金毛。


　大地の息吹いぶきを彷ほう彿ふつさせる快活な笑え顔がお。


　天上より魔ま王おうの烙らく印いんを受けながら───己おのれを大聖者だと訴うつたえ、正義を謳うたった愚おろか者。


（地球の半星霊………孫そん悟ご空くう姐あねさん）


　蛟劉は視線を落とし、遠い日の面影を杯の朧おぼろ月づきに浮かべて一気に呷る。


　───半星霊とは、星霊とは別の使命を課せられた最高クラスの精せい霊れいの名めい称しようである。


　星の恩恵によって誕生した彼らは、己を産み落とした土地の守護者として山神や海神、地母神として成長する。猿神ハヌマンもその一種だろう。彼らは幾いく星せい霜そうの月日を得て、やがてその一人だけが真の星せい霊れいとして覚かく醒せいする。率そつ直ちよくに言うと、星霊の候補者たちだ。


　だが孫悟空は違ちがった。否いな、本来なら彼女も半星霊としてそうなるはずだった。


　彼女は伝承だと、活火山である花果山の頂にあった仙せん石せきから生まれたことになっている。しかしこれには途と方ほうもない誤解があった。


　そもそも孫悟空を産む仙石が地上に姿を現したのは、花果山の誕生と同時期───即すなわち大陸の発はつ祥しようにまで遡さかのぼる。彼女は星の地ち殻かくから噴ふん出しゆつした土石流と共に地上へ運ばれたのだ。本来なら星の中心部で生まれるはずだった孫悟空は、授さずかるはずだった知識と使命を授からなかった。


　神しん霊れいにもなれず、仙せん人にんにもなれず、物の怪けにもなれない。


　己を探す旅路の果てに辿たどり着いた答えが───溢あふれ出る絶大な力で世を治め、永久に世界を平定するというものだった。


　故ゆえに彼女は、己が名に過大な使命を与あたえた。


　天に斉しき大聖者───〝斉天大聖〟を名乗り、魔王の烙印を受け入れたのだ。


「………でもまあ、全すべては兵つわものどもが夢の跡あと。百年にも満たない一夜の夢やった」


　自じ嘲ちようするように杯を揺らす。


　しかし瞳を輝かせながら武勇伝を聞く彼らと過ごす時間は、それはそれで楽しい一時だったのかもしれない。


「流れ流れて今日に至るが………さて。こんなに楽しいのは何時いつぶりやったかな」


　その手にある杯は紅塗に交こう錯さくする二匹ひきの蛇へびが描えがかれている。


　或あるいはその紋もん章しようが〝覆海大聖〟の旗印なのか。ユラユラと紅塗の杯を揺らし、酒の水面に映った月を乱している………と、背後から人の近づく気配があった。


　紗しや蘭らん───と怜れい悧りな鈴すずの音を聞いた蛟劉は、心底意外そうな顔で迎むかえる。


「………なんや。随ずい分ぶんと懐なつかしい御お方かたの登場やね」


「うむ。おんしと会うのは本当に久しいな、蛟劉。何世紀ぶりだ？」


「さて………悟空姐さんが仏門に帰き依えすると決めた、その時以来とちゃいます？」


　隻眼でにんまりと笑う蛟劉。


　白しろ夜や叉しやは夜風で靡なびく銀ぎん髪ぱつを押さえながら苦く笑しようした。


「………そうだったな。以来他の妖よう王おうたちと違い、お前の消息だけが摑つかめなかった」


「あれ、僕のこと捜さがしてたん？　全然気が付かんかったわ」


「噓うそを吐つけ。私が間者を放つ度に煙けむに巻いておっただろうが」


　呆あきれたようにため息を吐く白夜叉。


　人捜しに〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟を連れてきたのは正解だった。生半可な使い魔ではこの場所も特定はできなかっただろう。


　ズカズカと大おお股またで歩み寄り、その隣となりに胡坐あぐらをかいて座る。


　虚こ空くうから酒瓶びんを取り出した白夜叉は黙だまって酌しやくをしつつ語りだした。


「天てん帝てい、道教、仙せん界かい、仏門。一度に此これだけの神仏を敵に回した魔王どもは他ほかにおるまい。その最後には護法十二天の三天までも引きずり出し、とうとう釈しや迦かの野や郎ろうまで出向かせた。此れだけ好き勝手やったのに滅めつされず幾星霜を生きておるのだから、可笑おかしな話よ」


「いや全く。最強の武神衆は伊達だてやなかった。姐あねさんが道教の一派を一人で引き受けてくれなかったら………ククッ。僕ら今いま頃ごろは皆みな殺ごろしやったやろな」


　陰いん鬱うつな笑みを唇くちびるに浮うかべ、紅塗の杯を一気に呷あおる。しかしその瞳には哀あい愁しゆうのようなものが浮かんでいた。


　如何いかに魔王といえど───落日の悲劇は、胸に大きな傷を残したのだろう。


　牛ぎゆう魔ま王おうや鵬ほう魔ま王おうの仏門嫌ぎらいもその傷の名残なごりである。軽けい薄はくそうに笑っているこの男もまた傷を引き摺ずり続けている一人なのだと、白夜叉は察した。


「まあ、世間話はこのくらいにしましょ。長ちよう兄けいから御お遣つかいも頼たのまれてますしね」


「牛魔王から？　私に？」


「ええ。例の〝階層支配者〟襲しゆう撃げき事件のことで伝えたいことがあると」


　白夜叉は表情を強こわ張ばらせ、前ぜん傾けいに身を乗り出す。


「………何の情報だ？」


「北を襲おそった魔王と、主犯格らしい連中。詳くわしいことは此こ処こに書いてあるそうで」


　そう言って懐ふところから一枚の封ふう書しよを取り出す。


　確かに〝平天大聖〟の封ふう蠟ろうを押された封書を渡わたすと、蛟劉は背筋を伸のばしておもむろに立ち上がった。


「いやあ、これで長兄の御遣いも終わりや。つーかホンマありえへんわ。百年ぶりに呼び出したと思ったら、手紙の御遣いやもんなあ。人使いの荒あらい人やで」


「何、おんしの実力を評価しておるからこそ頼んだのだろう。封書の中が真実ならば、魔王に襲われる可能性も十二分に有り得た」


　前回の魔ま王おう襲しゆう撃げきの主犯は未いまだ分かっていない。その情報を記した封書があるとなれば、奪うばわれる危険性も考こう慮りよしなければいけなかった。


　其そ処こで信しん頼らいできる義ぎ弟ていに封書を預けたのだろう。


（………とはいえ、それだけが理由ではないだろうが）


　牛魔王は後こう継けいを求める白夜叉に〝アンダーウッド〟へ向かえと手紙をしたためていた。


　其処に蛟劉───蛟魔王がやってきたのだ。此れが偶ぐう然ぜんの筈はずがない。白夜叉としては何としても味方に引き入れたかった。


「しかし驚おどろいたぞ。おんしがまさか〝アンダーウッド〟に住んでおったとは。まさかこの急速な復興にも一枚絡からんでおるのか？」


「まさか。ブラブラとほっつき歩いて気が向いたら宿を借りるだけや。僕が手を貸した事なんて何も………ああ、いや。弟で子しを一人取ったぐらいか」


　ふっと鼻白んだように一いつ瞬しゆん、笑みが消える。


　白夜叉はまるで見なかったかのように酒瓶を置き、三日月を仰あおいだ。


「………今は、どこぞでコミュニティの長おさをしておるのか？」


「まさか。柄がらじゃないこと知ってるやろ？」


「それこそ謙けん遜そんだ。星の深しん淵えん、海底火山で千年の修しゆ行ぎようを積んで得た〝龍りゆう〟の霊格。海千山千の霊格を持つおんしを訪たずねる者は少なくないはず、」


「それが面めん倒どうくさいんや。このチンケな〝覆海大聖〟の旗下は、一人しか入れんのよ」


　笑顔ながらも、突つき放すように告げる蛟劉。


　しかし隻眼の瞳は笑っていない。その瞳には確かな拒きよ絶ぜつの色が浮かんでいた。


「───白びやく夜や王おう。何を話したかったのか分からんけど、過度な期待は止やめてくれや。僕は見ての通りの世捨て人やで。何を気負うことも無く、流されるまま気楽に生きとんのや。今回は長兄に無理やり頼まれただけで、面倒事に顔突っ込むのは断固お断りする」


「………そうか。それは悪い事をしたの」


　白夜叉は瞳をそっと閉じ、その場で立ち上がる。これだけ強く拒絶されては何を口にしても無む駄だだろう。口説くにせよ、新たな戦略が必要だと考え直して背を向ける。


　しかし踵きびすを返したその時、蛟劉の脇わき腹ばらに傷のようなものが見えた。


「………蛟劉よ。その脇腹、どうしたのだ？」


「ああ、コレ？　喧けん嘩かを止めに入った時、女の子から一いち撃げきもらってもうてな」


　左ひだり腕うでを上げて脇腹を見せる。


　蛟劉の脇腹は、痛々しく鬱うつ血けつしていた。傷をみるに骨の一本や二本は折れているかもしれない。


「いやあ、凄すごい女の子やったで。気を失ってるにも拘かかわらず、腕うでの隙すき間まを縫ぬうような一撃やった。ああいうのを、天てん賦ぷの才とかいうんやろなあ」


　今までに無くしみじみと楽しそうに語る。


　しかしこの収しゆう穫かく祭で蛟魔王に手傷を負わせられる少女など、一人しか───


「───オイ、貴様。よもや黒ウサギに手をあげたわけではあるまいな!?」


「は？　ちょ、ち、違う違う！　僕が喧嘩を止めたのはグリフィスの小こ僧ぞうと、ショートカットの女の子！　名前は確か………春日かすか部べ耀ようとかなんとか」


　何っ？　と今度は白夜叉が驚く番だった。


　白夜叉の知る春日部耀の実力では、蛟魔王に一いつ矢し報むくいるなど不可能なはずだったからだ。


「あの春日部耀が、おんしに手傷を………？」


「油断してたなんて言い訳はせんよ。不意打ちを仕し掛かけたのは他ならぬ僕や。完全に意識を刈かられとる状態で、この手傷。ああいう天才児が稀まれにおるから下層は面おも白しろい」


　クックックッと喉のどを震ふるわせて笑う蛟魔王。それは先ほどまでの作り笑いとは違う。


　その口元には凶きよう暴ぼうな自尊心───魔王と称しようされていた時代の笑みに限りなく近いものを滲にじませていた。


　その笑みに白夜叉はピンッときた。


（そうか………枯かれ木の流木となった今でも、強者との競きそい合いは心躍おどるか）


　ならばこの男にも一いち縷るの希き望ぼうがある。


　戦いに生きている熱を感じられるというのであれば───心躍るほど強力な敵を、宛あてがってやればいい。


　白夜叉は蛟劉に歩み寄り、月を背負いながらニヤリと笑う。


「………蛟魔王よ。もう一つ話がある」




　第六章







　───〝アンダーウッド〟・川辺の放牧場。


　次の日の明朝、飛鳥あすか・耀よう・黒ウサギの三人は、騎き馬ばとなるヒッポカンプと水着選びに出ていた。放牧場のすぐ隣に用意されているとは用よう意い周しゆう到とうなことである。


　快晴の空の下、飛鳥と黒ウサギの二人は深いため息を吐いた。


「………憂ゆう鬱うつだわ」


「………同感です」


　はぁ、とため息を吐いて水着を物色する。初めは乗り気だった飛鳥だが、南側で販はん売ばいされている水着の布の少なさに思わず頰ほおを染めて絶句した。


　久く遠どう飛鳥は、生きつ粋すいの昭和女子である。


〝膝ひざより短いスカートなどあり得ない〟という日本文化の中で生きてきた彼女にとって、胸と下半身しか隠かくさない水着など、考えもしなかったに違ちがいない。


「もう、これじゃ下着と変わらないじゃないっ！」


「ですが南側では珍めずらしくないものですし………」


「見る分には構わないのよっ！　でも着るとなると話は別でしょう!?」


　自棄やけになりながら水着を漁あさる飛鳥。


　ちなみに、黒ウサギは白夜叉が指定の水着を用意するということになっている。


（白しろ夜や叉しや様が用意する水着………一体、どんな卑ひ猥わいな水着を………!?）


　ピクンピクン、とウサ耳を震わせる。


　しかしどんなに後こう悔かいしても取り返しは付かない。先に立たないから後悔なのだ。


「いっそ出場しない手も………いいえ、駄だ目めだわ！　狩しゆ猟りよう祭で稼かせげなかった分を取り戻もどさないと！」


　ムンッ、と気合いを入れる飛鳥。


　黒ウサギも気を取り直して快活な声で答えた。


「ＹＥＳ！　飛鳥さんはギフト用の貯ちよ蓄ちくの為ために！　耀さんはヘッドホンに代わる品をゲットするために！　御お二人ふたりとも頑がん張ばるのですよ！」


　シャキン！　とウサ耳を伸ばす黒ウサギ。


　しかし飛鳥は小さく笑って首を振ふり、


「………でも、それだけじゃないわ」


「へ？」


「ふふ、まだ内ない緒しよ。そういえば、リリやペスト達の水着を見み繕つくろってあげないと」


　含ふくみ笑いを浮かべて子供の水着置き場に向かう飛鳥。


　黒ウサギは大おお慌あわてでその背を追う。


「ちょ、ちょっと待ってください！　ペストはともかく、どうしてリリまで!?」


「あら、聞いてないの？　当日のお手伝いを水着で依い頼らいされたって、」


「ど、何ど処この犯罪者の要求ですか!?　保護者としてそんな依頼は受け付けられません!!」


「そう言わずに。あの子たちも、自分で出来ることをやりたいそうよ？」


　ニヤリ、と何時いつもの意地の悪い笑えみを浮かべる。黒ウサギは納なつ得とくできずに首を傾かしげるが、最低限の道徳を守らせる為、飛鳥と共に子供の水着置き場へ向かう。





　そんな飛鳥たちを尻しり目めに、水着選びを適当に済ませた耀は、瞳ひとみを輝かがやかせてヒッポカンプに騎き乗じようしていた。


「はいやっ！」


　鞍くらにまたがって手た綱づなを握にぎり、軽く鞭むちを入れる。


　───蹄ひづめに水みず搔かきを持ち、鬣たてがみに鰭ひれを持つ幻げん獣じゆう・ヒッポカンプ。


　水上・水中を駆かける彼らの足あし跡あとは激しい水みず飛沫しぶきが飛んでいるが、その四足は前進し続けている。これも彼らのギフトによるものだろう。


　耀は背を借りたヒッポカンプの首筋を撫なでながら、感想を告げた。


「不思議な乗り心地ごこち………地上の騎馬より、ずっと揺ゆれるんだね」


『それはご勘かん弁べんを。地上と違って水上は不安定なんですよ。蹄が触ふれる水面の張力、水中の圧力を操あやつってるわけですからね。駆け出す瞬しゆん間かんは浮うき沈しずみが激しいのです』


「そっか。………よし、」


　耀は手綱を離はなし、鞍の上に立つ。


　大河の中心で飛び降りた耀はブーツを濡ぬらし膝ひざ下したまで沈む。が、それ以上は沈まず、緩ゆるやかに水面へと浮ふ上じようし始めた。


　ヒッポカンプは思わず感かん嘆たんの声を上げる。


『これは素す晴ばらしい！　よもや人間が我らと同じ力を行使するとは！』


「うん………けどこれ、思ったより難しいかも」


　右足を一歩踏ふみ出し、水面に足を付ける。


　すると先ほどと同じように、膝の辺りまで沈んでしまった。


（表面張力と浮ふ力りよく、水圧の操作………うわ、これ超ちよう扱あつかいにくい）


　難度の高さに顔を顰しかめる耀。


　水面を走るヒッポカンプのギフトは、流体力学の高度な応用が必要とされる。彼らはそれを理論ではなく経験則と血筋を頼たよりにやってのけているのだ。正に生命の神秘だろう。


　実はグリフォンのギフトも同様なのだが、あちらは出力が高いため大おお雑ざつ把ぱな操作でも飛ひ翔しようが可能だっただけである。


「うーん。一いつ緒しよに大河の上を遠とお駆がけしてみたかったんだけど、今日は無理そう」


『いえいえ、大したものですよ。我が一族でも水面を駆けるようになるまで半年はかかります。水面に立てただけでも上々というものでしょう』


　そっか、と頭を搔かきながら笑みを返す。


「それじゃあ一度戻ろうか。私の友達もレースに出る為に騎馬を選んでいるし」


『ええ。明日は共に頑張りましょう』


　耀は手綱を握って踵を返す。水上に水飛沫を上げて来た道を折り返していく。ヒッポカンプの宿舎がある放牧場まで戻ってくると、水着を試着した飛鳥が川辺で待っていた。


「飛鳥！　水着は決まった？」


「………春日かすか部べさん」


　麦むぎわら帽ぼう子しを頭にかぶりながら、耀を迎むかえる飛鳥。


　飛鳥が選んだのは赤いビキニにパレオを巻いた物だった。


　露ろ出しゆつはやや多いが、全体的に上品さが漂ただよう姿に仕上がっている。それは彼女自身の育ちの良さも相まってのことだろう。


　傍そばに控ひかえていた黒ウサギは飛鳥の背中から肩かたに抱だきかかり、


「ふふ、どうでございますか？　お題は『箱入りお嬢じよう様さま、初めての水遊び！』というのがモチーフなのです♪」


「うん、とても似合ってる。黒ウサギ、超ちようグッジョブ」


　ビシッ！　と親指を立て合う二人。飛鳥は頰を染めてそっぽを向いた。


「そ、そんなことよりっ！　パートナーは決めたの？」


「うん。此方こちらのヒポポタママさんがそう」


「ヒ………？」


　ヒンッ、と鼻を鳴らして挨あい拶さつをするヒポポタママ。飛鳥と黒ウサギは笑い出しそうになるのを渾こん身しんの努力で我が慢まんし、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎした。


「よ、よろしく。ヒポポ………ヒポポ、タママさん」


「うん、よろしくだって。飛鳥はパートナーを決めたの？」


「いいえ。春日部さんは昨日のルール変へん更こうを知らないの？」


　意外そうな声を上げる飛鳥と、不思議そうに小首を傾げる耀。


　飛鳥は手元の羊皮紙に書かれた〝契約書類ギアスロール〟の文面を見せる。





『ギフトゲーム　─　ヒッポカンプの騎き手しゆ　─







　　・参加者資格




　　　　　一、水上を駆けることが出来る幻獣と騎手（飛行は不可）。


　　　　　二、騎手・騎馬を川辺からサポートする者を三人まで選出可。


　　　　　三、本部で海馬を貸し入れる場合、コミュニティの女性は水着必着。




　　・禁止事じ項こう




　　　　　一、騎馬へ危害を加える行こう為いは全すべて禁止。


　　　　　二、水中に落ちた者は落馬扱あつかいで失格とする。




　　・勝利条件




　　　　　一、〝アンダーウッド〟から激流を遡さかのぼり、海樹の果実を収しゆう穫かく。


　　　　　二、最速で駆け抜ぬけた者が優勝。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、各コミュニティはギフトゲームに参加します。




〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟　印』　







「あれ。個人戦からチーム戦に変わったんだ」


「ＹＥＳ！　詳くわしい理由は後ほど説明があるそうです」


　そっか、と空返事をして考え込む耀。


　隣となりでバシャバシャと川辺の水を蹴けっている飛鳥を見て唐とう突とつに、


「………騎手は、飛鳥がやろうか」


「え？　春日部さんは乗らないの？」


「だってこのルールだと騎手は一人だけで、サポーターは川辺に居なきゃいけないんでしょ？　ヒッポカンプって時速七〇kmぐらい出るみたいだけど。飛鳥、追いかけられる？」


　ポンッ、と手を叩たたく飛鳥。確かにその通りだ。


　ディーンが修理中の今、彼女がその速度で移動することは不可能だ。サポートと言っても出来ることが限られている。


「それに飛鳥のギフトなら、サポートよりも騎手の方が向いてるよ」


「そ、そう。そういうことなら乗ってみようかしら」


　麦わら帽子を黒ウサギに預け、鞍に跨またがる。


　手綱を握った飛鳥は、軽い調子で鞭を入れ、


「それじゃあ、高原の辺りまで───全力疾走なさい！」


　言うや否いなや、激しい嘶いななきを上げて走り出す。先ほど以上に水飛沫を上げる馬上で激しく揺られながら、飛鳥は度ど肝ぎもを抜かれたように顔を引きつらせた。


「え、ちょ、ちょっと待っ」


　激しい揺れで制止の言葉が出ない。構わず嘶きを上げて彼方かなたへ走り去るヒッポカンプ。耀と黒ウサギは感心の眼まな差ざしを向けつつ、大河の高原を目指す飛鳥に手を振った。


「凄すごいですねー！　あの速度なら優勝も狙ねらえちゃいますよ！」


　遠くなる飛鳥の背中を見送りながら歓かん声せいを上げる黒ウサギ。


　しかし耀は対照的な難しい表情を浮かべた。


「残念だけど、速いだけで優勝するのは無理だと思う」


「え？」


「だって、あの人も出場するみたいだもの」


　耀が大河の対岸を指差す。促うながされるままに黒ウサギが視線を向けると、その先には見るも見事な肢し体たいのヒッポカンプと、それに跨るフェイス・レスが居た。


　二人の視線を感じ取ったフェイス・レスは手綱を操り、二人の元に騎き馬ばを寄せる。


　馬上を降りた彼女は少し躊躇ためらいがちに、


「………お久しぶりです、〝箱庭の貴族〟。其方そちらの貴女あなたも、先日は失礼しました」


「う、ううん。気にしてない。それより貴女の騎馬………凄い美人さんだ………！」


　耀は瞳を輝かせてフェイス・レスの騎馬を見つめる。


　彼女の騎馬は蒼あおく引き締しまった肢体をしており、海馬特有の背せ鰭びれは半はん透とう明めいな翠みどり色をしている。大河の水に濡れて陽ひの光が通過すると、燦さん然ぜんとした輝きが瞳に差し込んできた。全身の造形もさながら生きた彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきなバランスが保たれている。


　馬の種に問わず、耀はこんなに美しい馬を初めて見た。


「凄い綺き麗れい………！　でもこの子、貸出のヒッポカンプじゃないよね？」


「はい。クイーンより与あたえられた騎馬の一頭です」


　単調な声で受け答えするフェイス・レス。しかし心なしか、その口元が綻ほころんでいる。自じ慢まんの騎馬を褒ほめられて嬉うれしかったのだろう。


　黒ウサギもヒッポカンプに近づき、見み惚とれるような眼差しを向けた。


「流石さすがは〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者。此これほどの騎馬を授さずけられているとは」


「クイーンは最強の召しよう喚かん者であらせられます。他ほかにも騎乗用の幻獣は与えられていますが〝水上を走る馬〟となると、この子が一番適していましたので」


　言いながら優やさしく背中を搔いてやる。騎馬は気持ちよさそうに主あるじに身を寄せている。その仕草だけで、深い信しん頼らい関係があるのだと感じられた。


　耀は少し緊きん張ちようしたように一歩前に出て、


「………でも、私たちは負けない。狩しゆ猟りよう祭で負けた分、今度は私たちが勝つ」


　真正面からの宣戦布告。一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように顔を向けたフェイス・レスだったが、すぐに普ふ段だん通りの静せい謐ひつな声こわ音ねで応じた。


「わかりました。その挑ちよう戦せん、心して受けます。………けれど、よろしいのでしょうか？　貴女たちは〝二翼〟のグリフィスとの決けつ闘とうもあるそうですが、」


「あんなのに負けないし」


　即そく答とうしてむっと唇くちびるを尖とがらせる。


　フェイス・レスはしばし一考した後、気になることを口にした。


「………貴女たちは、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟が行っている賭かけを知っていますか？」


　耀と黒ウサギは顔を見合わせて首を傾かしげる。それは初耳だった。フェイス・レスは二人に近づき、盗ぬすみ聞きされないように小声で、


「私も又また聞ぎきではあるのですが……〝ヒッポカンプの騎手〟で〝二翼〟が優勝した場合。グリフィスが、南の〝階層支配者〟に任命されるそうです」





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟貴き賓ひん室・グリー個室。


　大樹の貴賓室には幻げん獣じゆうを迎え入れる為ための部屋もある。藁わらが敷しき詰つめられ、大樹から溢あふれる水の飲み場を設けられている特別室だ。


　先の戦いで傷を負ったグリーは其そ処こで養生していた。


　十六夜いざよいは昨夜の収穫祭で集めた差し入れを麻あさ袋ぶくろに詰め込んで持ってきていた。生肉では流石に危険があったので軽く調理してもらい、焼いた物や燻くん製せいにしてもらったのだ。


　骨の付いた肉を引き千切る様に食べた十六夜は、ご満まん悦えつといった表情で頷うなずく。


「一度、肉をこういう食べ方をしてみたかった」


「ほう。それはまたどうして。人間は器具を使って食べる者なのだろう？」


「それはそうだが、雰ふん囲い気きの問題だな。骨に付いた肉にそのまま嚙かじり付く方が、何となく美味うまそうだろ？」


　ヤハハと笑って肉を嚙かみ、引き千切る。


　グリーも苦く笑しようしながら前足で肉を押さえ、嘴くちばしで啄ついばむ様に食う。


　二人が食事を進めているとノックも無しに部屋の扉とびらが開き、猫ねこ耳みみの親子が入ってきた。


「おや、常連さんが来てますよボス！」


「おう、〝ノーネーム〟のボウズ。お前も見み舞まいか？」


「まあな。………おっ、良いもの持ってきたみたいじゃねえか」


　二人の背後を見る。此方は麻袋に加えて酒さか樽だるを転がしてきたらしい。


　部屋の中にズカズカと入ってきて一式広げる様を見て、ますますグリーは苦笑した。


「ガロロ殿どの。重じゆう傷しよう者に酒はどうかと思うぞ」


「ああん？　じゃあ飲まねえのか？」


「そうは言っていない。私が酒を飲むのは私の責任ではなく、ガロロ殿の責任だと釘くぎを刺さしたまでだ」


「その通りだ。昼間っから飲酒を進めたオッサンが悪い」


　責任転てん嫁かをサッと済ませ、キャロロの酌しやくを受ける二人。


　ガロロも多くは文句を言わず、乾かん杯ぱいの音おん頭どを取った。


「それじゃあ収穫祭二日目と………英えい雄ゆうの傷に、乾杯！」


　カンッ！　と杯さかずきを鳴らし合う。


　その音頭で、十六夜はガロロが見舞いに来た意図を理解した。


（………なるほど。あの馬肉の一件でか）


　コミュニティは違ちがえど、連盟の一員が公衆の面前で罵ば倒とうしたのだ。それを気き遣づかってのことだろう。しかしガロロは只ただの謝罪ではなく、真に英雄の傷だと想おもうが故ゆえにこのような場を設けた。


　英雄に浴びせる言葉は謝罪でもなく、同情でもなく───称しよう賛さんの声であるべきだと。


「そういえばあの馬肉。グリーの兄弟だっていうのは本当なのか？」


「………まあな。幻獣中心のコミュニティは婚こん姻いんとかそういう概がい念ねんがねえ。だから子作りに関しちゃかなりオープンなんだよ」


「へえ。でも跡あと目め争あらそいとか大変そうだな」


「いや、幻獣のコミュニティの場合はそうでもない。長おさを継つぐのは血統ではなく実力主義だ。だからドラコの奴やつが何ど処こでガキを作ってても別に問題はなかったんだが………」


　歯切れ悪く言葉を切り、グリーに視線を移すガロロ。


　彼もまた自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべてため息を吐ついた。


「十年前のことだ。私はグリフィスとの決闘に破れ、〝アンダーウッド〟を去った」


「………何？」


「丁度、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟が〝アンダーウッド〟に支し援えんを申し入れた時期だった。グリフィスはその時になって初めて私の存在を知ったらしい。彼奴きやつは己おのれの血統に絶対の自信を───特に父であるドラコ＝グライフの血に誇りを持ち、純血の鷲獅子である私を目の敵にしていた」


　………ん？　と、そこで十六夜は首を傾げた。


「ちょっと待てよ。あの馬肉は第三幻げん想そう種ってやつだろう？　しかも話に聞けば鷲獅子と龍馬の血統を持つ優良種だと聞いたが」


　───〝龍馬ドラニコルホース〟とは馬と龍の混血、亜あ龍りゆうの一種である。


　馬の姿に龍の鱗うろこを持つ龍馬は水と稲いな妻ずまを操あやつる。グリフィスは〝鷲獅子〟と〝龍馬〟の間に生まれたヒッポグリフなのだ。


　グリーとガロロもそれは知っているが、残念そうにため息を吐き、


「無論、奴はその血筋に誇りを持っている。それは些いささか傲ごう慢まんなほどに」


「だがグリフィスの小こ僧ぞうにとって、真の誇りは鷲獅子でも龍馬でもなかったんだよ。奴は………父親である、ドラコ＝グライフその者に羨せん望ぼうしていたってことだ」


　ポンッ、と得心がいったように両手を打った。


「ああ、なるほどな。つまり尊敬する父親と同じ姿を持つ弟が許せなかった、と」


「そういうこった。せめて弟でなければよかったんだろうけどな」


　ガロロは何とも複雑なため息を吐いて一気に杯を呷あおった。


　彼にしてみれば双そう方ほうともに戦友の息子むすこである。いがみ合うことなく過ごして欲しいのだろうが、肉親の関係というのは外野が口くち煩うるさく言っても無む駄だである。長く生きていれば仲を取り持つ機会もあるだろうと、長い目で見ているのだろう。


「しかし、こうやってオッサンときちんと話すのは初めてになるな。お嬢じよう様さまと春日部が世話になってるのに、随ずい分ぶんと挨あい拶さつが遅おくれた」


「止やめろよ水くせぇな。〝ノーネーム〟とは古い付き合いなんだから気にすんなよ」


　大口を開けて豪ごう快かいに笑うガロロ。


　一度は壊かい滅めつした〝ノーネーム〟だが、その縁えんが全くなくなったわけでは無いのだなと、十六夜は少し感心した。


「それでどうさ？　元〝階層支配者〟の参さん謀ぼうから見て、女子組は芽がありそうか？」


　何気ない声音で問う。


　ガロロは杯を床ゆかに置きながらフム、と一息置いてから語った。


「そうさなあ………まず、耀お嬢じようちゃんだが。あの子はもうほとんど完成されてると言っていい。独断行動に走りやすい事を除けば、特に鍛きたえるところが無いぐらいだ。あの子は放ほうっておいても、勝手に強くなる」


　───流石はコウメイの娘だと、内心で微笑むガロロ。


「へえ。そりゃ頼たのもしいな」


「ああ。………それだけに、昨日の騒さわぎは肝きもが冷えた。あの子が本気になったら、グリフィスの若造なんて一いち撃げきで挽ひき肉にくにされてたぞ」


　やれやれと嘆たん息そくするガロロ。


　いっそ挽肉にしてやればよかったのだとも思ったが、それは敢あえて口に出さない。


「すると春日部に関しては心配なしってことか。………お嬢様はどうだ？」


　十六夜が問いかけると一転、難しい顔をするガロロ。


　ラム酒を杯に注ぎ込み、神しん妙みような顔で語りだす。


「………飛鳥お嬢ちゃんは、少し難しいな」


「というと？」


「ギフトそのものは本当に凄すさまじい。火花を起こす程度の発火ギフトで鉄を蒸発させるなんて、聞いたことがねえ」


「そりゃすげえな」


　皮肉ではなく素す直なおな感心を口にする。


　十六夜は飛鳥がギフトを使ったところを見たことがない。ディーンを従えて戦うところしか見たことが無かった為、こういう情報は貴重だった。


「当面の問題は………あの子の才能に見合うギフトがないってことだな。この半月で壊こわしたギフトの数がいくつかわかるか？　二十四個だぞ。消しよう耗もう品じゃねえんだからもうちょっと大事に使って欲しいもんだよ、全く」


　はあ、とため息を吐く。


　それも飛鳥の才能ゆえの溜ため息いきなのだから贅ぜい沢たくな悩なやみである。


「それで節約するために、相応の戦術を考える課題を与あたえてきたが………あの性格じゃ難しいだろうな。ま、当面は壊した先から補給していくしかねえ」


「おいおい、金のかかる話だな」


「あははーうちとしてはボロ儲もうけですけどねー！」


　陽気な声で笑うキャロロ。しかし〝ノーネーム〟の財政も決して裕ゆう福ふくなわけではない。久遠飛鳥には早さつ急きゆうに強力なギフトが必要だと十六夜も記き憶おくした。


「しかし俺が言うのも何だが、お嬢様も相当変な才能もちだな」


「十六夜ほどではなかろう。最強種を一撃で屠ほふるなど、変の度合いで言えばお前の方がよっぽど変だ」


　珍めずらしくグリーがツッコミを入れる。十六夜もヤハハと笑って返した。


　しかしガロロは顎あごを撫なでながら神妙な声で、


「ボウズのことはまだ分からんが………飛鳥お嬢ちゃんのルーツは分からんでもない」


「へえ？　本当か？」


「ああ。あの子は恐おそらく───〝先祖返り〟の一種だろう」


　ピタッ、と十六夜の杯を呑のむ手が止まった。


「………隔かく世せい遺伝のアレか？」


「この場合の意味合いは少し違うが、まあ似たようなもんだ。隔世遺伝ってのは生物のルーツを逆行した症しよう状じようの事を言うが、この場合は別の意味を指すな。あの子は霊格そんざいに───自身の出生に、神かみ憑がかり的な奇き跡せきがあったんじゃねえかと思ってる」


「……………？」


「ええと、例えばな。子供が出来ない夫ふう婦ふに、地母神の類たぐいが子宝を授さずけたりする場合。その子供の系統ルーツは父・母・神しん霊れいの三つになる。わかるか？」


「おう、それなら分かりやすい。超ちよう分かりやすい」


「よし。この場合、生まれてくる子はちょっとした高位生命ハイブリツドになる。飛鳥お嬢ちゃんは恐らく、この儀ぎ式しきを十世代近く繰くり返した末に生まれた娘むすめだ」


　これには流石さすがの十六夜も目を丸くした。


「十世代近くも………神霊の恩おん恵けいで、子孫を繫つないだと？」


「いや、相手が神霊とは限らん。悪あく魔まの場合もあれば鬼おにという可能性も考えられる。………ただ飛鳥お嬢ちゃんの特性を考えると、十中八九は神霊の加護を受けた───限りなく神霊に近い人間、ってところだろう。あの子の力は間ま違ちがいなく〝与える側〟だからな」


　ははあ、と感心したように溜息を吐く。


　人ひと伝づてにしか飛鳥の力を聞いていない十六夜だが、まさかそれほどの才能とは思わなかったのだろう。


「………とはいえ。お嬢ちゃんが先祖返りしたのは、また別の理由だ」


「なんだと？」


「そも生来の神仏を除けば、血筋で神霊にはなれねえんだよ。人が神霊の格に至る功績は〝一定数以上の信しん仰こう〟だ。今の話だけじゃ資質だけで、功績が足りない」


　納なつ得とくしかけた矢先に、ガロロは苦い顔で杯を呷る。


　十六夜も杯に口を付けながら無言で先を促うながした。


「ボウズ。お前は立体交差並行世界論───通つう称しよう・〝歴史の転換期パラダイムシフト〟って知ってるか？」


「………前者は。後者は初耳だ」


「そうか。ならよく聞け。これは飛鳥お嬢ちゃんにとって、重要な話だ」


　ガロロは杯を置き、神妙な顔で身を前ぜん傾けいに乗り出す。


　十六夜と他ほかの二人も身構えるように背筋を伸のばした。


「───〝歴史の転換期パラダイムシフト〟とは人類だけでなく、一生命体の単位で観測される節目の時期を指す言葉だ。例を挙げるなら───大規模な戦争や、生態系が変わる規模の天変地異。それらが起こる時期を〝歴史の転換期〟と呼ぶ。此奴こいつは大まかに時代が決まっていて、この時期には歴史の収束を促す為ために様々な形で〝恩恵〟が顕けん現げんする。だからコミュニティのルーツを辿たどっていくと伝承・伝説・史実上の人物に行きつくことが多くなるってわけだ」


「………へえ。でもそれとお嬢様に何の関係が？」


　怪け訝げんそうに問う十六夜。ガロロの瞳ひとみは一層の鋭するどさを増し、


「ボウズ。あの子が居た時代は、敗戦直後だったんだろう？」


「………っ、そういうことか………！」


　今度こそ得心が行った様に強く頷うなずく。


　ガロロもそれに呼応するように続けた。


「恐らくあの子は、〝敗戦した国が望む、救国の士〟という偶ぐう像ぞう───もしくは、その候補者だったんだろうな。家いえ柄がらは大だい財ざい閥ばつ、血筋はほぼ神霊。その認にん知ち度そのものは低くても、救国の士としての器うつわが出来上がっていたんだろうよ」


　結果、〝国が望む救国の士〟という漠ばく然ぜんとした信仰は器に飛鳥を選び、無色透とう明めいの恩恵と霊格を得た。本来なら人生の功績として得られる霊格を、彼女は生まれながらにして手にしていたのだ。


「時代によって目覚めた神霊………いや、この場合は半神霊とでも言った方がいいのか。高位生命は独立した種であるのに対し、飛鳥お嬢ちゃんの力は半人前の神霊ってところだからな。………ただ謎なぞなのは、箱庭に召しよう喚かんされるためには可能性の収束───異なる時間軸じくでも同様の事象が観測できなければいけない。それ以外の召喚方法はちょい特とく殊しゆだからな。………そこでボウズ。お前は心当たりないのか？」


「─────、」


　十六夜は顎に手を当て思考する。しかし本当は考えるまでもない。


　口にするまでもなく、逆廻十六夜の知る日本史に〝久遠飛鳥〟なる人物は出てこない。ガロロの告げる〝可能性の収束〟の中に、彼女は含ふくまれていないのだ。


（ただ、違い和わ感かんはある。財閥解体時期に存在していた日本の大財閥は、四大財閥と称しようされていた。それをお嬢様は何時いつか───〝自分の家は五指に入る財閥だ〟と口にしていた気がする）


　あるいは、口にはしていなかったかもしれないが。


　飛鳥の見み栄えによるものかもしれないが、少なくとも十六夜は〝久遠財閥〟という存在を耳にしたことはない。


　それは小さな、本当に小さな違和感ではあるが。


　もしも〝久遠財閥〟という謎の財閥が生まれた事がこの違和感の原因なのだとしたら、───もっと根幹的な部分で、十六夜と飛鳥の世界は袂たもとを分かったものなのかもしれない。


「………オッサンの話は分かった。ありがとよ、すげえ参考になったわ」


「そうか？」


「ああ。ほら、礼の代わりに酌しやくするぜ。ガンガン飲めよ」


　ヤハハ！　と笑って樽たるを担かつぎ、杯さかずきから溢あふれるほど注ぎ込む。


「お、おいおい！　今年のラム酒は出来がいいんだから無駄にするなよ！」


「だったら零こぼれた先から飲めばいいじゃねえか」


「無む茶ちやを言うな！」


　と言いながらも、杯に口をつけてそのまま一気に呷る。〝六本傷〟の長おさらしい、気持ちのいい飲みっぷりに、静せい聴ちようしていたグリーとキャロロも笑い声を上げた。


「ボスもこの収しゆう穫かく祭でお役やく御ご免めんですからね。退任の前祝として、ドンドンガンガン飲んじゃいましょ！」


「うむ。退任式と就任式には是ぜ非ひとも呼んで欲しい。見み舞まいの礼を持って参じよう」


　二人が告げると、気き恥はずかしそうに頭を搔かくガロロ。


　退任と就任の話を聞いた十六夜はふと、同盟の一件のことを思い出した。


（そういえば御おチビの奴やつ………同盟はうまくいったのか？）





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟会談室・深緑の間。


　先日の同盟の話を締てい結けつさせる為、深緑の間には三つのコミュニティが集結していた。


〝ノーネーム〟からはジン＝ラッセルとペストが。


〝六本傷〟からはポロロ＝ガンダックが。


〝ウィル・オ・ウィスプ〟からはジャック・オー・ランタンとアーシャが。


　円えん卓たくのテーブルを囲むように向かい合った彼らは、それぞれのコミュニティが望む同盟の契けい約やく書を取り出す。


　初めにポロロが契約書を手に取ると、砕くだけた調子で告げた。


「ま、堅かた苦くるしい物言いは止やめようぜ。契約書の端たん的てきな確認でいいよな？」


「僕はそれでいいよ」


「ヤホホ！　私もそれで構いませんよ！」


　カボチャ頭を揺ゆらして陽気に笑うジャック。


　ポロロも気分よく頷いて文面を読みあげた。


「土地の利権を持つ〝ノーネーム〟と、採さい掘くつ作業を行う〝六本傷〟と、鉱石の精せい錬れんを行う〝ウィル・オ・ウィスプ〟。特注品の扱あつかいは別として、利益分配は５：３：２でいいか？」


「うん、僕らはそれで」


「ヤホホ………す、凄すごい金額になりそうですね」


　会議と呼ぶには軽いノリだが、本人たちは至って真しん剣けんである。


　特にジンから話を聞かされたジャックは『本ほん拠きよが！　本拠が改築できる！　雨あま漏もりを直せますヤッホホホホホ！』と狂きよう喜き乱らん舞ぶしていた。よほど酷ひどい環かん境きようなのだろう。


「けど、当面の問題が一つある。連盟旗を作る条件は〝旗を所持した三つ以上のコミュニティ〟だ。つまりもう一つ別のコミュニティと同盟を組む必要があるんだが………どうする？　ダメもとで〝龍角を持つ鷲獅子〟に頼たのんでみるか？」


「ヤホホ！　その一件ですが、私に心当たりがあります。よろしければ一任していただけないでしょうか？」


　意外そうな瞳で二人がジャックを見る。


　彼らは名が売れ始めているとはいえ、まだ設立から数年しか経たっていないコミュニティである。なのに自信満々に同盟を組める相手がいることに驚おどろいた。


（………でも、不思議なことじゃないか。このメンバーだって長い付き合いだとは言えないし）


〝六本傷〟とは僅わずかに親交があったが、それも深い仲だったとは言えない。それでも同盟に踏ふみ切れたのは、彼らが同じ激戦を潜くぐり抜ぬけた信しん頼らいからくるものだ。


　ジンは少し緊きん張ちようしたように問う。


「その方たちは、信用できる方ですか？」


「ご安心を。そのコミュニティの手た綱づなは我らが握にぎっております。実力に関しても、元五桁けたのコミュニティですから。それなりに保証はできるかと」


　元五桁のコミュニティ。ならば少なくとも、実力は確かなはずだろう。


　ジンも安心して承しよう諾だくした。


「分かりました。スケジュールを調整して、なるべく早い時期に全コミュニティが顔合わせ出来るようにしてください」


「ヤホホ！　合がつ点てん承知です！」


　ビシッ！　と敬礼するジャック。


　ポロロは表面的な契約内容を確認すると、改めて両コミュニティに問う。


「それぞれのコミュニティの役割は今の内容で。四つ目のコミュニティは顔合わせしたときにまた相談するってことで。───さて」


　ポロロは少し声のトーンを落とす。


「此これは御お互たがいに話しにくい話題ではあるが………此れを話し合わないわけにはいかない。───魔ま王おう出現時の、〝連盟権限ゲストマスター〟の扱いをどうするか」


　次の議題に、ジンとジャックが同時に表情を硬かたくする。


　そんな中、ポロロは席を立ってはっきりと断言した。


「先に宣言させてもらう。我々〝六本傷〟は、勝算無きゲームに救きゆう援えんを送ることはない。同盟は血の契約ではあるが、血は流せば傷が塞ふさがるもの。不ふ名めい誉よと罵ののしられることになろうとも、同士の命とは代えられない」


　侮ぶ蔑べつを覚かく悟ごで宣言するポロロ。


　彼はこの連盟で〝六本傷〟が最も戦せん闘とう力に欠けることをよく理解していた。コミュニティの規模でいえば群を抜いてトップだろうが、数で勝てるほど魔王は甘くはないと彼は知っていた。


　だからこそ、ジンとジャックも静かに頷いた。


「大だい丈じよう夫ぶ、分かってるから。同盟は大事だけど………自分のコミュニティを大事にするのが第一前提だ」


「いやはや、私も同感です。己おのれの利を捨てて他を助ける者に、組織の長たる資格はありません」


　しかしそう述べた上で、ジャックは虚こ空くうの瞳を光らせる。


「それに今の言い分ならば。〝勝算さえあれば救援を送る〟と解かい釈しやくできそうですしね。私としてはそれで十分です」


「ハハ、目ざといな。………いいぜ。その時は勿もち論ろん、万ばん難なんを排はいして救援に向かう。〝六本傷〟の旗と誇ほこりに誓ちかおう。両コミュニティも、その条件でいいか？」


　ジャックは快かい諾だくしたように頷く。


　しかしジンは静かに立ち上がり、二人の注目を集めた。


「両コミュニティの方針はそれで構いません。しかし〝ノーネーム〟は貴方あなたたちの協力次し第だいで、あらゆるゲームに参加する心構えでいます」


「何？」


　ポロロが怪訝そうな声を上げる。それもそのはず、それではまるで初めの奴ど隷れい契けい約やくと変わらないではないか。


　同士が血を流す代わりに、コミュニティが利益を得る。


　それを避さけてきたのは他ほかならぬジンのはずだった。


「………二人とも知っているとは思いますが。僕ら〝ノーネーム〟の最終目的は〝旗〟と〝名〟を取り戻もどすこと。その為には仇かたきの魔王を倒たおさねばならない」


「………それで？」


「その為に、僕らのコミュニティは強くならなければいけない。必要とあれば、魔王と戦うことも僕らの方針です。両コミュニティにはその協力をして欲しい」


「具体性が欠けてるな。ハッキリ言えよ」


　少し苛いら立だったように言うポロロ。どんな協力を求めるにせよ、同士の命より重いものなどないというのが彼の信念である。それに逆らう提案をされては不ふ機き嫌げんにもなるだろう。


　ジンはペストに振ふり返って預けておいた荷物を受け取り、鞄かばんの中から二本の穂ほ先さきを取り出した。


「………？　なんだコレ？　槍やりの穂先か？」


「はい。僕らの武器庫に眠ねむっていた、〝神槍・極光の御腕ブリユーナグ〟の穂先です」


　二人は表情を激変させ、思わず席から腰こしを浮うかせた。


「ブ、〝神槍・極光の御腕ブリユーナグ〟の穂先!?」


「必中必勝の槍と名高いアレですか!!?」


　コクリ、と首しゆ肯こうする。


　──〝神槍・極光の御腕〟とは、五つの穂先を持つケルト神話群・最強の神槍である。


　インドラの槍と同じく勝利の運命ギフトを宿すこの神槍は投とう擲てきしたが最後、太陽の光と見み紛まがう極光の腕かいなとなって、敵を逃のがすことなく穿うがつという。


「マ、マジかよ………箱庭広しといっても、流石さすがに御お伽とぎ噺ばなしかと思ってた」


「ヤホホ………右に同じです」


「ですが二本だけでは意味がありません。穂先は全部で五本。その五本を集めることで、〝神槍・極光の御腕〟は復活する仕組みになっているようなんです」


「………？　な、なんだよ。じゃあどうしてこれを見せたんだ？」


　拍ひよう子し抜ぬけしたように問うポロロ。ジャックも同様の心情だろう。


　だがジンは真っ直すぐに二人を見つめ───


「───これは証明の為ために持ってきました。僕らの武器庫には、このクラスの武具が大量に眠っているという証明に」


「………な、？」


「ですがこれも残念なことに、その武具は特定の人物か、難題な試練ゲームをクリアしなければ使用できないものばかりです。───だから考えました。武器庫に眠る至高の名器から、強力なオリジナルの武具を生成出来ないかと」


　今度こそ二人の顔色が衝しよう撃げき的に変わった。


　特にポロロが受けた衝撃はジャックの比ではない。彼は既すでにジンが言わんとしていることの全てを理解していた。


「ヤホホ………ではまさか、〝ペルセウス〟が造っていた伝説の武具の劣化品レプリカを、」


「違ちがうぜ、ジャック。ジンは本物オリジナルを超こえた、創作物オリジナルを───同士たちの才能に見合う、彼らの為だけに造られた、最強の武具を造るって言ってるのさ………！」


　ポロロの補足にジャックは益ます々ます閉口する。


　ジンも断固たる決意で頷うなずく。同士が十全の力を発揮して戦う為に彼が出来る───コミュニティの長おさとして、これが最大の援えん助じよだった。


（………となるとジンは〝金剛鉄〟で資金を得るよりも先に、自軍の強化を目指すってわけか）


　組織としての長所を徹てつ底ていして伸のばす。それが〝ノーネーム〟の方針なのだろう。


　しかしポロロはニヤリと皮肉気に笑い、


「簡単に言うが、それ相当に製作難度が高いぜ？　〝金剛鉄〟以外にも大量の素材や恩おん恵けいを集めなきゃいけない」


「分かってる。だから〝六本傷〟には強力な恩恵を得られるゲーム情報を提供して欲しい」


「………ま、俺らは商業コミュニティだし？　情報を仕入れるのは難しくねえよ。けど、よしんば集められたとして………その武具を、〝ウィル・オ・ウィスプ〟が造れるのか？」


　厭いやらしく笑ってジャックを見る。


　ジャックは普ふ段だんの明るい笑えみを消し、腕を組んで思案している。


　───神話に息吹いぶく武具は強力な半面、使用者が限られている。ジンのこれはそれを補うための発案だ。しかしその要かなめとなるのは、精錬を任されるジャックの腕次第ということになる。果たして彼に、それが可能なのかどうか。


　ジャックは道どう化け姿とは裏腹に思し慮りよ深い参さん謀ぼうでもある。コミュニティの今後を見み据すえ、あらゆる物事を天てん秤びんにかける立場にある。


　目の前の材料を見据え、小さく呟つぶやいた。


「………ジン＝ラッセル殿どの」


「は、はい」


「我々〝ウィル・オ・ウィスプ〟は現在、〝マクスウェルの魔王〟に付け狙ねらわれています。それでも、共に戦ってくれると言うのですか？」


　予想外の告白に、ジンとポロロは同時に声を上げた。


「〝マクスウェルの魔王〟…………北の五桁で、最上位の魔王ですか？」


「マジかよ。よく生きてられたな」


「ええ。我々も一度は追い払はらうことが出来たのですが………彼奴きやつは今でも、虎こ視し眈たん々たんと我々を付け狙っています。………それでも〝ノーネーム〟は、我らと共に戦うと？」


　カボチャの頭ず蓋がいに、灼しやく熱ねつの炎ほのおが宿る。


　ジンはその威い圧あつ感かんに息を呑のむも、自分が試ためされていることを自覚して踏ん張った。


「………二言はありません。〝ウィル・オ・ウィスプ〟が至上の武具を用意してくれるのであれば。我々〝ノーネーム〟は、蒼炎の旗印の元に馳はせ参さんじます」


　ジンが告げると、契けい約やく書の文面に盟約が刻まれる。


　ジャックもまた、契約書の文面に手を置いて宣せん誓せいした。


「ならば誓いましょう。蒼炎で精錬する最高の武具を、貴方たちに贈おくってみせると」


　共に頷き、固く誓いあう。


　一方のポロロは爪つま弾はじきにされた気分で口を尖とがらせた。


「………なんだよ。俺一人だけガキっぽいじゃん」


「ヤホホ、そんなことはありません！　ポロロ殿どのの言い分は的を射た的確なものでしたよ！」


「ちょっと皮肉が過ぎる気もしたけどね」


　ジンが言うと、益々青筋を立てて怒おこるポロロ。


　しかし口には出さず、小さくため息を吐ついて、


「ま、そこまで考えてるなら協力してもいいぜ。〝ノーネーム〟の戦力が得られるのは、正直言って心強いし」


「ヤホホ！　ご期待に添そえるかはわかりませんが、腕によりをかけて！　彼らの為の武具を鍛きたえましょう！」


「あ、ありがとうございます！」


　表情を明るくさせてお辞じ儀ぎするジン。


　三人は合意を示すように固く握あく手しゆをした。





　───〝ノーネーム〟・〝六本傷〟・〝ウィル・オ・ウィスプ〟の同盟は締てい結けつされた。連盟名・連盟旗は最後のコミュニティが加入してから決めることで一同は解散となった。




　幕間







　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭本ほん陣じん営えい。


　本陣営の部屋では、円えん卓たくを囲むように六つの席が設けられていた。


〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟に加盟するコミュニティの代表者。彼らは連盟の未来を託たくせる〝階層支配者〟を選出する必要があった。


　しかしその円卓に足を運んだのは僅わずか四人。


〝一本角〟の頭首・サラ＝ドルトレイク。


〝二翼〟の頭首・グリフィス＝グライフ。


〝六本傷〟の頭首・ポロロ＝ガンダック。


　そしてご意見番の〝覆海大聖〟蛟こう劉りゆうの四人である。


　他のコミュニティは委任状を一枚ずつ頭首らに渡わたし、会議には出席しなかったのだ。


　この中では一番の若じやく輩はいにあたるポロロは、この状じよう況きように頭を抱かかえていた。


（ふざけんなよ三馬ば鹿かジジイども………！　何で連盟を抜ぬける〝六本傷〟に委任状を渡すんだよッ！　クソ、収穫祭の餅もちを喉のどに詰つまらせて死ぬか酒の飲み過ぎで死ぬか糖とう尿によう病にでもかかってetc.死ねばいいのに………！）


　三千世界のありとあらゆる呪じゆ詛そを内心でぶちまけながら、欠席した三人の頭首たちへ呪のろいを飛ばす。ポロロには彼らの魂こん胆たんが丸見えだった。


　委任状を託されたからといって、連盟を抜ける〝六本傷〟の同士から〝階層支配者〟を選出する権利は無い。だから三つの委任状を均等に配り、〝六本傷〟が最終的な判断を下すという形に持ち込んだのだ。


　選ばれなかった一方から異論が上がったとしても、所しよ詮せん〝六本傷〟は連盟を抜ける組織。反発は外に流れるモノと計算しているのだ。


（ジンのところに乗り換かえて、正解だったかな………）


　はあ、とため息を吐く。


　それに苛立ったグリフィスは円卓に身を乗り出して答えを迫せまる。


「何を迷っている、〝六本傷〟。一方を選べないのであれば、〝二翼〟と〝一本角〟で実力を競きそい合えばいいだけの話ではないかッ！　先日はそれで話がまとまっただろう!?」


「そりゃまあ、そうなんだけどさ」


　票が割れれば競い合う。箱庭のルールとしては最もシンプルな手段だろう。正々堂々と決けつ闘とうをした上なら異論はない。しかし肝かん心じんのゲームについてポロロは不安があった。


「先日も言ったけど、〝二翼〟はどういうゲームで決着をつけるつもりなんだよ」


「明日の〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟で決着をつければいい。上位にいるコミュニティが〝鷲龍の角〟を継つぐ。実力もはっきりして一石二鳥ではないか」


　そうだろうな、とポロロも内心で呟く。


〝階層支配者〟の最低条件は、実力者であること。そうでなければそもそも話が始まらない。しかしその方法は出来れば取りたくなかった。


（怪け我がしてるサラ姉ちゃんが出場したところで、アンタが勝つことは初めから決まってるだろうが………！）


　身も蓋ふたも無いことを言うと、ポロロはサラを選びたいと思っている。


　グリフィスは実力があっても器うつわではない。連盟の統合を上手うまく果たせる人材は、サラ＝ドルトレイクしかいないとポロロは判断していた。


　しかしそんな理由は二の次だ。個人の裁量で器を測るほどポロロは浅狭ではない。


　問題は収穫祭後。統合した〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の初代頭首を決めたゲームが、半ば出来レースのような内容だったなどと、世の中に思われてはいけない。


　戦って決めるなら、万ばん全ぜんの状態で正々堂々と戦わねば遺い恨こんが生まれる。特に〝一本角〟は不利な戦いを強しいられたことで、屈くつ辱じよくを残すことになるだろう。


（でもサラ姉ちゃんの傷は深い。全快するまで何か月………あるいは何年かかるか）


　しかし選出まで、そんなに待てる時間は無い。


　それに全快したところでサラは龍角の半分を失っている。実力的にはグリフィスと同等かそれ以下と言ったところだろう。


（こうなったらいっそ、反感覚かく悟ごでサラ姉ちゃんを推すい薦せんしてみるか？）


　しかも理由に〝グリフィスが器じゃねえから！〟とか爆ばく弾だん発言を書いて。


　それをやったら本当に後あと腐くされなく連盟を去れるのだが………困ったことに、ポロロはサラのことが嫌きらいではない。迷めい惑わくを掛かけずに済むのならそうしたいとも思っている。


　ではどうしたものかと再度悩み始めると───黙だまり込んでいた蛟こう劉りゆうが突とつ然ぜん、立ち上がって口火を切った。


「なあ、ポロロ君や。条件付きで、さっきの案にしてもええんとちゃう？」


「な、何を言ってるんですか師し匠しよう!?」


　師の発言に思わず声を荒あらげるポロロ。


　グリフィスはここぞとばかりに同意する。


「流石さすがは御ご意い見けん番ばん。連盟の未来をよく分かっている」


「うんうん。僕もドラコ君が努力して作った連盟に変な亀き裂れつを入れるのは嫌いややしな。穏おん便びんに済ませるに越こしたことはない。………ただ、少し条件を変えさせてもらうけどな？」


　ニヒャ、と笑う蛟劉。ポロロは師の笑顔に悪わる巧だくみがあることを感じていたが、もうどうにもならないと腹を括くくって問い返す。


「………師匠。条件って、何ですか？」


「いやあ、そんな変な条件やないよ。ただ〝ヒッポカンプの騎手〟って、一いつ般ぱん参加もあるやろ？　その中で競い合うわけやけれど………次期〝階層支配者〟を決めるのだから当然、両コミュニティは優勝できるんだよな？」


　射い貫ぬくような眼光と笑み。グリフィスは思わず怯ひるんだ。


　ポロロはその発案の意図を瞬しゆん時じに理解し、師の言葉に合わせる。


「なるほど、その通りですね師匠。これは曲がりなりにも〝階層支配者〟を決める戦い。ならば両コミュニティは南の守護者として、その力を披ひ露ろうする義務があります」


「そうそう。けどもし万が一………まあ、ありえないとは思っとるが。もし候補者が負けるようなことがあったら、そりゃとんでもない赤っ恥ぱじやんなあ？」


　挑ちよう発はつと威い圧あつを込めて蛟劉の瞳ひとみが開く。世捨て人とはいえ、その視線は紛まぎれも無く魔ま王おうの眼光である。射貫かれたグリフィスは瞬またたく間に冷や汗あせで背筋を濡ぬらしていく。この男の案に異などないのに、見つめられるだけで恐きよう怖ふが胸の内から溢あふれ始めて来るのを感じた。


（この魔王が………！　私が〝鷲龍の角〟を手に入れた暁あかつきには、即そく日じつにでも裁いてやる………！）


　怯おびえる心を殺意で抑おさえ込み、返す手を考える。


　しかし沈ちん黙もくを守ってきたサラが、此こ処こで静かに口を開いた。


「───なら〝ヒッポカンプの騎手〟の優勝者に、次期〝階層支配者〟を選定してもらう。グリフィスが優勝するなら、己おのれを指名すればいい」


「なッ、何を馬鹿な!?　万が一、何ど処この馬の骨とも知らぬ者が優勝したらどうする!?」


「その心配はない。優勝するのは我らの英えい雄ゆう───〝ノーネーム〟を置いて他ほかにはいないからな。彼らの選出なら誰だれも異は唱えまい」


　まるで決定しているかのような口ぶりで断言するサラ。その声こわ音ねには絶対の信しん頼らいが籠こもっている。共に巨龍と戦った彼女は、十六夜いざよいたちの実力を誰よりも理解していた。


「彼らの勝利を確信しているが故ゆえに、私はルールをこう暫ざん定ていしよう。


　①〝ノーネーム〟が優勝した場合、彼らが次期〝階層支配者〟を連盟から指名する。


　②〝ノーネーム〟以外が優勝した場合、次期〝階層支配者〟はグリフィスとする。


　───どうだ？　お前が彼らを下して優勝するというのなら、これ以上ない案だろう？」


　赤あか髪がみを揺ゆらしながら不敵な笑みを浮うかべるサラ。


　グリフィスは屈辱に肩かたを揺らしながら、


「我ら〝二翼〟が………〝名無し〟風ふ情ぜいに負けると？」


「ほう？　〝二翼〟風情が私の英雄たちに勝てると？　侮ぶ辱じよくも傲ごう慢まんもその辺にしておけよ、この馬肉」


　刹せつ那な、雷らい光こうが室内を駆かけ巡めぐった。


　鋭するどい槍やりのようにサラの胸へと放出される稲いな妻ずま。瞬時に反応したサラは円卓を下から蹴けり上げ、グリフィスに叩たたき付ける。


　稲妻に焼かれた円卓は燃え上がる壁かべとなって両者を隔へだてた。グリフィスは半身をヒッポグリフに変へん幻げんさせた姿のまま、猛もう禽きん類るいの瞳でサラを睨にらみつける。


「………いいだろう。但ただし条件は対等で十分だ！　私は己の力で優勝する！　他の者が優勝した時は好きに指名させるがいい！　しかし私が〝階層支配者〟と為なった時ッ！　コミュニティに、貴様の居場所は無いものと思えッ!!!」


「その言葉、そっくりそのまま返すよ」


　パンパン、と埃ほこりを払はらうサラ。グリフィスは水流を生み出して円卓の炎ほのおを消火し、怒いかりで肩を震ふるわせながら出て行った。


　その背中を見送った後───蛟劉は、しみじみと呟つぶやいた。


「やれやれ………グリフィス君、ちょろすぎやろ」


「ええ。結果的に〝ノーネーム〟が私の代行になったことも、まるで分かっていない様子でした。あそこまでちょろいと、逆に扱あつかいやすいかもしれないですね」


　口元を押さえ、クスクスと上品に笑うサラ。


　そこでようやく、ポロロは二人が口裏を合わせていたことに気が付いた。


「まさか………師匠とサラ姉ちゃん、グルか!?」


「あっはっは、気づくの遅おそすぎるで愛まな弟で子しよ」


「すまない。ポロロとの接せつ触しよくは警けい戒かいされていたからな。しかし蛟劉殿どのが持ちかけた策のおかげで、どうにか助かった。議長席についてはどうしたものかと頭を抱えていたからな」


　安あん堵どの笑みを蛟劉に向けるサラ。


　しかしポロロはその一言で、急に不安が過よぎった。


（サラ姉ちゃんから頼たのんだわけじゃなく………師匠から、協力を提案した………？）


　───〝枯かれ木の流木〟と揶や揄ゆされた、蛟こう魔ま王おうが？


　そのことに一いち抹まつの不安を覚えるポロロだったが、結果は最善のものだ。


　不仕付けな疑いは師に失礼かと思い直し、連盟会議は解散となった。




　第七章







　───〝ヒッポカンプの騎手〟・参加者待機場。


　快晴だった。当日の朝は雨雲がちらほらと出ており天気が崩くずれそうな雰ふん囲い気きであったが、昼間を過ぎれば強い日差しが〝アンダーウッド〟に差し込んでいた。


　大樹の水門に設けられたスタート地点で、意い気き揚よう々ようとレースの開始を待つ参加者たち。


　しかしそんな活気に溢れる中───十六夜いざよいたち他〝ノーネーム〟のメンバーは、コミュニティごとに宛あてがわれた更こう衣い室テントの前で、ジンから昨夜の出来事を知らされていた。


「───以上が、サラ様とポロロから要よう請せいを受けた内容です。〝二翼〟とは遺恨もあります。絶対に勝って下さい」


　優勝者が、次期〝階層支配者〟を連盟から指名する。


　十六夜たちは呆あきれたようにため息を吐ついた。


「………なるほど。サラも面おも白しろい面めん倒どう事を任せてくれたな」


「でもせめて一言欲しかったわ。私、本当に心配したのよ？」


「これはもう、サラには美味おいしいものを奢おごってもらうしかないね」


　耀ようが言うと、まだ食べ飽あきないのかと苦く笑しようする十六夜たち。


「しかしレンタルをした女性出場者は、本当に全員水着なんだな………白しろ夜や叉しやの発案にしては珍めずらしくまともじゃねえか」


　十六夜はしみじみと語り、飛鳥あすかと耀の水着姿を見つめる。


　飛鳥はビキニタイプにパレオを付けた先日の水着だった。発展途と上じようながらも中々に育ちのいい胸むな元もとや白く眩まぶしい太ふと股ももは、パレオで隠かくすことで逆に煽せん情じよう的に見える。普ふ段だんから厚着の彼女が大だい胆たんに露ろ出しゆつしている水着を着ているのは新しん鮮せんだった。


　耀は対照的にセパレートタイプの水着だった。年相応の彼女の体は起き伏ふくに乏とぼしいが、スレンダーなバランスの良さが際きわ立だっている。セパレートを着ることで肢し体たいのラインがはっきりと見える為、ビキニを着るよりも魅み力りよく的に見えた。


　………そんな観察をしていると、飛鳥が頰ほおを赤くして十六夜を睨んだ。


「ちょっと。ジロジロ見過ぎよ」


「馬ば鹿か言えよ。水着姿なんて見られてなんぼだろ。二人とも、中々にエロっぽいぞ」


　ビシッ！　と親指を立てると、恥はずかしさからますます紅潮する飛鳥。


　耀は逆に、親指を立て返してビシッ！　と返してきた。


　丁度そんなお馬鹿な三人のやり取りが終わった頃ころ。更衣室の中から、水着に着き替がえている黒ウサギの声が聞こえた。


「お………お、お待たせしました」


　ヒョコ、と。テントの出口からウサ耳だけが出てくる。心なしか紅潮しているのは気のせいではないだろう。


　既すでに水着に着替えている飛鳥と耀は、じれったそうにウサ耳を摑つかみ、


「「てい！」」


「フギャァ!?」


　思いっきり引っ張った。黒ウサギは堪たまらずテントの外まで引き摺ずり出される。その引っ張った勢いで、黒ウサギの胸元が艶なまめかしく揺れた。


「………お？」


　十六夜の瞳が、揺れる胸元に釘くぎ付づけになる。


　黒ウサギの衣装は───愛らしいフリルで着き飾かざられた、煽情的なビキニの水着だった。


　白雪の様な柔やわ肌はだを大胆に露出させた水着の衣装。豊満な乳ち房ぶさも発育の良い美び脚きやくも、今日は普段以上に露出している。肉付きは胸も脚あしも良く育っているのに形は一いつ切さい崩れておらず、均整のとれた美しい肢体は造形美と言っても過言ではない。


　童顔とは相反する蠱こ惑わく的な肢体に、一同は息を呑のんだ。


「………十六夜君。エロっぽいというのは、こういうのを言うのよ」


「馬鹿を言え。これはエロいって言うんだよ」


「うん。エロエロだね」


「ほ、他に言うことは無いのですか………？」


　ツッコミを入れる気力すら湧わかずに、ウサ耳と頰を真っ赤にする黒ウサギ。


　貞てい潔けつな彼女にとってこれだけ露出の高い水着を着ることは、それだけで勇気のいる事だったのだろう。その感想が卑ひ猥わいの一言では、流石さすがに悲しかった。


　十六夜はそれを察したように、笑って付け加えた。


「いや、自信持っていいぞ。〝アンダーウッド〟全域を見回しても、黒ウサギが一番可愛かわいい。俺が保証する」


「………そ、そう、ですか」


　ド直球な言葉にもっとウサ耳が紅潮する。気のせいかもしれないが、大きく心臓の鼓こ動どうが高まった気がした。


　川辺で参加者を集める鐘かねが鳴り響ひびいたのは、それから間もなくのことである。





　　　　＊





　───〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟・地下都市の観戦会場。


　収しゆう穫かく祭の三日目も、やはり宴うたげは続いていた。


　酔よい潰つぶれて寝ねて、二日酔いのまま起きて、酔い潰れるまで飲み続ける。そんな不健全極きわまりない行こう為いを続けられるのも、収穫祭の醍だい醐ご味みだろう。


　その中でも特に注目を集めていたのが、〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟という小さな群体悪魔たちが断だん崖がいをスクリーンにして映し出す、〝ヒッポカンプの騎手〟だった。


　───未来を予見するという〝ラプラスの悪魔〟。その端たん末まつが〝ラプラスの小悪魔〟という群体悪魔である。彼女たちは圧あつ倒とう的な情報収集能力を所持しており、その情報を本体の悪魔に送信する力を持つ。


　しかし今は本体が休きゆう眠みんしている為、別の働き口に駆かり出されたのがこれである。


『集めた情報を、映像機のように映し出す』。それが彼女たちのアルバイトだった。ギフトゲームの状じよう況きようを観客に伝えられるこの能力は、今や箱庭全域で愛好されていた。


　参加者以外でも賭と博ばくとして楽しめるこのレース。


　自分の買った馬券を握にぎりしめている者たちも少なくはない。


　そんな熱気の中、愛らしい水着姿の三人組の少女が飲み物や凍こおった果実を籠かごに入れて売り捌さばいていた。


　満面の笑えみで二尾びを振ふるリリ。


　億おつ劫くうそうな顔で売るペスト。


　麦むぎわら帽ぼう子しを深く被かぶったレティシアの三人だった。


「〝斑まだら梨なし〟、〝斑梨〟のジュースは如何いかがですかー？　氷こおり菓が子しもありますよー？　作りたてだからシャリシャリしていて、とても美味しいんですよー♪」


「………斑模様でも、黒死病にかかりませんよー」


「お前がそれを言うと洒落しやれにならんから止やめろ」


　麦わら帽子を深く被り、正体がばれないかと冷や汗あせを流しながら咎とがめるレティシア。


　普段以上にやる気の出ないペストは、ブツブツと文句を言いながらため息。


　唯ゆい一いつ楽しそうなリリは、また一つ〝斑梨〟の氷菓子を捌いていた。


「まいど、ありがとうございます！」


「いやいや、お嬢じようちゃんたちも頑がん張ばってね」


「あ、こっちにも一つおねがーい！」


　ひょコン！　と狐きつね耳みみを立てて走り回るリリ。もしかしたら彼女の体内には、働き続ければ元気になれる永久機関が積んであるのかもしれない。


　ペストは無ぶ愛あい想そながらもようやく一つ売り、レティシアに向かって問う。


「でも、どうしたの？　貴女あなたは来ないものと思ってたけど」


「私もそのつもりだったんだが………リリにどうしても手伝って欲しいと泣きつかれてな。何でも、このままでは目標額に届かないとか何とか───」


　レティシアが言いかけると、舞ぶ台たいの映像に司会が現れ、舞ぶ台たい袖そでには実じつ況きようが現れた。


　舞台袖の実況は着物姿の白夜叉と、お目付け役の女性店員。見れば白夜叉の手には形だけのマイクが握られている。この駄神、最も早はやノリノリである。


　そして映像の視界は───


『───大変長らくお待たせしました！　それでは今より、〝ヒッポカンプの騎手〟を始めさせていただこうかと思います！　司会進行は毎度お馴な染じみ、黒ウサギが───』





　─────雄お々おオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォッ!!!





　黒ウサギの登場と共に、天地を揺ゆるがす大だい歓かん声せいが起きた。


　ひゃっ、とウサ耳を跳はねさせて驚おどろく黒ウサギ。本人には自覚がないが、それだけ彼女の大胆な水着姿は魅力的で蠱惑的なのだ。


　露あらわになった黒ウサギの美しい肢体に、会場は熱気と雄お叫たけびに包まれた。


「黒ウサギの水着姿万ばん歳ざい!!!　黒ウサギの水着姿万歳!!!」


「白夜叉様万歳!!!　白夜叉様万歳!!!　白夜叉様万歳!!!」


「此こ処こに来てよかった………我等、生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなし!!!」


　ゴフッ、と吐と血けつしながら続々と倒たおれて行く有う象ぞう無む象ぞう。どうやら興奮しすぎたらしい。


　ペストはその光景に生ゴミの山を見る様な冷れい徹てつな視線を送り、順番にトドメを刺さしていく。レティシアはそっとリリの瞳ひとみを覆おおいながら、その場を離はなれるのだった。





　　　　＊





　───〝ヒッポカンプの騎手〟・舞台袖の実況席。


　白夜叉は己おのれに信しん仰こう心が集まっているのをヒシヒシと感じながら、スクリーンの映像とは別角度から見る黒ウサギの尻しりに瞳を釘くぎ付づけていた。


[image: ]


「素す晴ばらしい………！　〝月の兎うさぎ〟の二百歳といえば精々第二次成長期を迎むかえた程度のはず。それでこのエロい発育とは、いや誠まことに素晴らしい！　そうは思わんか？」


「………知りませんっ」


　当社比にして怒いかり五十割増しの声で応じる女性店員。


　彼女もまた、割かつ烹ぽう着ぎではなくビキニタイプの水着姿で実況席に上がっていた。オーナーの命令には逆らえなかったのだろう。周囲に怒ど気きが充じゆう満まんしている。


　しかし客観的に見て、彼女の水着姿も十分に魅力的だった。


　普段から割烹着で肌はだを隠しているおかげで肌はシミも無く美しく、女性らしい胸の膨ふくらみも主張しすぎない程度には育っている。


　髪かみを下ろした女性店員は、一輪の清せい楚そな花のように可か憐れんだった。


　白夜叉は部下のお色直しにも満足しつつ、観客と参加者たちに語り始めた。


『えー諸君！　ゲーム開始前に、まず一言───黒ウサギは、実にエロいな！』


『さっさと開始してくださいこのお馬鹿様ッ!!!』


　ガシュッ！　と舞台から投げた石が白夜叉の後頭部に突つき刺さって鮮せん血けつ。


　ハリセンは流石に届かなかったのだろう。白夜叉は痛そうに突き刺さった石を放置しながら、コホンとせき込んで注目を集める。


『それでは本当に一言───黒ウサギは本当にエ』


　ガシュッ！　ズガシュッ!!　ズガシャァンッ!!!


『うむ。流石にこれ以上痛いのは嫌いやなので本題に。皆みなも知っておるだろうが、この度たびの収穫祭は、我々〝サウザンドアイズ〟からも多くの露ろ店てんを出しておる！　しかし残念ながら、ゲームの開かい催さいを準備する時間が無かったのだ。そこで考えたのだが………この〝ヒッポカンプの騎手〟を勝ち抜ぬいた参加者には、〝サウザンドアイズ〟からも望みの品を贈ぞう呈ていすると宣言しておくぞ！』


　白夜叉が意い気き揚よう々ようと言い終わると、観客席からは熱ねつ狂きよう的な歓かん声せいと参加しなかった事を惜おしんだ声の二つが一いつ斉せいに上がった。スタートを待ちわびている参加者たちも同様だ。彼らの瞳と胸には野心の火が一いつ瞬しゆんにして燃え広がり、空気が緊きん張ちようを帯びて行く。


　手た綱づなを握った飛鳥も張り詰つめた空気の中で緊張している。彼女は離れた場所にいるフェイス・レスの姿を見つめ、決心を新たにする。


（優勝しなきゃサラが議長を下ろされる。相手が誰だれであっても、邪じや魔まさせないわ）


　大河の両岸にいる十六夜、耀、そして無理やり出場させた白しら雪ゆき姫ひめも、目配せし合って頷うなずき合う。


　黒ウサギは舞台の真ん中まで移動し、ルールの最終確かく認にんを行った。


『それでは黒ウサギより、〝ヒッポカンプの騎手〟の最終ルール確認を行います！


　一、水中の落下は即そく失格！　但ただし、岸辺や陸に上がるのはＯＫ！


　二、進路は大河だけを使用すること！　アラサノ樹海からは分ぶん岐き路がありますので、各参加者が己の直感で進んでください！


　三、折り返し地点の山頂に群生する〝海樹〟の果実を収穫して帰る事！　以上です！』


　黒ウサギが言い終わると、白夜叉は両手を開き準備を整え。





『それでは参加者たちよ。指定された物を手に入れ、誰よりも速く駆け抜けよ！


　此処に、〝ヒッポカンプの騎手〟の開催を宣言する！』





　　　　＊





　───開会宣言後、刹せつ那なの剣けん閃せんだった。


　白夜叉が柏かしわ手でを打つと同時、フェイス・レスは蛇だ蝎かつの魔ま剣けんを引き抜いて範はん囲い内に居る参加者を全すべて切り伏ふせた───否いな。


　正確には、首の皮一枚傷つけることなく。





　仮面の騎き士しは一瞬にして、参加者たちの水着をバラバラに引き裂さいたのだ───!!!





「きゃ…………きゃあああああああああああああああ!!?」


　途と端たんに広がる黄色い絶ぜつ叫きよう。水着を斬きられた者たちは何が起こったのかも分からず、己の裸ら体たいを隠かくすためにドンドン水面に落馬していく。男性の騎手は鎧よろいを着ている者もいたが、その隙すき間ますら縫ぬって斬り裂き、問答無用で素すっ裸ぱだかにした。


　しかも〝水着斬り裂き魔フエイス・レス〟はその間も悠ゆう々ゆうと騎き馬ばを進め、参加者の水着や衣服を近寄る傍そばから斬って捨てている。仮面の所為せいでどんな表情かは分からないが、むしろそれが恐おそろしい。何はともあれ、凄すさまじい絶技である。


　一方、飛鳥は十六夜の投石で辛かろうじて難を逃のがれた。しかしその絶技の恐ろしさに、半ば心が折れ掛かけていた。


（な、何て恐ろしいことをするの………!?）


　昭和女子代表・久遠飛鳥は、恐ろしさのあまり肩かたが震ふるえていた。


　合理を追求すれば、恥はじも外聞も無くなるというのか。


　それとも〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者とは、それほどまでに心を殺さねばなれないものなのか。


　何いずれにせよ、馬ば鹿か馬ば鹿かしいが最良の方法だろう。ああなってしまえば身を隠せる場所は水中にしかない。ギフトゲームとしては至し極ごく真っ当な選せん択たく肢しだ。


　しかし司会の黒ウサギは、レースとは思えない破は廉れん恥ちな絵え面づらに絶句している。


　実況の白夜叉は対照的に、会場と一丸になって大盛り上がりを見せていた。


『クッ、流石さすがは我が仇きゆう敵てきが選んだ騎士ッ！　血も涙なみだも無い冷徹なその判断力と、肌には傷を付けず水着だけを斬り捨てる剣けん技ぎッ！　宿敵の臣下なれど見事だと言わざるを得ないッつうかもっとやれヤッホウウウウウウウ!!!』


「「「ヤッホオオオオオオオオオオ!!!」」」


（………お馬ば鹿かばっかりなのです）


　水着を恥はずかしがっていた黒ウサギだったが………今となっては、参加しなくてよかったと心底思うのだった。





　　　　＊





　───大河の岸辺・上じよう位い陣じんサポーター。


　水みず飛沫しぶきを上げながら大河の水面を走り抜けるヒッポカンプの群れ。


　ヒッポカンプに乗った参加者は、フェイス・レスの手で一瞬にして十分の一にまで減らされた。しかしそのおかげで十六夜たちサポーター同士の戦いも逸いち早はやく決着が付き、今では更さらに半数まで減らしている。飛鳥を助ける為に一石投じた十六夜は走りながら、身体からだをくの字に折り曲げて爆ばく笑しようしていた。


「くっそ、何だよあの仮面！　あんなに面おも白しろい奴やつだったのかよ！」


『ええい、主あるじよ！　馬鹿な事を言っとる場合か！　おかげで私まで丸まる裸はだかにされてしまったではないかッ！』


　十六夜のギフトカードから白雪姫の声がする。


　どうやらフェイス・レスの剣閃を避さけきれずに水着を斬られてしまったらしい。水着を斬られて素す肌はだを晒さらしてしまった途端、脱だつ兎との如ごとくカード内に逃にげ込んだのだ。


「しかし勿もつ体たい無ない。隷れい属ぞく関係が、こんなところで仇あだを成すとはな」


『阿あ保ほうか!?　有象無象に素肌を視し姦かんされるくらいなら、肝きもを貫つらぬいて死ぬわっ！』


「へえ。俺はばっちり見たけどな」


『……………、』


　黙だまり込む白雪姫。どうやらヘソを曲げてしまったらしい。


　十六夜も憎にくまれ口を叩たたいてはいるが、飛鳥を助けることで精いっぱいだったことは否めない。何より、曲がりなりにも水神である白雪姫が序じよ盤ばんで脱だつ落らくしたことも手痛い。


　一同は情報を得る為、司会役として状じよう況きようを報告している黒ウサギの言葉に耳を傾かたむける。


『現在、トップ集団は五頭！　トップは〝ウィル・オ・ウィスプ〟よりフェイス・レス！　二番手は〝ノーネーム〟より久遠飛鳥！　以下三番手から五番手は〝二翼〟の騎き手しゆたちが猛もう追ついしている状況です！』


　ふむ、と岸辺を走りながら情報をかみ砕くだく。


　どうやらグリフィスは複数の騎手とサポーターを出場させていたらしい。


　それが残っているとなると少し厄やつ介かいである。出来れば早めに潰つぶしたい。………というか、そんなこと無関係に潰したい。


　殴なぐられれば倍返し、屈くつ辱じよくは万倍返しが相場だと、十六夜は教育を受けていた。


（とはいえ仮面の騎士様を抜くには、俺が手を貸さないとどうにもならんだろうしな）


　さて、どうしたものかと思考を奔はしらせる。


　その間もレースは続き、状況は変わり始めていた。


『トップ集団、アラサノ樹海の分岐路に到とう着ちやくしました！　此こ処こからはどの経路を選ぶかが勝負の鍵かぎになります！　己おのれの直感を信じて突き進んでください！』


　大河の上流を遡さかのぼると、アラサノ樹海に出た。


　鬱うつ葱そうと生おい茂しげる木々は陽ひを遮さえぎり、薄うす暗ぐらい森を演出している。これではいざという時に飛鳥を守れない。


「おい、お嬢じよう様さま！　こっちに寄って、なるべく細い河を選べ！」


「分かったわ！」


　手綱を操あやつり、十六夜側の岸辺に騎馬を寄せる飛鳥。耀にも同じことを伝えようと対岸に視線を向けるが───其そ処こには、誰もいなかった。


「………春日かすか部べ？」


　疑問に思うが、騎馬の足を止めるわけにはいかない。


　二人はそのまま直進し、アラサノ樹海の奥地に歩を進めるのだった。





　　　　＊





　───アラサノ樹海・〝二翼〟経路。


　鬱葱と生い茂る樹海の川辺。広く浅いこの樹海を多くの幻げん獣じゆうたちが棲すみ家かとしている。南部へ樹海を抜けると小さな湖こ畔はんの跡あとがあるのだが、旱かん魃ばつを呼び込む魔ま獣じゆうによって干ひ上あがってしまったらしい。その為、樹海に移住してきた幻獣たちで溢あふれかえっていた。


　そんな獣けものの吐と息いきが聞こえてきそうな大河の中心で〝二翼〟は一団となって進んでいた。


　グリフィスは幻獣の姿をとり、サポーターとしてゲームに参加していた。


　人化の術を持つ彼だが、人の姿で参加するのは耐たえ難がたかったのだろう。他ほかの者に騎手をやらせ、自分は空から他の騎手を排はい除じよするつもりだった。しかしフェイス・レスの手で大量に参加者が脱落させられ、今は騎手の防衛に専念している。


（樹海を抜ける最短経路は我々が押さえている！　馬鹿どもめ、せいぜい樹海を彷徨さまようがいい………！）


　樹海の河を遡る幻獣の一団。


　空にはグリフィスの率いる有ゆう翼よく人が二体。地上には五人の部下が騎手を守っている。ギフトゲームでは組織力というのは重要な駒こまの一つ。人材を確保しているコミュニティはそれだけでゲームに有利に立てる。


　全方位の守護を固めた一団に奇き襲しゆうをかけるのは難しい。ましてや猛もう禽きん類るいの瞳ひとみを持つ〝二翼〟はずば抜けた視力を持っている。夜行性の瞳を持つ者を前後に配置して樹海を探さぐらせている今は万ばん全ぜんの状態。それほどまでに〝群〟というのは強力な武器だ。


　───。尤もつともそれは、常人が相手という前提の話だが。


『っ、グリフィス様………！』


『どうした？』


『前方で、何かが光りました！』


　綺き羅らと輝かがやく、小さな人ひと影かげ。其それを認識したが最後、有翼人の二人は瞬またたきも許さず後方へ吹ふき飛ばされて大河に叩き付けられた。


『な、何!?』


　水飛沫の上がる河の中心で、パニックになったヒッポカンプが嘶いななきを上げる。


　騎手は足を止めて落ち着かせようとするが、すぐにグリフィスが恫どう喝かつした。


『足を止めるな馬鹿者！　無理やりにでも進ませろ！』


「む、無む茶ちやです！　このままでは横転してしまいかねません！」


　チッ、と舌打ちして臨戦態勢を取る。グリフィスは襲しゆう撃げき者が何者か予想が付いていた。輝く旋せん風ぷうを放出する者など、そう何人も現れるものではない。


　鷲わしの翼を広げ、稲いな妻ずまと旋風を巻き起こして威い嚇かくする。


『先日の遺い恨こんを晴らしに来たか、小こ娘むすめ───!!』


　雄お叫たけびを上げると同時に襲撃者───春日部耀は、瞬きの間に彼らの前に現れた。


〝生命の目録〟によって構築された〝光翼馬ペガサス〟の具足を装着し、〝二翼〟の一団に立ち塞ふさがる。小さな胸を張った耀は、自信満々に言い返す。


「………別に、遺恨なんてないし。戦略的に潰しに来ただけだし」


『っ、何ど処こまでも舐なめてくれるな………！』


　苛いら立だちに呼応して稲妻が迸ほとばしる。しかし耀の言っていることも半分は正しかった。彼女が上空から確かく認にんしたところ、折り返し地点までの最短ルートに〝二翼〟は入っていた。


〝アンダーウッド〟で過ごす年月が長かった彼は、地域の地形を熟知しているのだろう。真っ先に潰す必要があるという耀の勘かんは見事に的中していた。


「貴方あなたたちは、此処から一歩も行かせない」


『言ってろ、猿さるの小娘がッ!!!』


　稲妻を、旋風を、水流を操って激げき怒どするグリフィス。それに続く五人の部下。


　輝く旋風と具足を飛ひ翔しようさせ、耀は〝二翼〟と正面衝しよう突とつした。
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　樹海を突つき進む十六夜と飛鳥の選んだルートは、さほど遠回りなルートではなかった。入口こそ細い河だったが、途と中ちゆうからは小こ舟ぶねが通れる程度の幅はばは確保されていた。


　稀まれに流木が放置されていることを除けばそう悪くない道だろう。


　但ただし───その河が、他の幻獣の縄なわ張ばりでさえなければ。


「お嬢様、右下！　来るぞ！」


「分かってるわよ！」


　手た綱づなを引き、水中からの襲撃を辛かろうじて避ける。


　水面に飛び出してきたのはヒッポカンプと同様に馬の姿をした〝水霊馬ケルピー〟だった。


　精せい霊れいというよりは怨おん霊りように近い彼らは、樹海で死んでいった霊群の集まりだろう。生者の肉を喰くらう彼らに捕つかまっては命そのものが危ない。


　十六夜も投石で応戦しているが、水霊馬は元が霊群だけあってすぐに収束して形を取り戻もどす。素す手でで殴ればまた違ちがうのかもしれないが、サポーターは河か川せんに入ってはいけないルールだ。跳ちよう躍やくする手もあったが、万が一のことを考えると迂う闊かつなことは出来ない。


「クソ、とりあえず現状維い持じだ！　このまま突っ切るぞお嬢様！」


「わかったわ！　ヒポポさん、全力疾しつ走そうよ！」


　飛鳥が鞭むちで叩くと、激しい嘶きを上げて水面を蹴けり始める騎き馬ば。後方に置き去られる水霊馬だが、速度が上がった分だけ真正面からの襲撃に対応が遅おくれた。


「っつ、この………！　燃えろッ！」


　飛鳥は発火の宝珠が付いたガントレットを翳かざし、水霊馬に触ふれる。全身が水分と魂こん魄ぱくで出来ている水霊馬だが、そんなものは関係ないとばかりに一いち撃げきで焼しよう失しつしていく。


　水蒸気によって一いつ瞬しゆん視界を塞がれたが、飛鳥は持ち前の強気でドンドンと騎馬に鞭を入れる。此処が勝負どころだと、彼女は直感していた。


　飛鳥の命令で倍に近しい速力を見せる騎馬に、十六夜は少し感心する。


（へえ………本当にギフトや幻獣を強化できるんだな）


　特にギフトの場合は、霊格の極大化という特とく殊しゆな力を持つ。


　飛鳥自身の身体能力が低いため扱あつかいきれていないが………


（その一点さえクリアすれば、お嬢様はかなり使えるんじゃないか………？）


　飛鳥が装そう飾しよくしている発火のギフトは、触れなければ対象を燃やすことが出来ない。これはギフトの出力が低い事に起因している。つまり大火力を誇ほこるギフトさえあれば、周囲一帯を焦しよう土どにするという荒あら業わざも可能となるはずなのだ。


「………今度、ジャックに相談してみるか」


「何を？」


「いや、こっちの話。───お、抜ぬけるぞ！」


　樹海を抜けると、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから流れ落ちる水の音が聞こえた。


　滝たきの生み出す瀑ばく布ふによって辺り一面は水みず霧ぎりに覆おおわれ、視界はまだ良好とは言い難い。


　折り返しは山頂だと黒ウサギは説明していたが………ヒッポカンプといえど、この滝を登るのは不可能だろう。


「この滝………かなり高い崖がけから流れ落ちてるな」


「そうね。ぐるりと回ってみれば道があるはずよ」


　そうだな、と空返事をする十六夜。


　只ただの滝と河川にしては、嗅きゆう覚かくに何か違い和わ感かんがあったのだが………流石さすがに気のせいだろうと首を振ふって、山河を登り始めた。
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　───アラサノ樹海・〝二翼〟経路。


「今だ、一いつ斉せいにかかれッ!!」


　通算して三度目の空中衝突。耀は全方位を囲まれていたが、彼女はそれを読んでいた。迎げい撃げきの為ために双そう掌しようで収束させていた輝く旋風を、周囲に解放する。


　捻じ切れそうなほど強きよう烈れつに竜たつ巻まく旋風が、部下たちを上空に巻き上げて叩き付けた。


〝二翼〟に残っているのは騎手一名とグリフィスのみである。しかしそのグリフィスも全身の至るところに軽傷を負い、肩かたで息をしている。


　対する耀はまだ息一つ乱していない。彼女は今まで騎手を落馬させることに専念し、コミュニティの勝利に貢こう献けんすることを最優先としていた。


『おのれ………猿風ふ情ぜいに、我ら〝二翼〟が………!?』


　呻うめくような声を上げるグリフィス。


　耀も自分の力に驚おどろきを隠かくせずにいた。


（………凄すごい。ちょっと前なら、手も足も出なかったはずなのに）


　巨きよ人じん族との戦いで身体能力が上がり、光翼馬のギフトを身に着けることで、鷲わし獅じ子しの旋風を何倍にも高めることが出来た。以前までは無む駄だだらけだった飛行だが、力場操作が可能になったことでその無駄が無くなったのだ。


（今なら………もっと高難度のゲームに挑いどめるかも）


　耀はまだ何種類もの幻獣の掛かけ合わせを隠し持っている。


　その全すべてを武具として顕けん現げんさせたなら、一体どれだけの戦力になるのか。


　父の造った〝生命の目録〟には、どれだけの可能性が秘ひめられているのか。


　それを想像するだけで胸の高鳴りが感じられた。


（でも今は、目の前のゲームに集中しないと）


　意識をグリフィスに戻し、鋭するどく睨にらむ。彼の言動は決して見み逃のがせるものではなかった。


　十六夜の代わりに翼を失ったグリー。


　飛鳥の為に龍りゆう角かくを折ったサラ。


　その傷を笑った相手を許す事など、断じて出来なかった。


（これだけ時間を稼かせげば、もう大だい丈じよう夫ぶだよね）


　コミュニティへの義務は果たした。


　此こ処こからは、友人たちへの義理を果たす。


「………そろそろ、終わりにしようか」


〝生命の目録〟をペンダントに戻し、地上に舞まい降りる。突とつ然ぜんの武装解除に面めん食くらうグリフィスだったが、すぐに怪け訝げんそうに問い返す。


『どういうつもりだ、貴様………！』


「次の一撃で最後にしよう。先日の侮ぶ辱じよくを清算する為に、貴方の全力を………全てを出しきった一撃を、私は真正面から受け止める」


『っ、………!?』


　意味が分からず、困こん惑わくした瞳で睨み返すグリフィス。


　耀の眼光は更さらに力強く光り、はっきりと宣言をした。


「貴方は自分の血筋が自じ慢まんみたいだから。誇りであるその〝鷲獅子〟と、〝龍馬〟の血を───その全てを捻ねじ伏ふせて、貴方の誇りを打ち砕く………！」


　友人の傷を嘲あざ笑わらった償つぐないとして。


　血統という驕おごりを砕いてみせると、耀は告げた。


『───……図に、乗るなよ………翼も無い猿風情がァ………!!!』


　度たび重かさなる挑ちよう発はつと侮辱。蓄ちく積せきしていた怒いかりがグリフィスの表皮を激変させていく。


　龍馬の象しよう徴ちようである鱗うろこはやがて全身を侵しん食しよくしていき、全身を覆う鎧よろいと成る。今まで重んじてきた鷲獅子の面おも影かげを捨て、その頭ず蓋がいすら龍の物へと変へん幻げんしていく。


　全身から光る粒りゆう子しを放ち、眩まばゆく神こう々ごうしい翼と龍角をその頭上に生やす。


　その劇的な変化を、耀は無表情のまま見つめ───


（………あ、あれ。ちょっと言い過ぎたかも）


　内心、ちょっとビビッていた。まさか怒りで龍角まで生えてくるとは計算外である。


　逆げき鱗りんに触れられたグリフィスの身体は鷲わし龍りゆうと化し、理性のない幻げん獣じゆうとなって疾走した。


『───ＧＹＲＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!!』


　疾走、次いで爆ばく音おん。只ただの爆発音ではない。


　轟とどろいたのは大気の摩ま擦さつ熱による熱ねつ膨ぼう張ちよう───即すなわち、雷らい鳴めいである。


　グリフィスの身体は閃せん光こうと共に稲妻となり、鷲獅子を遥はるかに超ちよう越えつした速度で耀に迫せまる。


（光翼馬じゃ受け止めきれない………！　なら、より上位の幻獣を───!!!）


　───〝生命の目録〟を前面に構えた耀は、グリフィスの姿から新たな幻獣を連想し、命の因子を重ねあわせて武具を構築していく。


　系統樹を操あやつるのは五行思想の中心、仁徳高き三六〇種の獣じゆう王おう。その一本角をモチーフに編み上げた武具は───耀の身長の倍はあろうかという、巨きよ大だいな矛ほこだった。


『ＧＹＲＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!!』


　鷲龍と化したグリフィスは、その矛に生えたばかりの龍角を叩たたき付けて突とつ進しんを仕し掛かける。しかし耀が手にした矛の原型も、敵と同じく稲いな妻ずまを携たずさえた龍角。


　通つう称しよう・麒き麟りんと呼ばれる獣王の象徴だった。


（大丈夫、止められる………！）


　鬩せめぎ合う龍角。衝突で大河と樹海が震ふるえる。


　突進力は完全に殺した。後は両者の力がぶつかり合うのみ。


　閃熱と稲妻の衝突で岸辺の木々は燃え上がり、衝しよう撃げきで地じ盤ばんが捲めくれ上がって溶よう解かいを始めている。巨人族の腕わん力りよくを持つ耀は、徐じよ々じよに力任せに押し込んでいく。


　鷲龍と化し理性を失っていたグリフィスだが、本能が劣れつ勢せいを悟さとる。


　鉤かぎ爪づめで大地を蹴ったグリフィスは矛を上空へとかち上げ、空いた懐ふところへと飛び込んだ。


『ＧＹＡＲＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!!』


「っ、此処だッ───！」


　龍角にかち上げられた反動に逆らわず、大きく弧こを描えがく様に矛を操る。巨人族の腕力に鷲龍の力を加え、遠心力を利用して背中に叩き付ける。


　予想外の反はん撃げきに、鷲龍は痙けい攣れんして悲鳴を上げた。


『ＧＹａ………!!!』


　鷲龍の背中を。鱗の鎧ごと叩き割る。刃はは殺してあったから、死んではいないだろう。気を失ってからも暫しばらく痙攣していたが、それもやがて収まった。


「グ、グリフィス様が………!?」


　うめき声を上げたのは、二人の戦いをずっと呆ほうけた様子で見ていた〝二翼〟の騎き手しゆ。


　耀の意識が彼に移るや否いなや、「ヒッ！」と悲鳴を上げて河か川せんに飛び込んで逃にげた。


「………ふう」


　周囲に気配がないことを確かく認にんする。


　転がっているのは〝二翼〟のサポーターたちだけだ。


　ぐるりと見み渡わたした春日部耀は、右手を高く掲かかげ。


「………ヴィクトリー」


　ブイ！　と。遠くで見ている観戦者に対して、勝利宣言をするのだった。
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　───〝ヒッポカンプの騎手〟・地下都市の観客席。


　春日部耀とグリフィスの戦いを観覧していた観客たちは、より一層の熱を生んで盛り上がっていた。


「グリフィス様に龍角が生えるとは、なんと素す晴ばらしい！」


「でもそれを倒たおすなんて、やっぱり只の〝ノーネーム〟じゃねえぞ！」


「当たり前だ！　あの子は〝六本傷〟の食しよく糧りよう庫を壊かい滅めつさせた女の子だからな！」


　白熱した戦いを見て、同様に熱を共有し合う観客席。


　実力伯はく仲ちゆうの敵と権けん謀ぼう術じゆつ数すうを張り巡めぐらせて戦うのがギフトゲームの醍だい醐ご味みである。その鬩ぎ合いを映し出して観戦できるのだ。これ以上の娯ご楽らくは無い。


　白夜叉は膝ひざの上に乗せていた極少の小こ悪あく魔ま───〝ラプラスの小悪魔〟の頭を撫なでて、眼下の盛せい況きように笑えみを零こぼす。


「ふふ。おんしらを連れてきて正解だったな、ラプ子よ」


「お褒ほめにあずかり、光栄です」


　返事をしたのは、紫むらさきのワンピースを着た小悪魔。


　他ほかの四人と色が違ちがうのは、彼女が司令官コマンダーだからだろう。情報収集に長たけた他の四人から情報を受け取り、此処で映像化しているのは彼女の力だった。


　言わば受信機のようなものである。映像を映し出している断だん崖がいには、春日部耀が此方こちらを向いて手を振りながら勝利宣言をしていた。


「しかし、覚かく醒せいしたグリフィスまで苦も無く打だ倒とうするとは。たった二か月足らずでこの成長………ラプ子よ。〝生命の目録〟とは、一体どういうギフトなのだ？」


　愛あい称しようで呼ばれた小悪魔は、小さな頭を傾かしげつつも拙つたなく答える。


「申し訳ありません。母さんの記憶バンクを漁あさっても、過去に該がい当とうする恩おん恵けいはありません」


「ふぅむ、そうか」


「………ただ、似通った品は過去に産出されています。時間をいただければ正体はつかめるかと思います」


「すまんな、手を煩わずらわせて。暇ひまな時でいいから報告してくれ。………ところで、欲しい料理はあるかの？」


「では、斑まだら梨なしを一切れ下さい」


　ラプ子は等身大の斑梨を渡わたされて、シャリシャリシャリシャリ！　と嚙かじり付く。


　一方その頃ころ、舞ぶ台たいでレースの実じつ況きようをしていた黒ウサギが声を上げた。


『トップで折り返し地点に現れたのは───〝ノーネーム〟・久遠飛鳥です！　他の参加者はまだ現れません！　もしやこのまま、このまま独走してしまうのでしょうか!?』


　ウサ耳を左右に振ふりながら、嬉うれしそうに実況をする黒ウサギ。





　───しかしこの時、彼女は気が付いていなかった。


　遅おくれて出発した一人の参加者が………尋じん常じよう外の速度で彼らに迫っていることを。
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　───逆廻十六夜の違い和わ感かんは、やはり正しかった。


　山頂から吹ふき抜ぬける風は鼻び腔こうを擽くすぐり、肌はだにまとわりつく様に脇わきを通過していく。生命の坩堝るつぼから溢あふれる水は生々しい気配を漂ただよわせながらも、どこか懐なつかしい雰ふん囲い気きがあった。


　眼前に広がる真っ青な水平線。


　山河を登りきった二人の眼前には途と方ほうも無い───大海原が広がっていたのだ。


「ハ………ハハ、流石さすがは箱庭の世界！　海がある仮説は前に立てていたが、まさか………山頂に海があるとは思ってなかったぞッ！」


　海岸で両手を広げながら、真っ青な海に向かって叫さけぶ十六夜。


　───以前、トリトニスの滝たきの近きん隣りんに生息していた海魚。多少は造形が変わっていたが、原型はやはり海に生息する鯵あじと同じものだった。気になって滝付近の水質を調べたところ、多量の海水らしき成分が検出できた。


　上流で海水が混流しているのだろうとばかり思っていたが、よもや山頂の海から流れているとは想像もしていなかった。


（ということはつまり、箱庭は上層に近づくほど高所に位置しているのか？　見渡す限かぎりの水平線ということは、一部の外門は完全に海中にあるっていうことも………？）


「十六夜君！　海の上に生えてる樹きがあるわ！　海樹ってアレのことじゃない!?」


　推測に埋まい没ぼつしていた十六夜だが、飛鳥の声で我に返る。


　彼女が指差す先には、大小さまざまな樹が海岸や海面に立っていた。樹の天てつ辺ぺんには真っ赤に熟うれた果実が陽ひの光に照らされて美味おいしそうに実っている。


「おお………いいぞいいぞ、こっちも期待できそうじゃねえか」


　何ど処こまでも嬉しそうな笑顔で海樹に近寄ってよじ登り、果実をもぎ取る。潮風に負けないほど濃のう厚こうな甘みを漂わせる海樹の果実を荷に袋ぶくろに詰つめ、二人は水平線に背を向けた。


「本当は少し遊んでいきたいんだけどな………」


「はいはい、また今度ね。今はゲーム優先よ」


　珍めずらしく飛鳥に窘たしなめられ、渋しぶ々しぶと山河を駆かけ下りる。


　此こ処こまでは山河を遡さかのぼって走ってきたが、後はもう流れに任せて〝アンダーウッド〟に帰るだけだ。〝二翼〟のグリフィスがリタイヤし、もう一人の強敵は───


「───っ、十六夜君！　彼女が来たわ！」


　浮うかれていた心を引き締しめ、臨戦態勢を取る飛鳥。別のルートから登ってきたフェイス・レスは水みず煙けむりを立ち上がらせて猛もう追ついしていた。


　山河を登りきった彼女が飛鳥たちを視認すると、口元に薄うすい笑みを浮かべて告げる。


「………やはり、辿たどり着いたのは貴方あなたたちだけでしたか」


　ギフトカードから愛用の蛇じや腹ばら剣けんを引き抜き、一いつ瞬しゆんにして海樹の果実を袋に詰める。これで〝ノーネーム〟のアドバンテージはほとんど無くなったと言ってもいい。


「もう、十六夜君が海に見み惚とれてるからこんなことに………！」


「ああ、うん。今回はマジでゴメンナサイ」


　浮かれすぎていたことを素す直なおに謝る。どう考えても時間のロスは十六夜の責任だった。感動に弱いというのは彼にとって最大の弱点かもしれない。


　蛇腹剣の柄つかを捻ひねって刀身の仕込みを解いたフェイス・レスは、静せい謐ひつな仮面の下に闘とう志しを燃やして手た綱づなを取る。一いつ触しよく即そく発はつの空気が張り詰める。


　両者共に、走り出す切っ掛かけを探さぐり合う。


　不用意に動けばフェイス・レスは落馬し、飛鳥は素すっ裸ぱだかにされるだろう。


「………っ、……？」


　その時、海辺で異変が起きた。


　緩ゆるやかに足場が揺ゆれ始め、心なしか波風が強くなり始める。地じ震しんによる津つ波なみかと警けい戒かいした飛鳥と十六夜だったが、それがすぐに誤りだったと知る。


　唯ゆい一いつ原因に気が付いたフェイス・レスは、眼下から来る脅きよう威いに刮かつ目もくした。


「………まさか。こんなお遊びのようなゲームで、動くのですか？　〝枯かれ木の流木〟と揶や揄ゆされた、あの男が………！」


　うわ言の様に紡つむがれた、彼女らしからぬ言葉。


　地鳴りは滝の下を震しん源げんとして徐々に強くなり、大だい噴ふん火かのように水柱を上げてその姿を現す。天まで届くかという水柱には、一頭の騎き馬ばと騎手の影かげ。先ほどまでの地鳴りが大河と滝の流れを逆流させるものだったのだと知り、その絶技に戦せん慄りつした。


「いやあ、参った参った！　寝ね坊ぼうしたらこんな時間になってもうた。無理やりねじ込ませてもらったのに、白びやく夜や王おうには悪いことしてもうたなあ」


　胡う散さん臭くさい関西弁を話しているがしかし、その雰囲気に昨夜までの親しみやすさはない。突とつ然ぜん現れた最後の参加者───蛟こう魔ま王おうは、濡ぬれた髪かみを搔かき上げて十六夜たちを一いち瞥べつする。


「でもよかった。君らがこんなところでトロトロしてたおかげで、簡単に追いつけたわ。───此これなら、優勝も容易たやすそうやなあ」


　絶対の自信と覇は気きを持って告げる蛟魔王。


　最強の参加者を迎むかえ、〝ヒッポカンプの騎手〟は後半戦へともつれ込む。




　第八章







　───紗しや欄らん、という怜れい悧りな鈴すずの音が響ひびく。


　三日月を背負った白しろ夜や叉しやは慈じ愛あいに満ちた笑みで、


「おんしが望むのであれば………〝斉天大聖〟に会わせてやってもよい」


「………なんやと？」


「但ただし、条件が二つある。


　一つ、サラ＝ドルトレイクが〝階層支配者〟に為なれるように手を貸すこと。


　二つ、〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟に優勝すること。


　この二つの条件を呑のむというのであれば、私が直々に悟ご空くうを箱庭に招こうではないか」


　銀の髪を靡なびかせて笑う白夜叉。僅わずかに陽光を放つその御み髪ぐしは風に靡くことによってより神こう々ごうしさを増している。女性のものとは思えぬ存在感と威い圧あつ感かんを放つ白夜叉は、甘言のように蛟こう劉りゆうを誑たぶらかす。


「おんしの止まった時を再び動かせるのは、孫そん悟空を除いて他にはおるまい。今のおんしの姿………〝枯れ木の流木〟と揶揄される姿は、知人としては見ていて痛々しいからの」


「……………、」


「信用ならぬというなら別に良い。但しこの機を逃のがせば、次の機会は百年先か千年先だぞ。乗らぬ手はないと思うのだがの」


　扇おうぎを広げ口元を隠かくす。その裏で笑っているのか、それとも嘲あざ笑わらっているのか。蛟劉は勘かんぐるように睨にらみつける。


　しばし睨み合う両者。先に痺しびれを切らしたのは蛟劉だった。


「………ハッ。他ならん白びやく夜や王おう様の甘言や。誑かされてみるのも一興やけれど………ええんか？　僕が出場したら、ゲームそのものが滅め茶ちや苦く茶ちやになるで？」


「さて、それはどうかな？　私はむしろおんしが優勝する確率のほうが低く思えるがの」


　───何？　と隻せき眼がんを見開いて白夜叉を睨む。一いつ瞬しゆん蘇よみがえった魔ま王おうの覇気に白夜叉は気を良くし、高らかな哄こう笑しようを上げて月明かりの中に消えていくのだった。
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　───海樹の園その・海岸沿い。


　潮風が吹き抜ける海岸で、四人はそれぞれの陣じん営えいを牽けん制せいし合っていた。


　取り分け十六夜いざよいが警戒していたのは、余よ裕ゆうの笑えみで構えている蛟こう魔ま王おうである。絶対の自信を感じさせるその笑みは毒どく蛇へびか何かの類たぐいだ。猫ねこか狸たぬきで着き飾かざっていた気配は微み塵じんも残っていない。下手へたに触ふれて咬かみつかれれば、命まで奪うばわれかねないと本能が訴うつたえていた。


（………驚おどろいたな。昨日とは別人じゃねえか）


　競きそい合ってみたいと思ってはいたが、まさかこんなに早く戦うことになるとは思わなかった。これが別のゲームなら無む謀ぼうを覚かく悟ごで正面からぶつかり合うところだろう。


　十六夜にとってサラの一件はただのオマケに過ぎないが、白夜叉から与あたえられる恩恵は是ぜが非でも欲しい理由があった。だからこの機会は逃せない。


（………ま、だからと言って睨みあっていても始まらねえか）


　胸の内で覚悟を決める。十六夜は背中に飛鳥あすかを庇かばい、小声で呟つぶやいた。


「お嬢じよう様さま。コイツはまだ果実を手にしてない。それを利用し、出来るだけ長時間ここで足止めする。その間に走り出せ」


「っ………え、ええ。分かったわ」


　辛かろうじて返事する飛鳥。しかしその心中は複雑だった。


　言うまでもない。彼女はまた、一番危あやうい場所から遠ざけられたのだ。騎手の落馬は即そくゲームオーバーなのだから当然だとわかっていても、僅かに落らく胆たんしてしまった。


　そんな彼女の心情を察したのだろう。


　十六夜は厳しい声こわ音ねで叱しつ責せきした。


「おい、気を引き締めろよお嬢様。アンタは今から、あの騎き士し様を一人で相手しなきゃいけないんだぞ」


　ハッと顔を上げて息を呑む。考えてみれば当然だ。


　十六夜が蛟魔王に挑いどめば場の均きん衡こうは崩くずれる。その隙すきを見み逃のがすほど甘い敵ではない。飛鳥が気を抜けば、彼女は一瞬にして敗北するだろう。


「頼たのむぜ、お嬢様。あの騎士様は、アンタが相手にしてきた中じゃ間ま違ちがいなく最強だ。こうなった以上、今後の展開は俺でも読み切れない。お嬢様の裁量一つで、勝敗が決する。その自覚を強く持て」


　自覚を持て。責任を背負えと告げる十六夜。


　それは飛鳥に投げかける、初めての信しん頼らいだった。


「………分かったわ。十六夜君も頑がん張ばって」


　手綱を強く握にぎって構える飛鳥。


　十六夜も重心を落とし、跳ちよう躍やくする構えを取る。


　しかし突然、蛟劉がそれを遮さえぎった。


「あのなあ、君ら。色々と相談してるところ悪いけど、ちょっと時間かけすぎやで。おかげでこっちの準備が整ってもうたやないか」


「何っ？」


　突然の物言いに出で鼻ばなを挫くじかれる。あるいはそれさえも駆け引きだったのか、正に絶ぜつ妙みようのタイミングでの言葉だった。


　蛟劉が馬上で右みぎ腕うでを掲かかげると、先ほどの何倍もの地鳴りが彼らを襲おそう。


　次の刹せつ那な───〝覆海大聖海を覆いし者〟の名は伊達だてではないことを、誰だれもが思い知った。


「まさか………つ、津波!?」


「デカい！　つーかヤバイ、逃にげろお嬢様！　このままじゃゲームオーバーになるぞ！」


　ルールを思い出し、焦あせったように叫さけぶ。


　禁止事じ項こうでは、〝水中に落ちた者は落馬扱あつかいで失格とする〟と明記されていた。それが海中だったとしても、水に沈しずめば失格扱いになるのだ。


　同じく窮きゆう地ちを悟さとったフェイス・レスは、一目散に滝たきへ向かって走り出す。


　愛馬に頭を近づけた彼女は、


「………跳べますね？」


　ヒンッと短い返事をする。


　嘶いななきを上げて疾しつ走そうした騎馬は滝から大跳躍を見せ、一〇〇ｍもの高さからダイブした。


「噓うそ………!?　命は助かっても、下の滝に呑み込まれればゲームオーバーよ!?」


「けど他ほかに手はない！　お嬢様も滝に向かって走れ！」


　それこそ無む茶ちやよ！　という言葉を、プライド一つで飲み込む。


　久く遠どう飛鳥の体は常人と変わらない。この高さから跳び込めば間違いなく命を落とす。


　しかし、それを口にするのは敗北宣言と同意だ。ギフトゲームとは超ちよう常じようを競い合うゲーム。不可能を口にした者から負けていくのだと、飛鳥も学んでいた。


　それに何よりも───この戦いは、十六夜に初めて信頼された戦いだ。


　此処で逃げたら、二度と対等などとは口に出来ない。思ってすらもらえない。


「………～～ッ………ぁあああああもうッ！　失敗したら、骨は拾いなさいッ！」


「オーケー、任せられた！」


　騎馬に鞭むちを入れ、疾走する飛鳥。


　ヒッポカンプの蹄ひづめに蹴けり上げられた水面は瀑ばく布ふの様に巻き上げられ、水煙となって霧む散さんしていく。表面張力や水圧操作がままならないほどの速度で崖がけに突とつ撃げきする。


　飛鳥は背後にまで迫せまった津波を一度だけ振ふり返り、やけくそになって心中で叫んだ。


（もうどうにでもなれ、馬ば鹿か────!!!）


　滝から踏ふみ切る瞬しゆん間かんの浮ふ遊ゆう。そして自由落下。


　飛鳥は、本気で死を覚悟した。
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　───〝ヒッポカンプの騎手〟地下都市の観客席。


　海樹の園を襲う大おお津つ波なみの映像を、誰もが固かた唾ずをのんで見守っていた。先ほどまでの歓かん声せいは蛟魔王の出現と共に消え去っている。


　滝から跳躍するフェイス・レスの姿を見て、誰かが叫んだ。


「見ろ！　滝から跳んで逃げるつもりだ！」


「馬鹿な、無謀すぎる！」


「本当に死ぬぞ！」


　口々に悲鳴を上げる観客たち。フェイス・レスの実力を知る者たちは彼女が死ぬことはないと知っていても、ゲームオーバーは逃れられないと注視する。


　白夜叉も身を乗り出し、彼女の動向を観察する。


（さあ、どう出る〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者よ）


　飛行するギフトを使うのか、それとも水流を操あやつるのか。この窮地を如何いかなる奇き跡せきで切り抜ぬけるのか、その一点に注目が集まる。


　滝から飛び降りたフェイス・レスは───


「───ふッ」


　一呼吸。そして二本の剛ごう槍そうを取り出し、そのまま自由落下。


　跳躍より一秒間、ギフトを使う仕草など一いつ切さい見せない。仮面の騎士は落下に身を任せ、水面に突とつ入にゆうする刹那───二本の剛槍を、激しく振り降ろした。


「………え？」


　疑問の声が上がる。それも一つや二つではない。まるで示し合わせたように一いつ斉せいに声が上がった。だが彼女が行った絶技に気が付いた者は、声すら上げられずに絶句している。


　スクリーンを見ていた黒ウサギも絶句していたが、真っ先に我に返って実じつ況きようした。


『な………なんという妙みよう技ぎでしょうッ！　仮面の騎士フェイス・レスは、衝しよう突とつの瞬間に剛槍を振り降ろして………落下の衝しよう撃げきを、完全に殺したのです！』


　オオオオオォォォォ!!!


　黒ウサギの実況でようやく理解した観客たちは、その妙技に拍はく手しゆ喝かつ采さいを送った。


　よもやギフトを使わずにあの窮地を脱だつするなど、誰にも予想がつかなかったに違ちがいない。


　彼女は決して闇やみ雲くもに槍やりを振ったのではない。強く振りすぎても水面が割れ、弱く振りすぎても衝撃を殺しきれない。


　刹那の誤差も許さない槍技でフェイス・レスは観客を魅み了りようしたのだ。


　黒ウサギも素す直なおに感心する半面、内心では飛鳥の身を案じている。


（飛鳥さん………無理をしないでくださいまし………！）


　降参するのも勇気だ。しかし飛鳥は決してその選せん択たくを選ばないだろう。


　黒ウサギは両手を組み、ひたすら彼女の無事を願った。





　　　　＊





（わ………！）


　自由落下を飛鳥が経験するのは、これが二度目だった。


　一度目は召しよう喚かんされた時。


　二度目はこの瞬間である。


　衝突までの時間はおよそ五秒間。その時間を冷静に使えたのは、以前の経験があったからだろう。


（左手の手しゆ甲こうには………壊こわれかけの〝琥こ珀はくの御み手て〟がある）


　水樹の種子を埋うめ込んだという、蒼そう白はくの琥珀。


　ヒビが入ってはいるが、あと数回は使えるだろうと思って付け続けていた。この状じよう況きようを打開できるギフトはこれしかない。


（でも、ただ水流を操るだけじゃ意味がない。水面に騎き馬ばが着地するには………!?）


　行使出来る時間は一度しかない。どうすればいい。何をすればいい。


　頭をフル回転させて、最終手段を練り上げる。


（ヒッポカンプは水流と水圧、表面張力を操って水上を走る。なら私の力で、それを極限まで操る………！）


　理論や方法は分からない。


　そんなものを構築する時間はない。


　飛鳥はギフトを通じて、イメージをそのまま水面に向かって叩たたきつけた。





　　　　＊





　フェイス・レスの妙技を目まの当たりにしたとき、観客は静せい寂じやくに包まれた。それは強力な力を持つ参加者に対する羨せん望ぼうが成した現象だ。


　それと同様に、スクリーンの飛鳥が助かった時も観客は一斉に静まり返った。


　───しかしそれは決して羨望によるものでは無い。


　本当に半口を開いて、ポカンと見つめてしまったからだ。黒ウサギでさえ一いつ瞬しゆん何が起きたのか分からず、どう説明したものか迷っている。


　ザワザワと疑問の声が広がる中、実況席の白夜叉が低く唸うなるような声で呟つぶやいた。


『………跳はねた、な』


『はい？』


『水面を跳ねたな。………垂直に』


　───そう。そうなのだ。水面に真っ逆さまに突つっ込んだ飛鳥とその騎馬は、まるで水の表面に拒こばまれるかのように柔やわらかく跳ね上がったのだ。


　言うなれば水面のトランポリンである。表面張力を極限まで高め、水圧を操作して柔じゆう軟なんにした結果、彼女は無傷で水面をバウンドしたのだ。………垂直に。


　見たものは滑こつ稽けいな絵え面づらだと笑う者も居た。しかし白夜叉はそれが如何に難易度の高い術か理解しているからこそ、低く唸ったのだ。


『にわかには信じられんが………今あの娘むすめが行使した術は、水流操作の極きよく致ちだ。あれだけの使い手には近年出会った事が無い。いや全く、凄すさまじい絶技であったぞ！』


　バン、と扇おうぎを広げて絶賛する白夜叉。


　彼女の解説を受けた観衆も一斉に盛り上がりを見せ、再び拍手喝采に包まれた。


　しかし次の瞬間───山から溢あふれ出た津つ波なみによって、樹海は海水に沈んでいった。





　　　　＊





　───海樹の園その・海岸沿い。


　飛鳥とフェイス・レスが滝に飛び込んだ頃ころ、十六夜も己おのれを守るために拳こぶしを振るっていた。彼は一切の小細工を要さず、拳圧一つで大津波に巨きよ大だいな穴を空けた。


「しゃらくせえ！」


　勢いを僅わずかに失う大津波。十六夜の生み出す拳圧は飛び交かう水みず飛沫しぶきさえも寄せ付けない。突き出した拳は海を割り山河を砕くだく一いち撃げきである。二度三度と腰こしの捻ひねりを利用して打ち抜いた拳は、津波の被ひ害がいを半減させる程ほどにもなった。


　指に付いた海水を舐なめ、その塩っ辛からさを確かく認にんしながら蛟こう劉りゆうに向き直る。


「悪いが、今日は濡ぬれてやるわけにはいかないんだよ」


「なんやそれ。まるでしょっちゅう濡れとるみたいな言い草やな」


「おう。月一ペースぐらいで、全身濡れ濡れだ」


　海岸に押し寄せる余波に下半身を濡らし、半ば投げやりに胸を張る十六夜。どうやら水難の相が出ているのは確定的らしい。


　そんな十六夜が可笑おかしかったのか、蛟劉はますます楽しげに哄こう笑しようを上げた。


　津波の中にあっても一切濡れることのなかった男は、ゆっくりと騎馬の背から降りる。


「なるほどな。落馬扱あつかいは全身が水中に沈しずんだ時のみ、か。こりゃしくじったなあ。この分やと、あの子らも無事かもしれん」


「無事だろうさ。お嬢じよう様さまは箱入り育ちだが、根こん性じようは筋金入りだ」


　ヤハハと笑う十六夜。


　蛟劉はそれに苦笑いで返す。


「となると、この場はさっさと収めて逃にげたいところやな。とりあえず海樹の果実だけ貰もらってもいい？」


「馬鹿を言え。果実を採ったら一目散にゴールするつもりだろうが」


　蛟劉は大河を逆流させて、その勢いで十六夜たちに追い付いた。もし果実を採らせてしまえば、瞬またたきの間に飛鳥たちを追い越こして行くだろう。


　十六夜は何としてもこの場でこの男を足止めしなければいけなかった。


「騎馬を降りたってことは、相手をしてもらえるって考えでいいのかい、蛟魔王様？」


「勿もち論ろん。最強種を倒たおしたっていう噂うわさが本当なら、僕なんぞ相手にもならんやろうけどな」


　胡う散さん臭くさい笑えみで飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくめる蛟劉。


　しかし焦あせって果実を採りにいかないということは、よほどの自信と余よ裕ゆうがあるのだろう。でなければ十六夜を無視して海樹を目指していたはずだ。


（………ハッ、面おも白しろいじゃねえか）


　嬉き々きとして構える。蛟劉は曲刀を腰に下げているが抜こうとする気配はない。肉にく弾だん戦で十六夜と戦おうというのだ。


　ヴェーザー以来の殴なぐり合いに心を躍おどらせ、


「後こう悔かいすんじゃねえぞ、蛟魔王───！」


　大地を蹴けり、一直線に突とつ進しんを仕し掛かけた。


　海水に足を取られて速度は落ちているものの、それでも常人を逸いつした速さで迫る。並のものならば知覚すら出来ないだろう。


　海を割り、山を砕き、残像を置き去りにした十六夜の一撃を───。


「………なっ、」


　蛟魔王は、片かた腕うで一本で受け止めた。


「少年。幾いくらなんでも、格上相手に正面衝突は下策やろ」


　十六夜の拳を握にぎりしめながら失しつ笑しようする蛟魔王。
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　その圧力に、かつてない危機感を抱いだく。


（コ、コイツ………！）


「とはいえ、この一撃は天てん賦ぷのもの。少々惜おしいけれど───ま、この一撃は授業料や。殺し御ご法はつ度とやねんから、死ぬんやないぞ………!!!」


　重心を落として隻せき眼がんの瞳ひとみを見開いた蛟魔王は、捻ねじり込むように心しん窩かを掌しよう底ていでかち上げた。幾いく星せい霜そうの月日を重ねて研けん鑽さんされた一撃は、十六夜の臓ぞう腑ふにかつてない衝撃を走らせる。


（グッ………!!）


　血液が逆流するほどの嘔おう吐と感にさいなまれながらも、その激痛を全すべて嚙かみ殺し。


　十六夜は、体を捻ひねって蛟魔王を蹴り抜いていた。


「何………!?」


　予想外の反はん撃げきに驚きよう嘆たんの声を上げる蛟魔王。


　命を刈かり取るつもりで打ったというのに、死なぬどころか反撃までしてきたのだ。彼にしてみればまさに驚きよう天てん動どう地ちだろう。


　二人は互たがいに吹ふき飛び、海面を転げながら離はなれていく。


　先に立ち上がったのは蛟魔王だった。


（こ、これは驚おどろいた。まさか今の一撃を受けて、反撃までして来るとは）


　蛟魔王は最強種ではないものの、その霊れい格かくは並の神しん霊れいを遥はるかに凌りよう駕がする。


　海で千年、山で千年の修しゆ行ぎようを積んだ蛇へびは仙せん道どうを極きわめ、〝仙せん龍りゆう〟という稀け有うな龍種に転生することが出来る。


　彼はその過程を半分で済ませる為ために、海底の深海火山で修行を積んだ。生命が生きられぬ熱と土石流の中で功績を得た彼は、地母神と海神の双そう方ほうに匹ひつ敵てきする力を持つ。


　大地と海から吸い上げた気を掌底に込めて打ち出した一撃を、人間が受け止められるはずないのだ。


「少年………君、どういう体の仕組みしてるんや？」


「それは、こっちの台詞せりふだ、この野や郎ろう………！」


　口からの吐と血けつを腕うでで拭ぬぐい、ようやく立ち上がる十六夜。


　蛟魔王は飄々と驚いているが、彼は十六夜の全力で蹴られたはずなのだ。それが何事もないかのように立ち上がっている。


　今まで二体の神霊と戦った十六夜だが、彼らは決して無傷ではなかった。超ちよう常じよう的な回復力で無力化していただけに過ぎない。


　しかしこの魔ま王おうは………明らかに、十六夜の一撃が効いてない。


　星を揺ゆるがす一撃を前にして、これは今までに無かったことだ。


（………チッ。とうとう、現れたってわけか）


　肩で息をしながら、現状を受け止める。


　この状況もとうに想定はしていた。何時いつか現れるだろうと思っていた、最大の難敵。


　十六夜の身体能力を凌駕する魔王が、遂ついに立ち塞ふさがったのだ。


（ハッ………流石さすがは箱庭の世界。こうでなくちゃ面白くねえ………！）


　一いつ切さいの小細工なし。間ま違ちがいなく、真ん中ド直球に最強の敵だ。


　十六夜は徐じよ々じよに熱を帯び、喜色に染まり、勝利を摑つかむため思考を高速回転させる。


　当面の目的は果実を守ることだが、この男はゲームで負かさねば気が済まない。


　如何いかにして攻せめ落とすかを考えたが………とりあえずもう一度突っ込んでみるかと思い至り、真正面から突き進むのだった。
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　滝たきから生せい還かんしたのも束つかの間、飛鳥は背後の濁だく流りゆうから逃のがれる為に全力で叫さけんだ。


「駆かけ足、逃げて！　今すぐよ！」


　言われるまでもないと、嘶いななきを上げて走り出す騎馬。


　来た道を選ぶのは危ない。帰りはこの身一つで生還しなければいけないのだ。水霊馬たちを相手にしていては間に合わない。


（彼女はどのルートで………ああもう！　考えてる時間もないわ！）


　十六夜の拳で津波は弱まっているが、それでも呑のみ込まれれば無事では済まない。木々を搔かき分けて進んでくる濁流は樹海を容よう赦しやなく沈めていく。


　無我夢中で鞭むちを打つ飛鳥の視界が、ようやくフェイス・レスの背中を捉とらえた。


（見つけた………！）


　フェイス・レスの騎き馬ばは紛まぎれもない名馬だったが、飛鳥の力で強化されている騎馬には流石に劣おとった。これを好機と見た飛鳥は更さらに鞭を入れるが、しかし。


　蛇だ蝎かつの剣けん閃せんが鼻先を掠かすめ、すぐに速度を落とした。


（………っ。警告、ということかしら？）


　フェイス・レスとの距きよ離りは約二〇ｍ。それが蛇じや腹ばら剣けんの間合いということだろう。大河の両りよう端はしまでは軽く届く長さである。


（殺し御法度だし、全力で駆け抜ぬけるのは可能なはず。………多分、可能よ）


　フェイス・レスが他ほかに切り札を持っていない限りは。ただしその代だい償しようとして………飛鳥は裸ら体たいで、〝アンダーウッド〟を駆け抜けることになる。


（………っ……）


　想像するだけで頰ほおと耳がカァッと紅潮した。勝利したとしても、そんな辱はずかしめを受けるぐらいなら死んだ方がいい。しかし今の飛鳥には他に選せん択たく肢しがない。


　………脱ぬがねば勝てないのか。そんな悲痛な思いに胸が痛む。


　ゴクリと息を呑み、覚かく悟ごを決めるかと思った矢先。


　空から輝かがやく風を纏まとった春日かすか部べ耀ようが舞まい下りた。


「飛鳥！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「か、春日部さん！　今までどこに!?」


「ごめん、グリフィスを倒してから下で二人を待ってたんだ」


　ハッと思い出したように瞳を瞬かせる。飛鳥はその時になってようやく〝二翼〟のメンバーを見かけないことに気が付いた。


「そう………春日部さんは一人で戦ってたのね」


「うん。〝二翼〟はもう来ない。あとは先頭にいる彼女一人だ」


　力強く頷うなずき合う。一人なら心もとないが、二人なら攻こう略りやくできるかもしれない。


「春日部さん。私が追い抜くまで………彼女を抑おさえられる？」


「………。頑がん張ばる」


　ややぎこちない答え。出来ると断言するには、彼女は余りにも強い。しかしこの騎き馬ば戦せん、フェイス・レスに付け入る点は少なくない。


　水中に落ちれば敗北というルール。


　殺し御法度というルール。


　そして何より、騎馬によって彼女の機動力が失われているのが最大の利点だった。


「打ち合うだけなら、不可能じゃない。………それでも多分、一〇合打ち合えれば上々だと思って」


「分かったわ。最後の直線で、勝負をかけるわよ………！」


　作戦が決まった直後、樹海の暗くら闇やみを突とつ破ぱする。


　視界が開け、〝アンダーウッド〟の大樹が見えた。
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　───一打目は、致ち命めい傷しようを与あたえるつもりで心窩を打った。


　───二打目は、本気で命を奪うばうつもりで後頭部を叩たたきつけた。


　───三打目は、敵を打ち抜くことなく避さけられてしまった。


（………っつ、この少年………たった三打で、合わせてくんのか………！）


　反撃を受け、海面を乱しながらまたも離れる蛟魔王。


　しかし彼が気になったのはむしろ、十六夜の身体の頑がん丈じようさだった。


　星の地ち殻かくから噴ふき出す灼しやく熱ねつの深海火山で修しゆ行ぎようを積んだ蛟魔王は、心技体を以もつてそれを体現できる。妖よう術じゆつでは金翅鳥の鵬ほう魔ま王おうに劣るが、体術では牛ぎゆう魔ま王おうや美び猴こう王おうにさえ引けを取らない。それは鍛たん練れんで到とう達たつ出来る霊格の中では、極きよく致ちの一つだった。


　海千山千の霊格を持つ蛟魔王の拳こぶしは、海から大地を構築する星の息吹いぶきに等しい。


　人間を相手に本気で打ち込めば、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷすら残らず粉ふん砕さいするだろう。


（この少年も、海千山千の修行を………？）


　その疑問を、すぐに拭い去る。この少年の拳には武術の跡あとや研鑽の跡が感じられない。この拳の無骨さは、溢あふれ出る才能一つで戦ってきた証あかしだ。


　───蛟魔王は思考を更に奔はしらせる。目の前の敵が如何なる存在なのか考察していく。


（気配は紛れもなく人間や………しかしこの無む駄だの多い戦い方からして、同等の敵が存在しない場所で育ったのは明らか。ならばこの少年は、異世界から召しよう喚かんされたばかりということか？）


　三打交えた戦いで、敵の生おい立ちを看破する。この知ち謀ぼうこそ蛟魔王が七大妖よう王おうの第三席である証だった。しかし己おのれで出した解答の中で、また矛む盾じゆんが生じる。


（けど生来の人間がこの肉体………いや、人間に限らんとしても。生来からこれだけの肉体を持ってる生物なんて、この世界に存在してる筈はずは───）


　───いや。一人だけいた。生まれついて修しゆ羅ら神仏に並び立つ力を有した、存在そのものが反則っぽい天賦の才を持つ者が。


　唯ただ一人だけ蛟魔王はその条件に当て嵌はまる存在を、つい先ほど連想したばかりだった。


（………美猴王の姐あねさんと、同じ器からだ………？）


　その可能性に思い至ると、蛟魔王の思考が空白に包まれた。


　だがその隙すきを見み逃のがさずにいた十六夜は蛟魔王の懐ふところに潜もぐり込み、心窩を抉えぐる様にかち上げた。油断していた蛟魔王は嘔吐に襲おそわれるものの、すぐに掌底で顔面を打ち貫ぬいて吹き飛ばす。その際に付着した十六夜の血液を、蛟魔王は見えないように衣服の裏地に付着させて保存した。


（………ありえんとは思うが。もし姐さんと一いつ緒しよなら、この少年の正体は………！）


「チッ、丈じよう夫ぶだな。どういう鍛きたえ方をしたらそんな風になるんだよ」


　一方の十六夜は、新しい遊び相手を見つけたように楽しそうな顔で体を起こした。


　額が割れて、十六夜の視界が血で滲にじむ。心しん窩かを打ち抜かれて肋ろつ骨こつがひび割れ、後頭部を叩きつけられて意識は朦もう朧ろうとしている。


　劣れつ勢せいには違ちがいないのに、十六夜の心は軽かった。


（………ああ、くそ。本当に面おも白しろいな）


　殴なぐり合いが、ではない。目の前の魔王は確実に十六夜より体術で優すぐれている。己より優位に立つ相手を如何にして攻せめ下すか。


　それを考えることが、堪たまらなく面白くて嬉うれしかった。


（ああ………やっぱり箱庭は広い。こんな奴やつでさえ、組織の三番手でしかないなんて）


　ペストの時も、巨龍の時も、眼前の蛟魔王と向き合うこの瞬しゆん間かんも。


　不可能に立ち向かうということが………命を燃やして研けん鑽さんし、努力するという行こう為いそのものが、楽しくて楽しくて眩まばゆくて尊くて、仕方がなかった。


（水の中に落とせば勝ちなんだが………これは、俺一人じゃ無理だな）


〝覆海大聖〟にとって、海は己の領地で戦っているようなものだ。


　先ほどから体術しか使っていないこの男が、本気になって海という巨きよ大だいな武器を操あやつればどうなるのか。想像するだけで武む者しや震ぶるいが止まらなかった。


「………楽しそうやな、少年」


　気づかぬうちに笑えみが零こぼれていたらしい。


　口元の血を拭うついでに隠かくし、逆に問いかける。


「そういうアンタも、今は楽しそうだぜ。最初は作り笑いにしか見えなかったのにな」


「………そうか」


　楽しそうに見えたか、と小さく呟つぶやく。


　確かにそれは間違いではない。全身に鳥とり肌はだが立つような衝しよう撃げきと、思考回路をフルスロットルにして互たがいを看破し合い、駆け引き合う。ギフトゲームとは己の全すべてを駆く動どうさせなければ勝利には至れない、神しん魔まの領域に棲すむ者だけに許されたゲームである。


　ましてや強きよう豪ごう同士のぶつかり合いとなれば、それは正に史上最高の愉ゆ悦えつだろう。


「……………」


　しかし蛟魔王が最さい期ごにゲームに参加した思い出は、もう忘ぼう却きやくの彼方かなただ。


　強敵との鬩せめぎ合いなどもっと過去だ。


　箱庭で魔ま王おうを名乗り、天上を目指して駆け抜けていた頃ころ。


　あの日の熱を取り戻もどしたくてもう一度、〝斉天大聖〟に会いたかったというのに………この胸は、徐々に熱を取り戻しつつある。


　その事実に、蛟魔王は苛いら立だちを隠せなかった。


（………阿あ保ほくさ。本当に安い男やな、自分）


　この胸に火を灯ともすのは、心しん酔すいした彼女を置いて他にはいないと思っていた。しかしどんなに思い入れをした所で、特別だと感じていた夢や野望は、全て幻げん想そうだったのか。


　こんなちょっとした喧けん嘩かで取り戻せてしまうほど、己の渇かつ望ぼうは浅かったのか。


　自問自答を繰くり返し、世情に流され枯かれ果てた流木は、火の粉をくべられただけであっさり火が点ついてしまうのだろうか。


　そんな己の器に失望しかけたとき。


　十六夜は真正面からまたも突とつ撃げきし、容赦なく心窩を殴りつけた。


「ゴッ………！」


　追つい撃げきも容赦なく殴りつける。三打目の心窩への衝撃に、とうとう蛟魔王の肉体が揺ゆらいだ。くの字に折れ曲がった胴どう体たいの上から、更に三打目の全力の拳打をたたき込む。


　しかしこの打ち下ろしは空を切った。


　見事な体たい捌さばきで体勢を整えた蛟魔王は、怒ど気きを交えて叫さけんだ。


「随ずい分ぶんと容赦ないなあ、少年！」


「当たり前だ！　ゲームの最中にしけた顔しやがって！　舐なめてんじゃねえぞ！」


　胴どうを一回転させ、同時に蹴けり合う。体勢的に十六夜が優位だったため、辛かろうじて蛟魔王を押し切り、十六夜は更に追撃する。


　海の波間を飛び回り、岩がん礁しようを砕くだきながら激しくぶつかり合う。共に必殺の一いち撃げきを打ち合いながらも、戦いは徐じよ々じよに殴り合いへと激化していく。


「しっかし、とんでもない才能やな！　これだけの才能があったら、上層から引き抜きが来てもおかしくないやろ!?」


「ハッ、身内を捨てていくほど腐くさってねえさ！　それに魔王が現れたら、俺が真っ先に矢面に立つ契けい約やくだからな！───ああそうさ！　だから俺は、誰だれよりもアイツらの前に立ってやらなきゃいけないッ！」


　殴り合いながらの叫びに、蛟魔王の瞳に遠い日の背中が去来する。


　義ぎ兄妹きようだいを守る為───たった一人で、最後の戦いへと向かった背中が。


「………っ、ああクソ！　精せい悍かんな本ほん性しよう見せおってからに………！」


　恥はじも気き後おくれもなく、同士の為だと言ってのける姿が、枯れた瞳ひとみには余りにも眩まぶしい。


　十六夜は血で滲む唇くちびるを拭ぬぐいながら、一層楽しそうに笑う。


「羨うらやましいなら真似まねてみろよ！　それともアンタはそんな顔で、〝斉天大聖〟に会いに行くつもりかッ！」


　途と端たん、蛟劉は絶句した。その隙にもう一発脇わき腹ばらに叩き込む。


　危あやうく崖がけ下したに落ちそうになった蛟劉だったが、すんでのところで踏ふみとどまった。


　しかしその瞳は、驚きよう愕がくしたまま揺れていた。


「まさか………白夜王から話を、」


「馬ば鹿かを言うなよ。アンタが覇は気きを取り戻す理由が他ほかに思いつかなかっただけだ。………つーか、マジで〝斉天大聖〟に会いに行くのかよ。くそ、俺も会ってみたいのに。アイツが怪け我がさえしてなければ………！」


　何故なぜか怒気を上げて肩かたを震ふるわせる十六夜。


　しかしすぐに気持ちを入れ替かえ、蛟魔王を睨にらむ。


「はっきり言ってやるがな。もし俺のところに腑ふ抜ぬけた弟分がいけしゃあしゃあと会いに来たら、間ま違ちがいなく殴り飛ばすぞ。アンタみたいな世捨て人になってたら尚なお更さらだ」


「……………、」


「だからその前に、此こ処こで顔洗って行けよ。目の前の熱に魘うなされて、脳内回路焼き切れそうなぐらい燃えてみろよ。そうでなきゃアンタ………テメェの兄弟分に、どんな土産みやげ話ばなしが出来るっていうんだ？」


　パシッ、と己の両拳を合わせて続きを促うながす。


　その瞳には、己の可能性を試ためしたくてうずうずしている若い闘とう志しが燃えていた。


「………クッ。本当に面白いな、少年」


　そして、その言い分の何もかもが正しい。


　義ぎ姉しと別れて遥はるかな時が流れた。その間も〝斉天大聖〟は世の為に戦い、己の功績を高め、その武功を天下に知らしめ続けている。


　蛟劉も、一度は高い志を掲かかげたことがあったのだ。


　己の名と共に掲げた一枚の旗───海を覆おおいし大聖者という、大志を背負って。


　だというのに、今の腑抜けた自分が会いに行けば………最悪、三さん途ずの川に沈しずめられかねない。………いや、それはそれで面白いかもしれないが。


　目の前の強敵は、それを良しとはしないだろう。


「───とことんやろうぜ、蛟魔王。それにそろそろ、本気を出してもいいんだぜ？」


「阿保言うなや。少年だって切り札隠したまんまやろ。何で使わんのや？」


　言い返され、返事に詰つまる。


　十六夜はバツが悪そうに頭を搔かき、


「………別に隠してるわけじゃねえ。ただコレを使うと、確実に殺しちまうからな。命のかかってないゲームで使うのはフェアじゃない」


　殺しはご法はつ度とだしな、と最後に付け加える。


　その姿だけが妙みように初うい々ういしくて何やら可笑おかしかった。


（………殺し合いは否定しないが、無理にやろうとは思わないってことか）


　闘とう争そうを尊び、同時に命も尊ぶ。そんな魂たましいの形が懐なつかしい眩さを彷ほう彿ふつさせた。しかし今の十六夜の実力では………何いずれ強大な魔王に蹂じゆう躙りんされて果ててしまうだろう。


　落日に散って逝いった、義ぎ兄きよう弟だいたちと同じように。


　蛟魔王は何度も己の意思をかみ砕き、決意したように顔を上げた。


「………ここまで、やな」


「何？」


「ジャッジマスター！　僕の負けや！　〝覆海大聖〟は、戦いを辞退する！」


　その声が黒ウサギに届くと、蛟劉の名を記した〝契約書類〟が音も無く燃え落ちる。


　勝ちを譲ゆずられた十六夜は唇の端はしをヒクつかせ、怒いかりを込めて睨みつけた。


「おい、この駄だ蛇へび………どういうつもりだ？」


「決着はお預け、ってつもりや。僕らの喧嘩はこのゲームの趣しゆ旨しから離はなれすぎとる。勝ったにせよ負けたにせよ、それじゃつまらんやろ？　だから別のゲームでまた戦おうってこと」


　胡う散さん臭くさい笑みを向け、十六夜に背を向ける。


　しかし疑問はそれだけではなかった。


「………〝斉天大聖〟に会う件はいいのかよ」


「おいおい、君が言った事やろ少年。今の腑抜けた僕と会ったら……あの人を失望させてしまうって」


　尊敬する彼女へ、胸を張って会いに行くために。


　蛟劉は己おのれの進むべき道を悟さとり、滝たきの河口へ立つ。





「じゃあな、少年。次に会うときは………蛟魔王の〝主催者権限ホストマスター〟でお相手しましょう」





　にこやかに笑い、滝の上から飛び降りる蛟劉。


　その横顔は覇気を取り戻し、晴れやかな色を浮うかべていた。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟直下の水門。


　ゴールとなる〝アンダーウッド〟の水門は、トップを迎むかえる観客たちで一いつ杯ぱいになっていた。優勝争いをしている二人は賭と博ばくでも高人気のカード。注目度も高いままだ。


　トップで疾しつ走そうしてくるのは一体誰なのかと、観客の誰もが固かた唾ずを呑のんで見守っている。


　水門の最前列で見守っていた黒ウサギは、水みず煙けむりを上げて走ってくる二つの影かげを見つけて歓かん声せいを上げた。


『皆みなさん見えてきました！　トップは〝ウィル・オ・ウィスプ〟のフェイス・レス！　二番手は〝ノーネーム〟の久遠飛鳥！　サポーターの春日部耀も健在です！』


　黒ウサギの報告に、観客席のアーシャとジャックも声を上げて喜ぶ。


「よっしゃあ！　このままブッチギレよフェイス・レス！」


「ヤホホホホ！　あと一息ですよ！」


〝ウィル・オ・ウィスプ〟の旗を振ふりながら応おう援えんする二人。


　売り子をやっていたリリも、負けじと叫び声を上げた。


「飛鳥様ー！　耀様ー！　頑がん張ばってー!!」


　両手と二尾びをパタパタ振りながら声せい援えんを飛ばす。


　その隣となりで、ペストとレティシアは厳しい顔で戦せん況きようを考察する。


「飛鳥、厳しいわね」


「ああ。一定の距きよ離りを開けているということは、あれが間合いなのだろうが………」


「追い抜ぬくためには、水着を脱ぬがされる覚かく悟ごがいる。………ふふ。箱庭のレースって、随分と卑ひ猥わいなのね」


　そんなことはない、と言い返せないのが悲しい。


　ペストとしては飛鳥が負けても、飛鳥が脱がされても、どっちにしろ後でからかうネタが出来る戦いである。


　外野でありながら勝者の笑えみを浮かべ、悠ゆう々ゆうと最後の戦いを見守る。





　そして打ち合わせ通り最後の直線を迎えた飛鳥と耀は、意を決して最後の戦いに臨のぞむ。


「生きるか死ぬか、此処が正念場よ………！」


「違ちがうよ、飛鳥。勝つか脱がされるかの二択たくだよ」


「脱がされるぐらいだったら死ぬわ！」


　自棄やけになって叫ぶ飛鳥。彼女にとってはそれほど重い決意なのだろう。


　耀は自分に課せられた責任を強く嚙かみしめ、急加速した。


「大だい丈じよう夫ぶ。飛鳥は絶対………私が脱コロさせないから………!!!」


　光翼馬の放つ輝かがやきと鷲わし獅じ子しの旋せん風ぷうを放出し、フェイス・レスに襲おそいかかる耀。


　蛇だ蝎かつの間合いに入った直後、此方こちらを振り向くことさえせず的確に水着を狙ねらってくる。気配だけで全方位を把は握あくしているというのか。ますます以もつて化け物である。


　距離があるため無傷で弾はじけたが、これより近づけば反応できるかも怪あやしい。


　その圧あつ倒とう的な剣けん術じゆつの冴さえを前に───春日部耀は、脱がされる覚悟をした。


「飛鳥、行ってッ!!!」


「分かったわ！　ヒポポさん、最後の全力疾走よ───!!!」


　雄お々おしい嘶いななきを上げて、海馬が疾しつ駆くする。度たび重かさなる窮きゆう地ちを越こえてきたせいで彼の体力も危ない。正しよう真しん正しよう銘めい、これが最後の攻こう防ぼうだった。


　フェイス・レスは左後方から追い上げる飛鳥に蛇蝎の剣けん閃せんを浴びせるが、耀の輝く旋風と光翼馬の具足が彼女の身を守る。


　ただの剣閃なら旋風ごと切り伏ふせられていただろうが、蛇蝎の剣閃の本質は鞭むちに近い。鞭のように撓しなる剣閃ならば、旋風を操あやつることで軌き道どうを変えることが出来るのだ。


　どうしても避さけられない軌き跡せきを瞬しゆん時じに判断して、確実に叩たたき落とした。


「………なるほど。では、直接切り捨てましょう」


　ギフトカードを取り出したフェイス・レスは、蛇じや腹ばら剣けんから二本の剛ごう槍そうに換かん装そうする。後ろから追い上げる飛鳥へ一気に詰め寄り、剛槍を振るった。


「飛鳥、危ないッ！」


　斬きられそうになるのを、光翼馬の具足で防ぐ。しかしたった一いち撃げきで耀はバランスを崩くずすほどの衝しよう撃げきを受けた。


（お、重い………！）


　巨きよ人じんの剛ごう腕わんと、鷲獅子の旋風と、光翼馬の放出を重ね合わせ、ようやく防ぐことが出来る斬ざん撃げき。しかもフェイス・レスは何事もなかったかのように二撃目を構えている。


　互ご角かくに打ち合うには、最低でも麒き麟りんの矛ほこぐらいの出力が無ければ不可能だろう。しかしそれでは光翼馬の加護を失い、速度で負けてしまう。ままならなさに耀は歯は嚙がみした。


　───やはり強い。しかし、ただ負けるわけにはいかなかった。


「飛鳥………あとはお願い………！」


　事前に約束した一〇合。最低、一〇合打ち合うまでは負けられない。


　両足の具足に総力を結集させ、逆に耀からフェイス・レスの懐ふところに飛び込む。槍やりの性質を考えれば、懐に飛び込んだ方が安全だからだ。


　フェイス・レスはすぐさま剛槍の一本を投げ捨てて近接に対応する。しかし直進しか出来ない足場で飛ひ翔しようする敵を捉とらえるのは至難の業わざである。


　戦術が功を奏した耀は、ここぞとばかりに乱打してフェイス・レスを追い込む。


（いける！　このまま抑おさえきれば………！）


　飛鳥は既すでにフェイス・レスを追い抜き、僅わずか前方に出ている。速力で飛鳥が勝っている以上、このまま間合いを抜けきれば脱がされることなく勝てる。


　しかし、その安あん堵どが敗因となった。


「───甘いですね、春日部さん」


　乱打していた光翼馬の具足が止まる。フェイス・レスは剛槍の残り一本も捨て、両手で耀の足に摑つかみかかったのだ。


「う、噓うそ！」


「いい勝負でした。また機会があったら競きそい合いましょう」


　フェイス・レスは抑よく揚ようのない声で賛辞を送り、そのまま耀を大河の水面に叩きつける。これで彼女はリタイヤだ。飛鳥を守る者は誰だれもいない。


　見守っていた〝ノーネーム〟のメンバーも戦せん慄りつする。


「このままじゃ………飛鳥が脱がされる！」


「逃にげて、飛鳥様ー!!!」


　レティシアとリリの絶ぜつ叫きようが観客席に響ひびく。


　蛇腹剣に換装したフェイス・レスは、蛇蝎の剣閃で飛鳥の水着を───





「───燃えなさい、この破は廉れん恥ち剣けん───!!!」





　水着を切り裂さくことはなく。


　飛鳥の剛ごう火かによって、蛇じや腹ばらの刀身は焼しよう失しつした。


「これは………！」


「あらあら、策に溺おぼれたようね！　剣閃が見えなくても、〝水着を狙う〟と分かっていれば、罠わなを仕し掛かけることぐらい出来るに決まってるでしょう！」


　高らかに勝利宣言をする飛鳥。此これが彼女たちの最終手段だった。


　ガントレットの宝珠は五つ。それを外して水着の裏地に潜ひそませ、剣閃が触ふれると同時に燃えるように仕掛けていたのだ。触れなければ最大の効果を得られない限定されたギフトだが、だからこそ最後の手段として隠かくし続けていたのだ。


「くっ………！」


　フェイス・レスは蛇腹剣を捨て去って、馬術の限りを尽つくして駆かける。騎き士しとして高水準の技術を持つ彼女だが、それでも勝敗は明らかだった。








「ごきげんよう、仮面の騎士様！　〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟は………私たちの勝利よ！」





　飛鳥は最後の賭かけに打ち勝ち、高らかに勝利宣言。


　トップで〝アンダーウッド〟を駆け抜けた彼女に、〝アンダーウッド〟が揺ゆれるほどの喝かつ采さいが贈おくられる。


　黒ウサギも司会役を投げ出し、飛鳥の胸むな元もとに飛び込んだ。


「飛鳥さん、優勝おめでとうございます！」


「ちょ、ちょっと黒ウサギ!?」


　きゃあ！　と悲鳴を上げながら大河に落ちる飛鳥。


　盛大に水みず飛沫しぶきを上げて飛び込む二人を見て、水門の観客たちから笑い声が上がった。


　一連の騒そう動どうを微笑ほほえましく見守っていた白夜叉は、大きく柏かしわ手でを打って注目を集めた。


「〝ヒッポカンプの騎手〟の勝者を〝ノーネーム〟出身・久遠飛鳥とその同士たちと宣言する！　さあ、勝者を舞ぶ台たいへ担かついで運べ！　恩おん恵けいの授じゆ与よと………宴うたげの続きをするぞ！」


　白夜叉の音おん頭どに、観客たちは歓声で応こたえる。


　飛鳥は黒ウサギの背中にしがみ付きながら、呆あきれたように呟つぶやいた。


「………まだ食べるの？」


「収しゆう穫かく祭でございますからね。ふふ、今晩は黒ウサギも腕うでを振るいますよ！　前回のリベンジなのです！」


　ムンッ、と気合いを入れる黒ウサギ。


　飛鳥はその背中を強く抱だきしめ、


「………何時いつもありがとうね、黒ウサギ」


「へ？」


「ふふ。何でもないわ」


　飛鳥は微笑み、騎き馬ばの鞍くらに登る。その後ろに跨またがる黒ウサギ。


〝アンダーウッド〟の地下都市へ向かう道で、二人は何時までも喝采に包まれていた。




　エピローグ







　───〝アンダーウッド〟階層支配者フロアマスター就任式。


　最終日を迎むかえた収穫祭の夜。


　連日行われた酒しゆ宴えんは一時取り止められ、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに包まれていた。


　大樹の天辺では、南の守護者としてサラ＝ドルトレイクが新たな〝階層支配者〟として任命され、〝鷲わし龍りゆうの角〟を授与されている。


　地下都市の広場でそれを見上げていた十六夜いざよいたちは、収穫祭を振ふり返りながら斑まだら梨なしのジュースを飲んでいた。


「これで〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟も落ちつくかな」


「そうですねー。今回の一件でグリフィスが出しゆつ奔ぽんし、反発する声はほとんど無くなったでしょうから」


　十六夜に黒ウサギが応じる。グリフィスはサラが〝階層支配者〟を継つぐと決定するとすぐにコミュニティを去ったらしい。それが潔いさぎよさからでた行動なのかは分からない。しかし長おさの座を賭けて戦った以上、敗者が去っていくのは別段おかしなことではないのだろう。〝二翼〟の同士もすぐに現状を受け入れた。


　十六夜の隣となりで一いつ緒しよに飲んでいた飛鳥あすかと耀ようも、肩かたの荷にが下りたような笑え顔がおを見せている。


「サラの折れた龍角も、〝鷲龍の角〟があれば大だい丈じよう夫ぶなのよね？」


「元々がドラコ＝グライフの龍角だから、一本だけだしね。他ほかにも何かギフトを授さずかるって言ってたから、きっと大丈夫だよ」


　そう、と相あい槌づちを打つ。


　しばしすると、大樹の天辺で炎ほのおの嵐あらしが吹ふき荒あれた。


　その熱風は地下都市にまで届き、夜風の肌はだ寒ざむさを一いつ斉せいに吹き飛ばす。新たな〝階層支配者〟が生まれた事を知り、地下都市では乾かん杯ぱいの音があちらこちらで鳴り響いていた。


　黒ウサギは〝アンダーウッド〟を見上げ、羨せん望ぼうと祝福を込めて呟いた。


「………お疲つかれ様です、サラ様。黒ウサギたちも負けずに頑がん張ばるのですよ」


　コミュニティの命運を背負い、再建に貢こう献けんし、その功績が認められた。


　黒ウサギはそれが他人ひと事ごとには思えなかった。崩ほう壊かいから〝ノーネーム〟を支え続けている彼女にとって、復興の前例というのは強い励はげましになるだろう。


（〝ノーネーム〟も何時かきっと………旗が靡なびく時が来ますよね………金糸雀カナリア様……！）


　何時か旗と名を取り戻もどし、同士たちと再会する。


　その夢を大樹の旗に重ねて見上げる。


　傍そばに控ひかえていたリリたち年長組は、今がタイミングだと走り寄ってきた。


「あの、黒ウサギのお姉ちゃん」


「………リリ？　どうしたのですか？」


　神しん妙みような顔をしているリリに、小首を傾かしげる。


　リリは狐きつね耳みみを紅潮させて、胸に抱きしめていた小こ袋ぶくろを手て渡わたした。


「………これは？」


「プレゼント。十六夜様や、飛鳥様や、耀様や、ジン君や、私たちみんなで選びました」


　───へ!!?　とウサ耳を逆立たせて驚おどろく黒ウサギ。


　視線で問いかけると、問題児三人はそれぞれ別方向にそっぽを向いたまま頷うなずいた。


「………ま、こんな面おも白しろい場所に招待してくれたからな」


「連盟も組んで、一つの節目が出来たわけだし」


「何時もありがとう、黒ウサギ」


　耀が笑顔で締しめると、更さらにそっぽを向く十六夜と飛鳥。


　そんな不器用な心こころ遣づかいが、今は心から嬉うれしかった。


「あ、ありがとう………ございます。とても大切にするのですよ………！」
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　そう言って袋ふくろを開けようとする黒ウサギ。しかし問題児三人は、慌あわててそれを遮さえぎり、広場の中心まで黒ウサギを連れて走り出した。


「いいから、贈り物の確かく認にんなんか後でやれ」


「今夜は最終日よ！　飲んで食べないでどうするの!?」


「行こう、黒ウサギ！」


「え、ちょ、ちょっと待ってください！」


　プレゼントをリリに預け、広場に躍おどり出る四人。僅わずかに開いた小袋の中をリリが覗のぞくと、プレゼントとは別の手紙が入っていた。宛あて名なにはこう書いてある。





『親愛なる同士・黒ウサギへ』と。





「………ふふ。十六夜様達も、素す直なおじゃないです」


〝親愛なる同士へ〟。その一文が嬉しくて、パタパタと二尾びを揺らすリリ。


　慌ただしく駆けて行く彼らの後を、年長組も嬉き々きとして追いかける。


　夜風と祝福に包まれた大樹の地下都市は今こ宵よいも眠ねむらず、何時までも明るい声が響いていた。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟最高貴き賓ひん室。


　香こうを焚たいた煙けむりが充じゆう満まんした部屋の中で、白しろ夜や叉しやは月を眺ながめていた。サラに恩恵の授与と〝階層支配者〟の任命を与あたえ一段落というところだろう。


　しかし白夜叉には、まだ重要な案件が二つ残っていた。


〝ヒッポカンプの騎手〟で優勝した〝ノーネーム〟には白夜叉から恩恵が与あたえられる。


　だが彼らが望んだのはギフトではなく───〝鷲わし獅じ子し・グリーを客分として迎えたい〟という旨むねだった。


「以上が、逆廻十六夜の求める恩恵である。………あとはおんし次し第だいだよ、グリー」


　ヒラリ、と〝契約書類ギアスロール〟が舞まい落ちる。其そ処こにはこう書かれていた。


『〝サウザンドアイズ〟の同士・鷲獅子のグリーが翼つばさを失った原因は〝ノーネーム〟にあり。故ゆえにその傷が癒いえるまで彼を預かりたい』


　達筆でそう書かれた〝契約書類〟を、グリーは天命を受けた気持ちで目を通していた。


　───彼は先日まで、二度と参加者として戦うことは無いだろうと達観していた。


　翼を失ったこともその原因の一つではあったが………その最大の理由は、相棒である騎手を失ったことにある。


　騎手と鷲わしの翼。唯ゆい一いつ無二の誇ほこりを一度に二つも失った今、この背に誰だれかを乗せて戦うことは、もう無いだろうと思っていた。───少なくとも、この書面に目を通すまでは。


（………あの誓ちかいを、本当に守るつもりなのだな）


　覚かく悟ごの上で負った傷だった。しかしあの男はそれで諦あきらめることを良しとしないらしい。その高潔さに、衰おとろえ始めていた闘とう志しが胸の内から再び蘇よみがえるのを感じていた。


　グリーは瞳ひとみを閉じて瞑めい想そうし、決意を固めたように白夜叉へ頭を垂れた。


「白夜叉様。故郷を追い出された私を拾っていただいた恩義は、一日たりとも忘れたことはありません。ですが私は………！」


「よい、出奔を許す。〝ノーネーム〟には新たな同士として迎えるように書簡を送ろう。東に吹く、新しい風の力になってやれ」


　白夜叉は何もかも見み透すかした笑みを浮うかべて頷いた。


　十年間仕えてきた主人の理解にグリーは瞳を潤うるませた。


「………私にとって、〝サウザンドアイズ〟もまた心の故郷だと思っております。非常時にはどうぞ声をかけて下さい。万ばん難なんを排はいして、貴女あなたの元に駆かけつけます」


「うむ。そなたの誓い、しかと受け取った。………よし。これは退職金というか準備金代わりだ。取っておくがよい」


　虚こ空くうに指先で円を描えがくと、軌き跡せきは光る指輪となってグリーの鉤かぎ爪づめに巻きついた。


「これは………？」


「ふっふっふっ。人里で暮らす為ためには必ひつ須すの道具だよ。まあ、おんしの働きを認めた上での〝恩恵ギフト〟だ。部屋に帰ってから使うがよい。結構高価な代しろ物ものだから大事にするのだぞ」


「はっ。ありがとうございます」


　グリーは恭うやうやしく頭こうべを垂れ、別れの挨あい拶さつを済ませてから白夜叉の部屋を後にした。


「………ふふ。若者の出立は、いつ見ても気分が躍るな」


　白夜叉は独り残された個室で煙管キセルを取り、火を点つける。


　香の焚かれた部屋の中でプカプカと吹かせながら、窓の外に声をかけた。


「おい、蛟こう劉りゆう。何時までもそんなところにおらず、さっさと入って来るがよい」


「あちゃー、ばれてました？」


　ワザとらしい声を上げ、窓の外から入室する蛟劉。


　夜風が強く吹き、折せつ角かくの焚いた香が外へと流れて行ってしまう。お気に入りの香だっただけに、白夜叉は青筋を立てて睨にらみつけた。


「おいこら。部屋のドアから入ってきては駄だ目めだったのか？」


「いやあ、ドラコ君の息子むすこがおったから正面は入り難にくくて………しかしあの子、父親似に育ったみたいやね」


「そうだな。出来ればグリフィスとも仲を取り持ってやりたかったが………」


「それは余計なお節せつ介かいってもんや。兄妹きようだいの関係を修復できるのは、当人の意識だけやで」


　ケラケラと笑う蛟劉。その含ふくみのある言い方に、片眉まゆを動かして問う。


「………おんしも、兄妹の関係を修復したいと思わんか？」


　白夜叉の問いに、ふっと笑みを消す蛟劉。


　窓から見える月を仰あおいだ彼は、独り言のように応こたえた。


「………〝ノーネーム〟の少年にね。言われたんですよ。どんな顔をして姐あねさんに会いに行くのか、と。いやはや、全くもってその通りです。風ふう来らい坊ぼうだのなんだのと気取りながらフラフラしてるだけの野や郎ろうが、一体どの面つらで会いに行くつもりだったんでしょうね」


「……………、」


「今の僕じゃ、会ったところで何も変わらんでしょう。胸張って会いに行くには、この手には何一つ功績がない。それで怒おこられるならまだいいとしても………最悪、泣かれてしまうような気がするんですわ」


　今の自分が失望される以上に、悲しまれるのが怖こわい。


　そう思えたからこそもう一度、顔を上げる勇気が生まれた。


　白夜叉は瞑想するように瞳を閉じ、心の中で十六夜に礼を告げた。


（〝枯かれ木の流木〟に火を点けたか。ほとほと大した男だな）


　白夜叉は蛟劉の言葉を受け取るや否いなや素す早ばやく立ち上がり、書しよ棚だなの中から一枚の羊皮紙を取り出して見せる。


「蛟劉よ。功績が欲しいのならば、一つ大きな依い頼らいがあるのだが」


「でしょうね。そう思って部屋まで伺うかがいましたから。………やっぱり、神格を返上した一件ですか？」


「うむ。私はしばし、表立った行動が制限される。その間、東は〝階層支配者〟が不在となる。そこでおんしさえよければ………支配者代行として、東を守ってはくれんか？」


　白夜叉が手渡した羊皮紙は〝階層支配者〟の証あかし───〝主催者権限ホストマスター〟だった。


　蛟劉は文面にさっと目を通すと、小首を傾げて苦く笑しようした。


「ありがたいお話やけど、僕は組織力とかないで？」


「何、気にするな。おんしには〝サウザンドアイズ〟の客分として私の立場を委任しよう。足りなければ太陽主権も一部貸し出す。それで釣つりが来るだろう？」


　その時、蛟劉の細目が思わず丸くなった。


　釣りが来るなんてものではない。客分に与えるには規格外で破格の待たい遇ぐうだ。


「そ、それは流石さすがに買い被かぶりすぎとちゃいます？」


「いいや、それぐらいは与えねばならんと思っておる。魔ま王おう連盟なる彼奴きやつ等は未知数だ。総戦力は最低でも四桁けた、あるいは三桁に届くかもしれんと私は見ている。ならば此方こちらも出し惜おしみをしている場合ではない。下層には、まだまだ愛めでてやりたいコミュニティもあるしの」


　厳しい声こわ音ねの中で、ふと白夜叉の口元がほころぶ。蛟劉も同意したように頷いた。


「その思いは僕も同じや。〝ノーネーム〟を含め、下層にはまだまだ楽しみが多い」


「では、引き受けると？」


「ええ。支配者代行、謹つつしんで受けさせてもらいます」


　差し出された手を強く握にぎり返す。


　其処に居るのは〝枯れ木の流木〟と揶や揄ゆされた男ではない。


　かつて名立たる修しゆ羅ら神仏を相手に戦った、蛟こう魔ま王おうの強きよう靭じんな覇は気きが感じられた。


「よし、引き継つぎはうちの店員に任せてある。分からぬことがあったらその者に聞いてくれ。私はすぐにでも発たたねばならん」


「というと？」


「牛ぎゆう魔ま王おうの情報で、魔王連盟に属しておる魔王の一人が分かった。これがまた厄やつ介かいな奴やつでな。自由に行動できるうちに、その魔王に対して警けい戒かい令を発しておかねば」


　蛟劉は鋭するどく瞳を光らせ、重ねて問う。


「………何ど処この魔王です？　有名な奴ですか？」


　白夜叉は厳しい表情を浮かべ、緊きん迫ぱくしたようにその名を口にした。


「彼奴の名は───〝マクスウェルの魔王〟。境界を操あやつる魔王の一人だ」




　あとがき







　皆みな様さまお久しぶりです。この度たびは、なんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児シリーズ』第五巻を手に取っていただきありがとうございます。


　気が付けば五冊目の本書。今回は黒ウサギ弄いじりを掲かかげておきながら物足りないぜチクショウ。もっとファンサービスに応こたえてポロリと行ってしまえばいいのに………！


　しかしまあ、主要キャラの大半が水着化という華はなやかな巻になったので、寛かん大だいな読者の皆様は許してくれるに違ちがいない。


　素す晴ばらしいイラストの数々を用意してくださった天あま之の有ゆう先生、ありがとうございました。


　イラストといえば、五巻の表紙をド派手に格好良く飾かざっている白い駄だ神しん様。


　実は当初、黒ウサギが表紙を飾る予定にありました。メインヒロインズの一いち巡じゆん目ですね。しかし天之さんに原げん稿こうを送ったら、黒ウサギじゃなくて駄神様で表紙をやりたいとの旨むねが、編集Ｙさんへ届いたらしく。


　そこで竜たつノの湖こと編集Ｙさんは───（※以降、イメージ再現。敬けい称しよう略りやく）





編集Ｙ「表紙を変へん更こうしたければ、私たちを納なつ得とくさせる表紙を描かくがいい！」


竜ノ湖「よっぽどいい表紙でなければ、白しろ夜や叉しやに変更は出来ないと思えッ！」


天之有「ぐぬぬ………！」





　フハハ！　これが著者と編集の正しいパワーハラスメントなのだよ！


　………と、魔ま王おうさながらの横暴さを発揮。


　そして月日は流れ、竜ノ湖が原稿を上げてのんびりしてた数日後。


　画面の向こうには、駄神とは思えない雅みやびな着物姿のアンチクショウが！





天之有「それじゃあ、表紙はこの白夜叉で^^」


竜ノ湖＆編集Ｙ「ぐぬぬ………!!!」





　───結果、表紙は黒ウサギから白夜叉へ。


　しかし本当にこんなカッコいい姿で表紙が上がって来るとは思わなかった。結果としていい方向に作品が転がっていって何よりです。多くの読者の方に喜んでいただくため、これからもパワハラに励はげもうと思います噓うそですごめんなさい。


　あと、『問題児シリーズ』について一つ重要なご報告が！


『コンプエース』『エイジプレミアム』の二誌で『問題児たちが異世界から来るそうですよ？』のコミカライズが始まりました！


　七なな桃ももりお先生の描えがく本編と、坂さか野の杏あん梨り先生の描く外伝の二本です。


　６月26日発売の『コンプエース』に先行カットが入ってますので、二次元で動き回る黒ウサギや問題児たちが気になる方は是ぜ非ひとも手に取ってみてください。





　そして今回も、『ザ・スニーカーＷＥＢ』で短編が無料掲けい載さいされています。


　ヘッドホンに関する裏話や、十六夜いざよいと金糸雀カナリアの過去に関するエピソードが掲載されていますので、興味のある方は『ザ・スニーカーＷＥＢ』で検けん索さくしていただければと思います。


　それではまた、六巻でお会いしましょう。




竜たつノの湖こ太た郎ろう　　
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問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？


降こう臨りん、蒼そう海かいの覇は者しや





竜たつノの湖こ太た郎ろう
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